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「
世
界
基
準
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

S
U
S
は
、3
月
か
ら
始
ま
る
25
期
の

テ
ー
マ
を
、「
世
界
一
の
ア
ル
ミ
プ
ロ
フ
ァ

イ
ル
メ
ー
カ
ー
を
実
現
す
る
」と
定
め
、

「
世
界
基
準
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。

「
世
界
基
準
」と
い
う
と
一
般
的
に
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド（G

lo
b

al 
Standard

）」を
想
起
す
る
か
と
思
い
ま

す
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」と
い

う
言
葉
は
、バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
後
の
90

年
代
後
半
か
ら
、日
本
経
済
の
改
革
に
お

け
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
多
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
I
C
T

（Inform
ation and Com

m
unications 

Technology

、日
本
で
は
”I
T
“と
い
う
）

の
普
及
に
伴
い
、世
界
的
な
統
一
規
格
を

示
す
際
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か

し
、一
方
で
、国
外
で
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な

い
和
製
英
語
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
り
、

カ
タ
カ
ナ
語
の
持
つ
曖
昧
さ
を
避
け
る
た

め
に
も
、テ
ー
マ
と
し
て
の
採
用
を
見
送

り
ま
し
た
。

ま
た
、「
世
界
基
準
」と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
の

言
葉
と
し
て「
国
際
標
準
」が
あ
り
ま
す
が
、

比
較
し
た
結
果
、あ
え
て「
世
界
基
準
」と

し
ま
し
た
。ま
ず
、「
国
際
」は
英
訳
す
る
と

「International

」で
あ
り
、”国
家
間
“と

解
釈
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
、「
標
準
」は
、

「
1
．物
事
を
行
う
場
合
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

な
る
も
の
。1‒
1
．手
本
。模
範
。1‒

2
．お

よ
そ
の
目
安
。目
標
。2
．平
均
的
で
あ
る
こ

と
。普
通
。並
み
。」（『
大
辞
林
』よ
り
）と
あ

り
、”平
均
的
“と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
ま

す
。一
方
、「
基
準
」は「
物
事
を
比
較
・
判
断

す
る
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
一
定
の
標
準
」

（『
大
辞
林
』よ
り
）を
指
し
ま
す
。で
す
か

ら
、「
世
界
基
準
を
満
た
す
会
社
、製
品
、社

員
を
目
指
す
」と
い
う
思
い
を
込
め
て
、「
世

界
基
準
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
ま
し
た
。

ecom
s

ブ
ラ
ン
ド
の
世
界
基
準

ecom
s

製
品
の
日
本
国
内
以
外
で
の

本
格
的
な
販
売
は
、ま
だ
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、Y 

テ
ー
ブ
ル
や
グ
リ
ッ
ド
シ
ェ
ル

フ（
03
年
9
月
販
売
開
始
）の
品
質
や
デ
ザ

イ
ン
は
、世
界
基
準
に
達
し
て
い
る
と
自

負
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、
16
年
か
ら
販

売
を
開
始
す
る
予
定
の

t2

も
、こ
れ
か

ら
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
に
通
用
す

る「
住
む
た
め
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
」を
目
指
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、例
え
ば
、グ
リ
ッ
ド
シ
ェ
ル
フ
で

は
A
4
判
2
1
0
㎜
×
2
9
7
㎜
の
本
を

基
準
に
サ
イ
ズ
を
決
め
た
結
果
、基
本
グ
リ

ッ
ド
は
3
5
0
㎜
×
3
5
0
㎜
、あ
る
い

は
、4
0
0
㎜
×
4
0
0
㎜
と
し
ま
し
た
。

実
は
、本
の
大
き
さ
に
も
、
90
年
代
後
半

の「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」流
行

り
が
影
響
し
て
い
ま
す
。1
9
8
0
年
代

ま
で
の
日
本
で
は
、
19
世
紀
末
ド
イ
ツ
の

工
業
院
規
格
で
あ
っ
た
A
判（
現
在
は
国

際
標
準
機
構
・
I
S
O
の
国
際
規
格
）と
江

戸
時
代
の
美
濃
紙
に
由
来
す
る
日
本
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
規
格
で
あ
る
B
判（
日
本
工
業

標
準
調
査
会
・
J
I
S
）と
が
併
用
さ
れ
、

公
文
書
も
大
半
が
B
判
で
あ
り
ま
し
た
。

31
年
の
商
工
省
告
示
よ
り
、A
判
と
B
判

と
の
二
重
規
範（
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・

D
ouble Standard

）を
半
世
紀
以
上
も
容

認
し
て
き
た
の
で
す
。し
か
し
、国
際
社

会
で
A
判
の
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
が
主
流
と

な
る
中
、
92
年
に
各
省
庁
事
務
連
絡
会

議
で
国
の
公
文
書
の
原
則
A
判
化
を

申
し
合
わ
せ
、
97
年
に
は
1
0
0
%
A
判

と
な
り
ま
し
た
。

世
界
基
準
の
製
品
と
は

製
品
の
世
界
基
準
に
は
、ecom

s

製
品

に
求
め
ら
れ
た
よ
う
な
2
つ
の
意
味
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。1
つ
は
、文
字
通
り
に
、

製
品
の
も
つ
性
能
や
精
度
な
ど
の
品
質
が

世
界
的
な
水
準
に
あ
る
こ
と
で
、も
う
1

つ
は
、日
本
国
内
の
、あ
る
い
は
、世
界
で

の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
的
な
規
格
、規
則
に
則
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
は
、世
界
で
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。第
二
次
世
界
大
戦

で
も
、日
本
海
軍
の
零
式
艦
上
戦
闘
機
、

通
称
”零
戦
“は
、最
高
の
性
能
を
持
つ
名

機
と
称
さ
れ
ま
し
た
。陸
軍
の
一
式
戦
闘

機
”隼
“も
同
様
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。一
方
、問
題
も
あ
り
ま
し
た
。30
口

径（
7
・
62
㎜
）と
50
口
径（
12
・
7
㎜
）機
銃

を
地
上
、車
両
、艦
艇
、そ
し
て
、航
空
機
ま

で
共
通
で
使
用
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
に
対

し
、”零
戦
“と
”隼
“に
は
部
品
、弾
薬
の
互

換
性
が
な
か
っ
た
の
で
す
。こ
れ
は
、究
極

の
合
理
性
を
求
め
ら
れ
る
戦
争
で
は
致
命

的
で
あ
り
ま
し
た
。背
景
に
は
、日
本
の
技

術
至
上
主
義
や
モ
ノ
づ
く
り
に
込
め
る
精

神
、情
熱
の
行
き
過
ぎ
に
原
因
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、I
C
T
化
な
ど
技
術

革
新
の
激
し
い
現
在
の
市
場
で
は
、”零

戦
“の
時
代
よ
り
も
さ
ら
に
S
U
S
の
理

念
＝Standard U

nits Supply

が
必
要

で
す
。規
格
・
規
則
に
は
そ
の
決
定
過
程

に
よ
り
2
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。1
つ

は
自
由
競
争
の
市
場
で
圧
倒
的
に
広
ま

っ
た
製
品
の
規
格
が
世
界
基
準
と
称
さ

れ
る
場
合
、デ
フ
ァ
ク
ト
基
準（de Facto 

Standard

）で
、も
う
1
つ
は
関
係
者（
国

も
含
む
）間
で
協
議
し
て
世
界
基
準
を

決
定
す
る
場
合
、デ
ジ
ュ
ー
ル
基
準（de 

Jure Standard

）で
す
。

前
者
の
端
的
な
例
は
、パ
ー
ソ
ナ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー（
P
C
）の
オ
ペ
レ
ー

テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム（
O
S
）に
お
け
る
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
で
す
。そ

の
歴
史
は
、ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
が
1
9
8
1
年

に
I
B
M
へ
P
C‒

D
O
S
の
名
で
提
供

し
、I
B
M
以
外
の
P
C
メ
ー
カ
ー
に
は

M
S‒

D
O
S
の
名
で
O
E
M
供
給
し
た

こ
と
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。そ
の
後
販

売
し
た
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
は
、1
9
9
0
年

代
に
は
市
場
占
有
率
が
90
%
以
上
を
達

成
し
ま
し
た
。そ
の
た
め
周
辺
機
器
や
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
も
極
め
て
多
く
、世
界
基
準

と
な
っ
て
い
ま
す
。

後
者
に
お
い
て
、多
国
間
で
統
一
し
た

基
準
づ
く
り
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
世
界

初
の
機
関
は
、1
8
6
5（
慶
応
元
）年
ナ

ポ
レ
オ
ン
Ⅲ
世
の
呼
び
か
け
で
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
20
カ
国
が
参
加
し
、パ
リ
に
創
設
さ

れ
た
万
国
電
信
連
合
、後
の
国
際
電
気
通

信
連
合（
I
T
U
）で
す
。
19
世
紀
前
半
よ

り
普
及
し
始
め
た
国
際
電
信
に
お
い
て
、

2
国
間
で
の
取
り
決
め
で
は
な
く
、料
金

の
徴
収
な
ど
の
電
信
業
務
の
統
一
お
よ

び
電
信
の
手
順
や
技
術
の
基
準
化
を
目

的
と
し
、日
本
は
1
8
7
9（
明
治
12
）年

に
加
盟
し
ま
し
た
。約
1
0
0
年
後
の

1
9
8
0
年
に
は
、
70
年
代
前
半
か
ら
郵

政
省
も
含
め
産
官
学
で
開
発
に
取
り
組
ん

だ
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
符
号
化
方
式
が
3
G
規

格
と
し
て
採
用
さ
れ
、日
本
製
の
事
務
用

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
が
80
年
代
の
世
界
を
席
巻

し
ま
し
た
。

ecom
s

ブ
ラ
ン
ド
の
世
界
基
準
化

日
本
製
／
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の

数
多
く
の
製
品
は
、”零
戦
“、”隼
“の
よ
う

に
、世
界
基
準
以
上
の
品
質
を
備
え
て
い

る
と
考
え
ま
す
。た
だ
し
”零
戦
“、”隼
“の

よ
う
に
、二
重
規
範
で
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。製
品
が
デ
フ
ァ
ク
ト
基
準
と
な
る

た
め
に
は
、ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
に
お
い
て
ビ

ル
・
ゲ
イ
ツ
は
世
界
一
の「
I
B
M
」と
い

う
看
板
を
利
用
し
た
よ
う
に
、巧
妙
な
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、デ
ジ
ュ
ー
ル
基
準
に
お
い
て
は
、市

場
原
理
に
従
い
な
が
ら
国
際
的
な
政
治
、

経
済
の
場
で
優
位
を
勝
ち
取
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ecom
s

ブ
ラ
ン
ド
の
世
界
基
準
化
に

と
っ
て
、ま
ず
、製
品
に
お
け
る
性
能
や
精

度
な
ど
の
品
質
が
世
界
的
な
水
準
に
あ
る

か
は
、ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
の
言
葉
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が「
ど
の
よ
う
に
役
に
立

つ
か
」を
考
え
抜
い
た
か
で
あ
り
ま
す
。次

に
、デ
フ
ァ
ク
ト
基
準
、あ
る
い
は
、デ
ジ

ュ
ー
ル
基
準
と
な
り
得
る
か
否
か
は
、江

戸
時
代
中
期
の
画
家
・
伊
藤
若
冲
の
言
葉

「
千
載
具
眼
の
徒
を
竢
つ
」※
、す
な
わ
ち
、

先
見
の
照
準
を
何
処
に
見
極
め
る
か
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
!
ビ
ジ
ネ
ス
で
は

1
0
0
0
年
を
待
て
ま
せ
ん
。I
C
T
社
会

に
お
け
る
指
数
的
な
技
術
革
新
の
現
在
に

あ
っ
て
は
、5
年
先
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ecom
s

ブ
ラ
ン
ド
は
、Y 

テ
ー
ブ
ル
や

グ
リ
ッ
ド
シ
ェ
ル
フ
な
ど
、そ
し
て
、t2

に

よ
っ
て
、ア
ル
ミ
ラ
イ
フ
・
イ
ノ
ベ
タ
ー
で

常
に
あ
り
続
け
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

「
世
界
一
の
ア
ル
ミ
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
」に
お
け
る

ecom
s

ブ
ラ
ン
ド

Ｓ
Ｕ
Ｓ
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長 

石
田
保
夫

※自分の作品を評価してくれる人が現れるのを1000年待つとの意
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鶴見 府中
本町

北府
中
西国
分寺

新小
平
新秋
津
東所
沢
新座 北朝

霞
西浦
和
武蔵
浦和

南浦
和
東浦
和
東川
口

南越
谷
越谷
レイ
クタ
ウン

吉川 吉川
美南

新三
郷
三郷 南流

山
新松
戸
新八
柱

東松
戸
市川
大野

船橋
法典

西船
橋

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

西国分寺1 新小平2 新秋津3 新座5

西浦和6 南浦和7 吉川8 吉川美南9

新三郷10 三郷11 南流山12

東所沢4

新松戸13

東松戸14

市川大野15

Comfortable and safety station facilities by ecoms

武
蔵
野
線
待
合
室

東
京
の
外
周
、
鶴
見
〜
西
船

橋
（
旅
客
営
業
は
府
中
本
町
〜

西
船
橋
）
間
を
結
ぶ
J
R
東
日

本
の
鉄
道
路
線
・
武
蔵
野
線
。

こ
の
路
線
の
快
適
性
を
向
上
さ

せ
る
べ
く
2
0
1
4
年
に
進
め

ら
れ
た
ホ
ー
ム
待
合
室
の
建
設

の
う
ち
、
エ
コ
ム
ス
は
15
駅
の

待
合
室
建
設
を
担
当
し
ま
し

た
。
奥
行
き
の
異
な
る
3
タ
イ

プ
の
待
合
室
を
標
準
仕
様
と
し

て
準
備
し
（
奥
行
き
1
・
67
ｍ
、

2
・
15
ｍ
、
3
ｍ
の
3
タ
イ
プ
）、

そ
れ
ぞ
れ
の
駅
ホ
ー
ム
の
形
状

や
状
況
に
合
わ
せ
て
展
開
し
て

い
き
ま
し
た
。
駅
ご
と
に
異
な

る
色
彩
の
デ
ザ
イ
ン
フ
ィ
ル
ム

が
貼
ら
れ
た
待
合
室
、
武
蔵
野

線
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
と

好
評
で
す
。 2

プラットホーム上家、ホーム待合室などを、
エコムスはアルミの施工性の高さ、短工期にて、製作、設置しています。
駅を利用される皆さまが安全、快適であることを、そして、記憶に残ることを目指します。
また、映画の舞台となるような駅に！

安全、快適な駅を
エコムスで実現

の駅
Station facilities by
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Station facilities by

ベ
ビ
ー
休
憩
室
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
授

乳
や
お
む
つ
替
え
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
で

す
。
北
海
道
新
幹
線
の
開
業
を
見
据
え

て
設
置
検
討
を
進
め
て
い
た
J
R
東
日

本
か
ら
、
ユ
ニ
ッ
ト
化
の
相
談
を
受
け
た

こ
と
か
ら
開
発
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

主
に
女
性
が
使
う
施
設
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
曲
面
を
多
用
し
て
優
し
い
イ
メ
ー
ジ

を
醸
し
出
そ
う
と
、
折
し
も
開
発
を
進
め

て
い
た
厚
さ
60
㎜
の
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
に
天

然
木
を
貼
る
と
い
う
基
本
構
想
が
生
ま
れ

た
の
で
す
。

1 新白河駅（JR東日本／東北新幹線）

2 郡山駅（JR東日本／東北新幹線） 3 熊谷駅（JR東日本／北陸・上越新幹線）

4 本庄早稲田駅（JR東日本／北陸・上越新幹線） 5 長岡駅（JR東日本／上越新幹線）

6 上田駅（JR東日本／北陸新幹線） 7 佐久平駅（JR東日本／北陸新幹線）

　新白河駅ベビー休憩室
納期：2015年11月
サイズ：2,200×3,400×2,700mm
　郡山駅ベビー休憩室
納期：2015年11月
サイズ：2,200×3,400×2,700mm

　熊谷駅ベビー休憩室
納期：2015年12月
サイズ：2,200×3,400×2,700mm
　本庄早稲田駅ベビー休憩室
納期：2015年12月
サイズ：2,200×3,400×2,700mm

　長岡駅ベビー休憩室
納期：2016年2月
サイズ：2,200×3,400×2,770mm
　上田駅ベビー休憩室
納期：2015年12月
サイズ：2,200×3,400×2,700mm

　佐久平駅ベビー休憩室
納期：2015年12月
サイズ：1,870×3,400×2,700mm

掲載物件

ベビー休憩室
駅に曲線の優しさを

Nursery

1

2

3

4

5

6

7
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Station facilities by

3 伊勢川口駅（JR東海／名松線）

1 紀伊市木駅
（JR東海／紀勢本線）

2 下市田駅（JR東海／飯田線）

こ
こ
で
紹
介
す
る
駅
待
合
所
は
、
改
札

と
待
合
室
を
一
体
化
し
た
無
人
駅
の
た
め

の
施
設
で
す
。
旅
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等

を
目
的
と
し
て
旧
駅
舎
を
建
て
替
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
単
に
簡
素
化
す
る
の

で
は
な
く
、
安
全
で
快
適
な
施
設
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

外
か
ら
で
も
内
部
空
間
に
自
然
と
目
が
行

く
よ
う
に
ガ
ラ
ス
が
多
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
で
内
部
に
い
て
も

窮
屈
さ
を
感
じ
な
い
開
放
的
で
シ
ン
プ
ル

な
空
間
が
実
現
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ホ
ー
ム
上
家

は
、
工
事
の
際
に
電
車
や
電

気
を
止
め
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
夜
間
に
工
事
を
行

う
こ
と
が
多
く
、
工
期
面
で

も
工
費
面
で
も
課
題
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
ア
ル
ミ
製
回

転
式
上
家
は
、
工
場
で
製
作

し
た
屋
根
や
梁
を
現
場
で
柱

に
取
り
付
け
て
回
転
さ
せ
る

だ
け
で
す
の
で
、
工
期
の
短

縮
が
可
能
で
す
。
ま
た
。
部

材
が
軽
い
の
で
搬
入
や
施
工

に
大
型
重
機
を
使
用
し
な
く

て
も
済
み
ま
す
。

駅待合所
外からでも

内部に自然と目が行く
安全で開放的な駅待合所

Waiting room of station

ホーム上家
工期削減と安全性の向上を
アルミ製回転式ホーム上家で

Platform shed

［撮影］大沢誠一

小田栄駅（JR東日本／南武支線）
納期：2016年2月　［上り］柱間：5,000mm　サイズ：46,000×2,950×3,509mm（幅×奥行き×ホームからの最高高さ）
 ［下り］柱間：5,000mm（一部4,000mm、6,000mm）　サイズ：46,000×2,950×3,509mm（幅×奥行き×ホームからの最高高さ）

　紀伊市木駅待合所
納期：2016年2月
サイズ：4,000×2,000×2,795（最高高さ）mm

　下市田駅待合所
納期：2015年12月
サイズ：4,000×2,000×2,795（最高高さ）mm

　伊勢川口駅待合所
納期：2016年2月
サイズ：4,000×1,000×2,730（最高高さ）mm

掲載物件
1

2

3
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Station facilities by

掲載物件

エ
コ
ム
ス
が
提
案
す
る
ア
ル
ミ
と
ガ
ラ

ス
で
つ
く
ら
れ
る
空
間
は
、
駅
で
は
主
に

待
合
室
と
し
て
数
多
く
使
わ
れ
て
き
ま
し

た
（
2
0
1
6
年
3
月
ま
で
1
2
7
棟
）。

人
の
手
で
ホ
ー
ム
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
、

組
立
に
重
機
を
使
う
必
要
も
あ
り
ま
せ

ん
。
工
場
で
あ
ら
か
じ
め
製
作
し
た
部
材

を
現
場
で
は
組
み
立
て
る
だ
け
で
す
の

で
、
大
変
短
い
時
間
で
施
工
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
で
あ

る
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
多
く
の
施
工
実
績

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

喫煙ブース・待合室
人の手で運び組み立てる
アルミとガラスの空間

Smoking room / Waiting room

2
新白河駅（JR東日本／東北新幹線）
【喫煙ブース】

1 熊谷駅（JR東日本／北陸・上越新幹線）【喫煙ブース】5 石和温泉駅（下り線）（JR東日本／中央線）【待合室】

6 石和温泉駅（上り線）（JR東日本／中央線）【待合室】

4
酒折駅（JR東日本／中央線）
【待合室】

3 新大阪駅（JR西日本／東海道線）【待合室】

　熊谷駅喫煙所
納期：2015年12月
サイズ：2,150×5,000×2,560mm
　新白河駅喫煙所
納期：2015年11月
サイズ：2,150×5,000×2,560mm
　新大阪駅喫煙所
納期：2016年2月
サイズ：3,500×11,250×2,720mm
　酒折駅待合室
納期：2015年3月
サイズ：1,670×5,000×2,858mm
　石和温泉駅待合室（下り線）
納期：2014年2月
サイズ：1,670×5,000×2,858mm
　石和温泉駅待合室（上り線）
納期：2014年2月
サイズ：3,000×5,000×2,870mm

1

2

3

4

5

6
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Station facilities by

日
本
の
鉄
道
に
お
け
る

近
年
の
話
題

近
年
の
日
本
の
鉄
道
に
お
い
て
は
、
新

幹
線
の
延
伸
な
ど
に
伴
っ
て
新
し
く
生
れ

変
わ
る
都
市
の
中
央
駅
や
、
ブ
ル
ー
ト
レ

イ
ン
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
寝
台
列
車
に

代
わ
る
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
、
い
わ
ゆ
る

豪
華
寝
台
列
車
が
、
話
題
を
集
め
て
い

ま
す
。

都
市
の
中
央
駅
の
改
築
、
新
築
に
お

け
る
駅
の
乗
降
客
、
加
え
て
、
商
業
施

設
、
宿
泊
施
設
な
ど
の
複
合
化
に
よ
る

大
き
な
集
客
力
は
、
都
市
の
構
造
さ
え

変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
顕
著
な
例

と
し
て
、
古
く
は
97
年
の
京
都
駅
や
99

年
の
名
古
屋
駅
を
、
新
し
い
事
例
と
し

て
は
昨
年
3
月
14
日
に
開
業
し
た
北
陸

新
幹
線
の
金
沢
駅
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

一
方
、
豪
華
列
車
の
は
し
り
は
、
寝
台

列
車
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、1
9
8
1
年
に

開
通
し
た
石
勝
線
に
85
年
12
月
よ
り
運

行
を
開
始
し
た
「
ア
ル
フ
ァ
コ
ン
チ
ネ

ン
タ
ル
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」（
国
鉄
と
ス
キ

ー
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
と
の
共
同
開
発
、

ホ
テ
ル
の
列
車
借
切
り
）
と
い
え
ま
し

ょ
う
。
こ
の
流
れ
は
13
年
10
月
15
日
運

行
開
始
の
豪
華
寝
台
列
車
・
J
R
九
州

の
「
な
な
つ
星 

in 

九
州
」（
内
外
装
デ

ザ
イ
ン
は
水
戸
岡
鋭
治
）
に
引
継
が
れ

ま
し
た
。

世
界
一
美
し
い
駅
・

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
中
央
駅

一
方
、
海
外
に
目
を
向
け
る
と
、

1
8
2
5
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
っ
た
公

共
鉄
道
は
、
20
世
紀
前
半
に
花
開
き
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
ア
メ
リ
カ
で
鉄
道

の
開
業
が
相
次
ぎ
、
1
9
9
0
年
代
後
半

に
は
、
1
0
0
年
を
経
た
石
造
り
の
駅
舎

が
2
0
0
0
年
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
契
機
と

し
て
改
築
、
改
装
さ
れ
る
事
例
を
多
く
見

ま
し
た
。

例
え
ば
、
イ
エ
ロ
ー
キ
ャ
ブ
な
ど
自
動

車
に
埋
め
尽
く
さ
れ
、
地
上
に
線
路
の
な

い
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
に
も
、
1
8
7
1
年

に
開
業
し
た
グ
ラ
ン
ド
・
セ
ン
ト
ラ
ル
駅

（
現
在
の
建
物
は
1
9
1
3
年
に
改
築
）

が
あ
り
ま
す
。
地
下
2
層
に
44
の
ホ
ー
ム

と
67
の
線
路
を
持
つ
世
界
一
の
駅
舎
で

す
。
94
年
よ
り
大
規
模
な
改
装
が
始
ま

り
、
98
年
に
完
成
し
、
今
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
建
物
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
と
同
様
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

も
、
新
幹
線
の
延
伸
に
よ
る
駅
舎
の
改
築

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
代
表
例
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
の
が
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
中
央
駅

（
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
中
央
駅
、1
8
7
3

年
に
開
業
、
1
8
9
5
年
か
ら
1
9
0
5

年
に
建
て
替
え
、
1
階
は
商
業
、
業
務
、

2
階
に
在
来
線
6
本
の
ホ
ー
ム
が
あ
る
）

で
す
。
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
は
、
ベ
ル
ギ
ー

の
最
北
部
に
あ
る
大
き
な
港
町
で
あ
り
、

首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を
出
発
す
る
列
車

の
終
着
駅
で
し
た
。
そ
こ
に
、
高
速
列
車

タ
リ
ス
（
最
高
時
速
3
0
0
㎞
／
h
）
で

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
結

ぶ
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
た
め
、
ア
ン
ト
ワ

ー
プ
の
中
心
市
街
地
の
地
下
に
ト
ン
ネ
ル

を
掘
り
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
中
央
駅
の
地
下

に
も
ホ
ー
ム
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
大
規
模
な
改
良
工
事
は
、

1
9
9
8
年
に
着
工
し
、
1
9
0
5
年
の

重
厚
な
駅
舎
と
高
架
橋
、
す
な
わ
ち
、
地

上
部
は
保
存
し
た
ま
ま
、
地
下
7
m
に
地

上
2
階
と
同
様
な
在
来
線
、
地
下
14
m
に

タ
リ
ス
と
高
速
・
国
内
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ

の
ホ
ー
ム
を
新
設
し
、
07
年
に
完
成
し
ま

し
た
。

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
中
央
駅
は
、
ア
メ
リ
カ

の
旅
行
雑
誌
『Travel+Leisure

』
が

2
0
1
1
年
に
発
表
し
た
「
世
界
で
一
番

美
し
い
鉄
道
の
駅
」
で
1
位
（
金
沢
駅
は

6
位
）
に
輝
い
て
い
ま
す
。

走
る
貴
婦
人
・
オ
リ
エ
ン
ト
急
行

豪
華
寝
台
列
車
と
い
え
ば
、
オ
リ
エ

ン
ト
急
行
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
は
、

ベ
ニ
ス
・
シ
ン
プ
ロ
ン
・
オ
リ
エ
ン
ト
・

エ
キ
ス
プ
レ
ス
（
V
S
O
E
）
が
そ
の

名
前
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
オ
リ
エ
ン
ト
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
・
ホ

テ
ル
ズ
社
（
現
：
ベ
ル
モ
ン
ド
）
が
旧
車

両
を
買
い
集
め
、
1
9
8
2
年
に
運
行

を
始
め
た
も
の
で
す
。
オ
リ
エ
ン
ト
急

行
は
、
鉄
道
の
始
ま
り
よ
り
50
年
ほ
ど

後
の
1
8
8
3
年
に
、C

om
pagnie 

Internationale des w
agons-Lits

（
国
際
寝
台
車
会
社
）
が
パ
リ
と
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
と
の
間
に
列
車
を
運
行
さ
せ
た

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

バ
ル
カ
ン
半
島
を
結
ぶ
区
間
を
運
行
す
る

国
際
寝
台
車
会
社
の
列
車
群
の
総
称
（
経

路
は
問
わ
な
い
）
で
あ
り
、
第
2
次
世
界

大
戦
を
境
に
衰
退
し
、
1
9
7
7
年
に
廃

止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

初
期
の
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
は
、
寝
台
車

2
両
、
食
堂
車
、
荷
物
車
兼
乗
務
員
車
2

両
を
蒸
気
機
関
車
が
牽
引
す
る
編
成
で
し

た
。
1
9
2
0
、
3
0
年
代
の
車
両
に

は
、
チ
ー
ク
材
製
の
ボ
ギ
ー
車
（
車
両
に

対
し
て
水
平
方
向
に
回
転
可
能
な
2
軸
や

3
軸
の
台
車
を
2
つ
持
つ
）
を
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
初
め
て
本
格
的
に
採
用
し
て
い
ま

す
。
デ
ザ
イ
ン
は
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー
を

基
調
と
し
た
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
飾
り

窓
や
ガ
ラ
ス
製
品
は
ル
ネ
・
ラ
リ
ッ
ク
、

床
は
ト
ル
コ
絨
毯
、
キ
ャ
ビ
ン
、
食
堂
な

ど
の
内
装
は
マ
ホ
ガ
ニ
ー
や
絹
を
用
い

た
豪
奢
、
洗
練
を
極
め
た
も
の
で
し
た
。

食
事
は
元
よ
り
一
流
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
最

高
の
居
住
空
間
と
し
て
演
出
し
て
い
ま

し
た
。

91
年
7
月
下
旬
、
ベ
ニ
ス
（
ヴ
ェ
ネ
チ

ア
）
か
ら
パ
リ
ま
で
の
1
泊
2
日
の
行
程

で
、
筆
者
は
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
を
体
験
し

て
い
ま
す
。
ベ
ニ
ス
・
サ
ン
タ
ル
チ
ア
駅

で
乗
車
し
、
担
当
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
に
キ
ャ

ビ
ン
ま
で
案
内
さ
れ
、
旅
は
始
ま
り
ま
し

た
。
出
発
後
し
ば
ら
く
は
小
さ
な
扇
風
機

が
あ
る
ば
か
り
で
、
窓
も
10
㎝
し
か
開
か

な
い
キ
ャ
ビ
ン
の
暑
さ
に
悩
ま
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
（
標
高

5
7
4
m
）
へ
向
け
ア
ル
プ
ス
山
脈
に
差

し
掛
か
る
頃
に
は
、
太
陽
も
傾
き
、
標
高

が
上
が
る
に
従
い
、
車
窓
の
山
間
の
風
景

も
加
わ
り
、
爽
快
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

さ
て
、
夕
食
で
す
。
ド
レ
ス
コ
ー
ド
は
、

男
性
が
タ
キ
シ
ー
ド
、
女
性
が
イ
ブ
ニ
ン

グ
ド
レ
ス
な
ど
と
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
注
意
書
き
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
何
度
騙
さ
れ
た
こ
と
か
と
思
い
な
が

ら
、
麻
の
黒
の
ス
ー
ツ
、
ネ
ク
タ
イ
で
食

堂
車
へ
向
か
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
タ

キ
シ
ー
ド
、
イ
ブ
ニ
ン
グ
ド
レ
ス
の
老
夫

婦
が
座
り
、
カ
ク
テ
ル
を
傾
け
な
が
ら
、

あ
た
か
も
「
一
昔
前
、
オ
リ
エ
ン
ト
急
行

で
の
新
婚
旅
行
」
の
思
い
出
話
を
語
り
合

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
バ
ー
・
カ
ー
で
は

ピ
ア
ノ
演
奏
が
ワ
ル
ツ
を
奏
で
、「
走
る

貴
婦
人
」
の
面
目
躍
如
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
駅
や
列
車
が

活
性
化
さ
せ
る
都
市
と
地
域

「
日
本
の
始
発
駅
」
で
あ
る
東
京
駅
も
、

コ
ン
セ
プ
ト
「
東
京
駅
が
街
に
な
る
」
の

下
、「
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
」
の

名
で
駅
周
辺
整
備
が
進
め
ら
れ
、
12
年
10

月
に
「
丸
の
内
駅
舎
保
存
・
復
原
工
事
」

が
完
成
し
、
13
年
9
月
に
は
八
重
洲
口
の

大
屋
根
、
デ
ッ
キ
な
ど
「
グ
ラ
ン
ル
ー
フ
」

が
完
成
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
17
年
春
に

完
成
予
定
の
丸
の
内
駅
前
広
場
整
備
を
残

す
の
み
で
す
。
背
の
低
い
駅
舎
の
上
空
を

通
り
、
丸
の
内
、
皇
居
へ
、
そ
し
て
、
西

へ
と
、
東
京
湾
か
ら
の
海
風
が
爽
や
か
に

吹
き
込
む
こ
と
で
し
ょ
う
。

北
海
道
新
幹
線
が
3
月
26
日
に
開
通

し
た
北
海
道
で
は
、
木
古
内
駅
、
新
函

館
北
斗
駅
が
開
業
し
て
い
ま
す
。
03
年

に
J
R
タ
ワ
ー
を
開
業
し
た
札
幌
駅
に

は
、
す
で
に
北
海
道
新
幹
線
用
の
線
路

敷
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
新
函
館

北
斗
・
札
幌
間
も
5
年
前
倒
し
さ
れ
た

30
年
度
末
の
開
通
の
準
備
も
で
き
て
い

ま
す
。

一
方
、
豪
華
寝
台
列
車
で
す
が
、
J
R

九
州
の
「
な
な
つ
星 

in 

九
州
」
に
続
き
、

J
R
東
日
本
の
「TRAIN

 SU
ITE 

四
季

島
」、
J
R
西
日
本
の
「TW

ILIGH
T 

EX
PRESS 

瑞
風
」
が
17
年
春
に
運
行
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
う
ち
ど
の

列
車
が
オ
リ
エ
ン
ﾄ
急
行
の
よ
う
な
ス

テ
イ
タ
ス
を
獲
得
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

30
年
度
末
に
北
海
道
新
幹
線
が
札
幌

ま
で
延
伸
す
れ
ば
、
札
幌
・
東
京
間
は

約
5
時
間
と
な
り
ま
す
。
東
京
・
鹿
児

島
中
央
間
は
約
6
時
間
半
と
試
算
さ
れ

ま
す
か
ら
、
札
幌
・
鹿
児
島
間
が
約
11

時
間
半
で
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

東
京
発
の
豪
華
寝
台
新
幹
線
で
の
4
泊

5
日
の
旅
も
夢
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

世界一美しい駅・アントワープ中央駅と
走る貴婦人・オリエント急行

アントワープ中央駅（アントウェルペン中央駅）内観。1998年から大規模改修工事が行われ、地上部は保存したまま地下にホームが新設された。

アントワープ中央駅正面外観
（撮影：Paul Hermans）。
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Station facilities by

日
本
の
鉄
道
に
お
け
る

近
年
の
話
題

近
年
の
日
本
の
鉄
道
に
お
い
て
は
、
新

幹
線
の
延
伸
な
ど
に
伴
っ
て
新
し
く
生
れ

変
わ
る
都
市
の
中
央
駅
や
、
ブ
ル
ー
ト
レ

イ
ン
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
寝
台
列
車
に

代
わ
る
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
、
い
わ
ゆ
る

豪
華
寝
台
列
車
が
、
話
題
を
集
め
て
い

ま
す
。

都
市
の
中
央
駅
の
改
築
、
新
築
に
お

け
る
駅
の
乗
降
客
、
加
え
て
、
商
業
施

設
、
宿
泊
施
設
な
ど
の
複
合
化
に
よ
る

大
き
な
集
客
力
は
、
都
市
の
構
造
さ
え

変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
顕
著
な
例

と
し
て
、
古
く
は
97
年
の
京
都
駅
や
99

年
の
名
古
屋
駅
を
、
新
し
い
事
例
と
し

て
は
昨
年
3
月
14
日
に
開
業
し
た
北
陸

新
幹
線
の
金
沢
駅
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

一
方
、
豪
華
列
車
の
は
し
り
は
、
寝
台

列
車
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、1
9
8
1
年
に

開
通
し
た
石
勝
線
に
85
年
12
月
よ
り
運

行
を
開
始
し
た
「
ア
ル
フ
ァ
コ
ン
チ
ネ

ン
タ
ル
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」（
国
鉄
と
ス
キ

ー
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
と
の
共
同
開
発
、

ホ
テ
ル
の
列
車
借
切
り
）
と
い
え
ま
し

ょ
う
。
こ
の
流
れ
は
13
年
10
月
15
日
運

行
開
始
の
豪
華
寝
台
列
車
・
J
R
九
州

の
「
な
な
つ
星 

in 

九
州
」（
内
外
装
デ

ザ
イ
ン
は
水
戸
岡
鋭
治
）
に
引
継
が
れ

ま
し
た
。

世
界
一
美
し
い
駅
・

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
中
央
駅

一
方
、
海
外
に
目
を
向
け
る
と
、

1
8
2
5
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
っ
た
公

共
鉄
道
は
、
20
世
紀
前
半
に
花
開
き
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
ア
メ
リ
カ
で
鉄
道

の
開
業
が
相
次
ぎ
、
1
9
9
0
年
代
後
半

に
は
、
1
0
0
年
を
経
た
石
造
り
の
駅
舎

が
2
0
0
0
年
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
契
機
と

し
て
改
築
、
改
装
さ
れ
る
事
例
を
多
く
見

ま
し
た
。

例
え
ば
、
イ
エ
ロ
ー
キ
ャ
ブ
な
ど
自
動

車
に
埋
め
尽
く
さ
れ
、
地
上
に
線
路
の
な

い
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
に
も
、
1
8
7
1
年

に
開
業
し
た
グ
ラ
ン
ド
・
セ
ン
ト
ラ
ル
駅

（
現
在
の
建
物
は
1
9
1
3
年
に
改
築
）

が
あ
り
ま
す
。
地
下
2
層
に
44
の
ホ
ー
ム

と
67
の
線
路
を
持
つ
世
界
一
の
駅
舎
で

す
。
94
年
よ
り
大
規
模
な
改
装
が
始
ま

り
、
98
年
に
完
成
し
、
今
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
建
物
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
と
同
様
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

も
、
新
幹
線
の
延
伸
に
よ
る
駅
舎
の
改
築

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
代
表
例
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
の
が
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
中
央
駅

（
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
中
央
駅
、1
8
7
3

年
に
開
業
、
1
8
9
5
年
か
ら
1
9
0
5

年
に
建
て
替
え
、
1
階
は
商
業
、
業
務
、

2
階
に
在
来
線
6
本
の
ホ
ー
ム
が
あ
る
）

で
す
。
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
は
、
ベ
ル
ギ
ー

の
最
北
部
に
あ
る
大
き
な
港
町
で
あ
り
、

首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を
出
発
す
る
列
車

の
終
着
駅
で
し
た
。
そ
こ
に
、
高
速
列
車

タ
リ
ス
（
最
高
時
速
3
0
0
㎞
／
h
）
で

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
結

ぶ
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
た
め
、
ア
ン
ト
ワ

ー
プ
の
中
心
市
街
地
の
地
下
に
ト
ン
ネ
ル

を
掘
り
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
中
央
駅
の
地
下

に
も
ホ
ー
ム
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
大
規
模
な
改
良
工
事
は
、

1
9
9
8
年
に
着
工
し
、
1
9
0
5
年
の

重
厚
な
駅
舎
と
高
架
橋
、
す
な
わ
ち
、
地

上
部
は
保
存
し
た
ま
ま
、
地
下
7
m
に
地

上
2
階
と
同
様
な
在
来
線
、
地
下
14
m
に

タ
リ
ス
と
高
速
・
国
内
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ

の
ホ
ー
ム
を
新
設
し
、
07
年
に
完
成
し
ま

し
た
。

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
中
央
駅
は
、
ア
メ
リ
カ

の
旅
行
雑
誌
『Travel+Leisure

』
が

2
0
1
1
年
に
発
表
し
た
「
世
界
で
一
番

美
し
い
鉄
道
の
駅
」
で
1
位
（
金
沢
駅
は

6
位
）
に
輝
い
て
い
ま
す
。

走
る
貴
婦
人
・
オ
リ
エ
ン
ト
急
行

豪
華
寝
台
列
車
と
い
え
ば
、
オ
リ
エ

ン
ト
急
行
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
は
、

ベ
ニ
ス
・
シ
ン
プ
ロ
ン
・
オ
リ
エ
ン
ト
・

エ
キ
ス
プ
レ
ス
（
V
S
O
E
）
が
そ
の

名
前
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
オ
リ
エ
ン
ト
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
・
ホ

テ
ル
ズ
社
（
現
：
ベ
ル
モ
ン
ド
）
が
旧
車

両
を
買
い
集
め
、
1
9
8
2
年
に
運
行

を
始
め
た
も
の
で
す
。
オ
リ
エ
ン
ト
急

行
は
、
鉄
道
の
始
ま
り
よ
り
50
年
ほ
ど

後
の
1
8
8
3
年
に
、C

om
pagnie 
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（
国
際
寝
台
車
会
社
）
が
パ
リ
と
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
と
の
間
に
列
車
を
運
行
さ
せ
た

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

バ
ル
カ
ン
半
島
を
結
ぶ
区
間
を
運
行
す
る

国
際
寝
台
車
会
社
の
列
車
群
の
総
称
（
経

路
は
問
わ
な
い
）
で
あ
り
、
第
2
次
世
界

大
戦
を
境
に
衰
退
し
、
1
9
7
7
年
に
廃

止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

初
期
の
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
は
、
寝
台
車

2
両
、
食
堂
車
、
荷
物
車
兼
乗
務
員
車
2

両
を
蒸
気
機
関
車
が
牽
引
す
る
編
成
で
し

た
。
1
9
2
0
、
3
0
年
代
の
車
両
に

は
、
チ
ー
ク
材
製
の
ボ
ギ
ー
車
（
車
両
に

対
し
て
水
平
方
向
に
回
転
可
能
な
2
軸
や

3
軸
の
台
車
を
2
つ
持
つ
）
を
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
初
め
て
本
格
的
に
採
用
し
て
い
ま

す
。
デ
ザ
イ
ン
は
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー
を

基
調
と
し
た
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
飾
り

窓
や
ガ
ラ
ス
製
品
は
ル
ネ
・
ラ
リ
ッ
ク
、

床
は
ト
ル
コ
絨
毯
、
キ
ャ
ビ
ン
、
食
堂
な

ど
の
内
装
は
マ
ホ
ガ
ニ
ー
や
絹
を
用
い

た
豪
奢
、
洗
練
を
極
め
た
も
の
で
し
た
。

食
事
は
元
よ
り
一
流
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
最

高
の
居
住
空
間
と
し
て
演
出
し
て
い
ま

し
た
。

91
年
7
月
下
旬
、
ベ
ニ
ス
（
ヴ
ェ
ネ
チ

ア
）
か
ら
パ
リ
ま
で
の
1
泊
2
日
の
行
程

で
、
筆
者
は
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
を
体
験
し

て
い
ま
す
。
ベ
ニ
ス
・
サ
ン
タ
ル
チ
ア
駅

で
乗
車
し
、
担
当
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
に
キ
ャ

ビ
ン
ま
で
案
内
さ
れ
、
旅
は
始
ま
り
ま
し

た
。
出
発
後
し
ば
ら
く
は
小
さ
な
扇
風
機

が
あ
る
ば
か
り
で
、
窓
も
10
㎝
し
か
開
か

な
い
キ
ャ
ビ
ン
の
暑
さ
に
悩
ま
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
（
標
高

5
7
4
m
）
へ
向
け
ア
ル
プ
ス
山
脈
に
差

し
掛
か
る
頃
に
は
、
太
陽
も
傾
き
、
標
高

が
上
が
る
に
従
い
、
車
窓
の
山
間
の
風
景

も
加
わ
り
、
爽
快
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

さ
て
、
夕
食
で
す
。
ド
レ
ス
コ
ー
ド
は
、

男
性
が
タ
キ
シ
ー
ド
、
女
性
が
イ
ブ
ニ
ン

グ
ド
レ
ス
な
ど
と
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
注
意
書
き
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
何
度
騙
さ
れ
た
こ
と
か
と
思
い
な
が

ら
、
麻
の
黒
の
ス
ー
ツ
、
ネ
ク
タ
イ
で
食

堂
車
へ
向
か
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
タ

キ
シ
ー
ド
、
イ
ブ
ニ
ン
グ
ド
レ
ス
の
老
夫

婦
が
座
り
、
カ
ク
テ
ル
を
傾
け
な
が
ら
、

あ
た
か
も
「
一
昔
前
、
オ
リ
エ
ン
ト
急
行

で
の
新
婚
旅
行
」
の
思
い
出
話
を
語
り
合

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
バ
ー
・
カ
ー
で
は

ピ
ア
ノ
演
奏
が
ワ
ル
ツ
を
奏
で
、「
走
る

貴
婦
人
」
の
面
目
躍
如
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
駅
や
列
車
が

活
性
化
さ
せ
る
都
市
と
地
域

「
日
本
の
始
発
駅
」
で
あ
る
東
京
駅
も
、

コ
ン
セ
プ
ト
「
東
京
駅
が
街
に
な
る
」
の

下
、「
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
」
の

名
で
駅
周
辺
整
備
が
進
め
ら
れ
、
12
年
10

月
に
「
丸
の
内
駅
舎
保
存
・
復
原
工
事
」

が
完
成
し
、
13
年
9
月
に
は
八
重
洲
口
の

大
屋
根
、
デ
ッ
キ
な
ど
「
グ
ラ
ン
ル
ー
フ
」

が
完
成
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
17
年
春
に

完
成
予
定
の
丸
の
内
駅
前
広
場
整
備
を
残

す
の
み
で
す
。
背
の
低
い
駅
舎
の
上
空
を

通
り
、
丸
の
内
、
皇
居
へ
、
そ
し
て
、
西

へ
と
、
東
京
湾
か
ら
の
海
風
が
爽
や
か
に

吹
き
込
む
こ
と
で
し
ょ
う
。

北
海
道
新
幹
線
が
3
月
26
日
に
開
通

し
た
北
海
道
で
は
、
木
古
内
駅
、
新
函

館
北
斗
駅
が
開
業
し
て
い
ま
す
。
03
年

に
J
R
タ
ワ
ー
を
開
業
し
た
札
幌
駅
に

は
、
す
で
に
北
海
道
新
幹
線
用
の
線
路

敷
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
新
函
館

北
斗
・
札
幌
間
も
5
年
前
倒
し
さ
れ
た

30
年
度
末
の
開
通
の
準
備
も
で
き
て
い

ま
す
。

一
方
、
豪
華
寝
台
列
車
で
す
が
、
J
R

九
州
の
「
な
な
つ
星 

in 

九
州
」
に
続
き
、

J
R
東
日
本
の
「TRAIN

 SU
ITE 

四
季

島
」、
J
R
西
日
本
の
「TW

ILIGH
T 

EX
PRESS 

瑞
風
」
が
17
年
春
に
運
行
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
う
ち
ど
の

列
車
が
オ
リ
エ
ン
ﾄ
急
行
の
よ
う
な
ス

テ
イ
タ
ス
を
獲
得
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

30
年
度
末
に
北
海
道
新
幹
線
が
札
幌

ま
で
延
伸
す
れ
ば
、
札
幌
・
東
京
間
は

約
5
時
間
と
な
り
ま
す
。
東
京
・
鹿
児

島
中
央
間
は
約
6
時
間
半
と
試
算
さ
れ

ま
す
か
ら
、
札
幌
・
鹿
児
島
間
が
約
11

時
間
半
で
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

東
京
発
の
豪
華
寝
台
新
幹
線
で
の
4
泊

5
日
の
旅
も
夢
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

金沢駅東口の「もてなしドーム」。アルミ合金製トラス構造の屋根が大空間を覆う。

オリエント急行。側面に「VENICE SIMPLON-ORIENT-EXPRESS」の文字が見える。

オリエント急行のバー・カー内部。

日本初のクルーズトレイン「ななつ星 in 九州」。
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室
外
の
間
に
断
熱
材
と
い
う
川
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
熱
が
行
き
来
で
き
る
橋
が
あ
る
と

断
熱
効
果
は
著
し
く
低
下
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
橋
の
幅
が
広
く
、
一
度
に
た
く
さ

ん
の
人
が
通
行
で
き
る
こ
と
が
熱
が
伝
わ
り

や
す
い
状
態
で
あ
り
、
橋
の
幅
、
す
な
わ
ち

熱
の
伝
わ
り
や
す
さ
を
熱
伝
導
率
と
い
う
の

で
す
。
ア
ル
ミ
な
ど
の
金
属
は
、
木
や
コ
ン

ク
リ
ー
ト
、
樹
脂
に
比
べ
熱
伝
導
率
が
高

い
た
め
、
熱
橋
の
対
策
を
施
し
て
い
な
い

と
外
気
温
が
容
易
に
内
部
に
伝
わ
り
、
夏

は
冷
房
が
、
冬
は
暖
房
が
な
か
な
か
効
か

な
い
建
物
が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。

何
が
熱
橋
に
な
り
や
す
い
か

熱
橋
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
何
が
熱
橋
に

な
り
や
す
い
か
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

構
造
体
で
あ
る
柱
や

梁
は
熱
橋
に
な
り
や

す
い
の
で
す
が
、
構

造
体
そ
の
も
の
を
断

熱
し
て
熱
橋
と
し
な

い
こ
と
は
比
較
的
容

易
で
す
。
問
題
は
構

造
体
以
外
の
熱
橋
で

す
。
サ
ッ
シ
や
外
壁

を
取
り
付
け
る
胴

縁
、
外
装
材
を
留
め

る
ビ
ス
、
構
造
体
に

接
す
る
間
仕
切
り
の

軽
鉄
ス
タ
ッ
ド
な
ど

が
熱
橋
に
な
り
や
す

く
、
注
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

壁
や
屋
根
以
外
も
外
気
と
接
し
て
い
る

屋
根
や
外
壁
な
ど
外
気
と
接
す
る
部
分

に
熱
橋
が
で
き
や
す
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
上
下
階
で
室
内
と
室
外
の
区
分

が
ず
れ
る
部
分
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
す
な
わ
ち
、
キ
ャ

ン
テ
ィ
レ
バ
ー
で
張
り
出
し
た
居
室
の
下

側
や
、
1
階
が
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て

い
る
部
分
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

ま
た
、
屋
根
の
な
い
部
分
、
つ
ま
り
ベ
ラ

ン
ダ
な
ど
も
熱
橋
対
策
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

熱
橋
と
セ
ッ
ト
と
し
て
考
え
る
べ
き

気
密
性
の
確
保

熱
橋
対
策
を
す
る
目
的
の
1
つ
に
結

露
の
防
止
も
あ
り
ま
す
。
結
露
は
、
カ

ビ
や
ダ
ニ
の
発
生
の
原
因
と
な
る
ほ
か

構
造
体
の
劣
化
を
早
め
ま
す
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
熱
橋
対
策

と
湿
度
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
つ
ま
り
気
密

性
の
確
保
は
セ
ッ
ト
で
考
え
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
同
じ
断
熱
材
で
も
調
湿

機
能
を
持
つ
ゾ
ノ
ト
ラ
イ
ト
系
ケ
イ
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
板
の
使
用
や
、
チ
ャ
ン
ネ

ル
材
や
鉄
骨
胴
縁
に
可
変
透
湿
機
密
シ

ー
ト
を
貼
る
な
ど
の
処
置
も
有
効
で
す
。

高
い
熱
伝
導
率
は

メ
リ
ッ
ト
か
デ
メ
リ
ッ
ト
か

エ
コ
ム
ス
は
、
2
0
0
4
年
か
ら
06
年
ま

で
3
年
連
続
し
て
海
の
家
を
手
掛
け
ま
し

た
。
一
般
的
に
は
木
造
の
海
の
家
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
ア
ル
ミ
で
つ
く

っ
た
の
で
す
。
従
来
の
海
の
家
と
は
異
な

り
、
清
潔
で
明
る
い
外
観
は
大
き
な
話
題

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
驚
い
た

の
が
、
熱
の
問
題
で
す
。
夏
の
炎
天
下
に

置
か
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
さ
ぞ
や
金
属

が
熱
く
な
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
フ
ラ
イ
パ
ン

の
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ

れ
た
の
で
す
が
、
あ
に
は
か
ら
ん
や
ア
ル

ミ
は
ま
っ
た
く
熱
く
な
り
ま
せ
ん
。
熱
伝

導
率
が
高
い
た
め
、
温
度
が
高
く
な
る
前

に
熱
が
逃
げ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

「
海
辺
で
も
錆
び
な
い
」
を
う
た
い
文
句

に
建
設
を
進
め
、
そ
の
こ
と
を
実
証
で
き

た
ア
ル
ミ
の
海
の
家
で
す
が
、
熱
に
関
す

る
思
い
が
け
な
い
収
穫
も
あ
っ
た
の
で

す
。
ア
ル
ミ
は
熱
伝
導
率
が
高
い
の
で
、

熱
橋
（
ヒ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
）
が
で
き
な
い

よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
よ
く

い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
特
性
を
デ
メ
リ

ッ
ト
と
せ
ず
に
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
利
用
す

る
道
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ

ら
れ
る
事
例
で
し
た
。

そ
の
名
の
通
り
熱
が
通
る
橋

ア
ル
ミ
建
築
で
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
わ
れ
る
熱
橋
と
は
、
文
字
通
り

「
熱
が
伝
わ
る
橋
」
の
こ
と
で
す
。
室
内
と

ecoms 45 17ecoms 4518

弊誌ecomsでは、これまでに2回「アルミを知る」と題してアルミの特性をお伝えしましたが、それはあくまでも金属とし
てのアルミに関するものでした。ここでは、金属としてのアルミではなく、建築をつくる立場から見たアルミの熱の伝導

についてお伝えします。

熱の伝導

A l u m i n i u m  f o r  B u i l d i n g  m a t e r i a l特集

土間床
床下

ベランダ
外壁

軒下

屋根

居室

居室

居室

外部

軒下

外壁

屋根
棟換気

屋根や外壁のみならず、軒下、床下、ベランダも外気に接するので断熱に
気をつける必要がある。

スタッド

グラスウール
気密シート
石膏ボード
仕上げ材

ヒートブリッジとなる
アルミチャンネル材は

断熱材を介して内外壁に取り付ける
ヒートブリッジとなる

アルミ構造材  断熱材で覆う

内壁面

外壁面

外壁仕上げ材
通気層
透湿防水シート

■住宅において外気に接する部分

■アルミ軸組造で熱橋をつくらないために

アルミ構造材の室内側を断熱するとともに、外壁を取り付けるアルミチャ
ンネル材やスタッドなどが熱橋とならないよう注意する必要がある。

アルミの海の家Ⅰ（2004年）アルミの海の家Ⅱ（2005年）



■屋根概念図
樹脂断熱材  ポリアミド アルミ製屋根パネル

ポリカーボネート

集熱パイプ

通水パイプ

FRPグレーチング

アルミサッシ

アルミフレーム

フレキシブルボード

断熱パネル74t

アルミサイディング

フレキシブルボード

ガルバリウム鋼板立て
ハゼ葺

断熱パネル74t

ecoms 45 19ecoms 4520

「箱の家-83 N邸」のダブルスキン

静
岡
M
邸
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す

く
、
耐
候
性
、
耐
食
性
に
優
れ
た
ア
ル

ミ
の
特
性
を
生
か
す
た
め
に
、
ア
ル
ミ

に
断
熱
材
を
直
接
吹
き
付
け
る
こ
と
や
、

断
熱
材
を
接
着
す
る
よ
う
な
処
理
を
し

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
次
の
よ
う
な

方
法
で
遮
熱
、
断
熱
を
施
し
て
い
ま
す
。

「静岡M邸」の
遮熱

ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
か
ら
な
る
構
造
体
と
屋
根
・
外
壁
と

が
断
熱
材
を
挟
む
、
ダ
ブ
ル
ス
キ
ン
の
構
成
に
な
っ
て
い

ま
す
。
断
熱
材
は
合
板

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
パ
ネ
ル
。

遮
音
性
能
を
確
保
す
る

た
め
に
、
あ
る
程
度
の

重
量
を
持
つ
こ
の
断
熱

材
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

屋
根
は
ガ
ル
バ
リ
ウ
ム

鋼
板
、
外
壁
は
ア
ル
ミ

サ
イ
デ
ィ
ン
グ
張
り
で
、

い
ず
れ
も
断
熱
材
と
の

間
に
空
気
層
が
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
。

寝室の仕上げ

ルフトハンザ新本社屋　平面 ©ingenhoven architects

撮影：新建築社写真部

リビング・予備室の仕上げ キッチン・玄関の仕上げ

■Mルーバー

104.5

20

① ルーバー
建物に日光が直接当たるのを避
けるため、外壁の外側には固定
ルーバーを、中庭上部には電動
の可動ルーバーを設けています。

② 屋根パネル
屋根パネルは3層構造となって
います。外断熱はせず、1層目を
ポリカーボネート板として、1層
目と2層目の間にできる空気層
に断熱の役割をもたせています。
2層目と3層目のアルミパネルの
結合部分には樹脂断熱材（ポリ
アミド）を挟み、ヒートブリッジが
できないよう遮断しました。

③ 壁パネル
耐候性・耐食性の高さを最大限
引き出すために、外気に接しない
キッチンや玄関の側壁はアルミ
パネルをそのまま現しています。
ただし、外壁に面する壁の内側に
断熱塗料を塗布しました。なお、
寝室だけは内断熱です。アルミパ
ネルとプラスタボードで断熱材
を挟み、ガラスクロスを張った後、
AEP塗装を施しています。

コ
ン
セ
プ
ト
は
環
境
と
の
調
和

イ
ン
ゲ
ン
ホ
ー
フ
ェ
ン
の
設
計
に
よ
る

1 Bligh Street

と
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
新
本

社
屋
、
前
者
は
高
層
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、

後
者
は
低
層
の
オ
フ
ィ
ス
で
す
が
、
そ
こ

に
は
共
通
の
設
計
思
想
を
見
て
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
後
者
の
平
面
計
画
の
特
徴

は
、
ほ
ぼ
同
面
積
の
オ
フ
ィ
ス
と
ウ
イ
ン

タ
ー
ガ
ー
デ
ン
が
交
互
に
並
ぶ
構
成
で

す
。
こ
の
た
め
、
オ
フ
ィ
ス
の
開
口
部
の

ほ
と
ん
ど
は
直
接
外
部
に
面
す
る
こ
と
な

く
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
と
い
う
バ
ッ

フ
ァ
ー
空
間
を
介
し
て
外
部
に
接
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
日
射
や
雨
、
風
、
音
と

い
っ
た
自
然
条
件
は
ウ
イ
ン
タ
ー
ガ
ー
デ

ン
で
一
旦
緩
和
さ
れ
て
か
ら
オ
フ
ィ
ス
内

に
取
り
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
開
口

部
の
設
計
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
バ
ッ

フ
ァ
ー
空
間
に
面
し
た
開
口
部
は
、
直
接

外
部
に
面
す
る
開
口
部
に
比
べ
、
比
較
的

簡
便
な
仕
様
で
構
成

す
る
こ
と
が
で
き
、

こ
こ
で
は
木
製
建
具

や
ガ
ラ
ス
ジ
ャ
ロ
ジ

ー
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

バ
ッ
フ
ァ
ー
機
能
を

ビ
ル
の
フ
ァ
サ
ー
ド
に

1 B
ligh

 Street

で
は
、
こ
の
ウ
イ
ン

タ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
機

能
を
ダ
ブ
ル
ス
キ
ン

に
持
た
せ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
サ
ー
ド
に
は
、

日
射
や
雨
、
風
、
音

と
い
っ
た
外
的
要
因

か
ら
建
物
内
部
を
守

る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
自
然
光
や

外
気
を
取
り
入
れ
る

な
ど
、
自
然
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最

大
限
活
か
す
役
割
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ル

フ
ト
ハ
ン
ザ
新
本
社
屋
の
ウ
イ
ン
タ
ー
ガ

ー
デ
ン
の
よ
う
な
広
い
バ
ッ
フ
ァ
ー
空
間

が
設
け
ら
れ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
商
業

ビ
ル
で
は
、
貸
室
面
積
等
の
理
由
に
よ

り
、
そ
う
も
い
き
ま
せ
ん
。
バ
ッ
フ
ァ
ー

機
能
を
持
つ
ダ
ブ
ル
ス
キ
ン
を
成
立
さ
せ

る
に
は
、
シ
ョ
ー
ト
サ
ー
キ
ッ
ト
を
さ
せ

な
い
よ
う
な
給
排
気
口
の
形
状
や
日
射
熱

の
排
熱
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
が
あ
り
ま

す
。
ア
ル
ミ
は
複
雑
な
形
状
を
具
現
化
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
検
証

を
行
い
、
形
状
を
決
定
す
る
な
か
で
、
機

能
を
満
た
し
複
雑
か
つ
精
度
の
高
い
形
状

を
生
み
出
せ
る
ア
ル
ミ
が
、
素
材
と
し
て

も
っ
と
も
適
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

Arupがアルミの特性を最大限生かして環境性能の向上に取り組んだ3つの事例を、
ファサードエンジニアの三澤温氏に紹介していただきました。

バ
ッ
フ
ァ
ー
空
間
と
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル 

【
1 B

ligh S
treet

】

所在地　オーストラリア・シドニー
設計／ingenhoven architects + architectus 
竣工／2011年

設計／難波和彦+界工作舎
　所在地／愛知県岩倉市

 　竣工／2004年1月

所在地／静岡市清水区
 竣工／2005年9月

シミュレーションの結果を具現化する
素材としてのアルミ

Arupが取り組んだ3つの事例から
オーヴ・アラップ・アンド・パートナーズ・ジャパン・リミテッド　三澤 温 氏

アルミ建築が取り組んだ「熱の伝導」への対応

1 Bligh Streetのダブルスキンカーテンウォールの概念図



荷重受材

断熱樹脂

ecoms 45 21ecoms 4522

新
千
歳
空
港
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
の
フ
ァ
サ
ー
ド
は
、5
度
前
傾
し
た

平
行
四
辺
形
の
ユ
ニ
ッ
ト
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ

ー
ル
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
寒
冷
地
で

す
の
で
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ヒ
ー
ト
ブ
リ

ッ
ジ
を
抑
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、ユ
ニ
ッ
ト
化
と
ヒ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
を

抑
え
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
矛
盾
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
室
内
へ
雨
水
が
侵
入
し

な
い
よ
う
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
内
部
の
圧

力
を
外
気
圧
と
等
圧
に
す
る
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
ユ
ニ
ッ
ト
内
に
冷
た
い
外

気
を
取
り
入
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

断
熱
サ
ッ
シ
を
利
用
す
る

こ
こ
で
は
、ユ
ニ
ッ
ト
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー

ル
で
あ
り
な
が
ら
、ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
を
外
側

と
内
側
の
2
つ
に
分
け
、
サ
ッ
シ
に
断
熱

樹
脂
を
挿
入
し
て
い
ま
す
。
断
熱
樹
脂
は
、

複
層
ガ
ラ
ス
の
空
気
層
の
位
置
と
合
わ
せ
、

外
装
の
断
熱
ラ
イ
ン
が
直
線
に
な
る
よ
う

配
置
す
る
の
が
望
ま
し
く
、こ
こ
で
も
断

熱
ラ
イ
ン
を
極
力
揃
え
て
い
ま
す
。
ア
ル

ミ
型
材
に
あ
ら
か
じ
め
断
熱
樹
脂
用
の
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
、
そ
こ
に
樹
脂
を
流
し
込

ん
で
い
ま
す
。

ガ
ラ
ス
の
重
量
を
支
え
る

断
熱
サ
ッ
シ
は
内
外
の
ア
ル
ミ
型
材
の

縁
を
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヒ
ー
ト
ブ
リ

ッ
ジ
を
解
消
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
断
熱
ラ
イ
ン

を
複
層
ガ
ラ
ス
の
空

気
層
の
位
置
に
合
わ

せ
る
と
、
ガ
ラ
ス
の

重
量
を
樹
脂
部
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
ガ
ラ

ス
の
自
重
は
、
室
内

側
、
つ
ま
り
躯
体
側

の
ア
ル
ミ
型
材
に
流

れ
る
よ
う
に
、
荷
重

受
け
材
を
設
け
ま
し

た
。
樹
脂
部
が
ガ
ラ
ス
の
自
重
を
負
担
し

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

設
計
思
想
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
ア
ル
ミ

ヒ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
抑
制
、
サ
ッ
シ
内

部
の
等
圧
化
、
荷
重
受
け
、
こ
れ
ら
複
雑

な
課
題
を
解
決
で
き
た
鍵
は
ア
ル
ミ
に
あ

り
ま
す
。
ア
ル
ミ
は
加
工
精
度
が
高
く
、

設
計
の
意
図
を
忠
実
に
反
映
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
樹
脂
を
意
図
し
た
位
置
に
流

し
た
り
、
荷
重
を
意
図
し
た
通
り
の
位
置

で
受
け
る
な
ど
、
ア
ル
ミ
で
な
け
れ
ば
な

か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
と
っ
て
自
然
換
気

は
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
高
断
熱
高
気

密
は
確
か
に
重
要
で
す
が
、
む
や
み
に

高
断
熱
化
し
て
し
ま
う
と
、
内
部
発
熱

が
高
い
建
物
で
は
室
温
が
上
が
り
年
間

冷
房
と
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
建
物

に
は
自
然
換
気
が
有
効
で
す
。
安
全
上

の
理
由
な
ど
に
よ
り
窓
を
開
け
る
こ
と

が
難
し
い
場
合
、
窓
は
開
か
な
い
け
れ

ど
効
率
よ
く
自
然
換
気
を
行
う
仕
組
み

を
ど
う
設
計
す
る
か
が
重
要
で
す
。
こ

れ
ま
で
も
自
然
換
気
に
対
す
る
試
み
は

あ
り
ま
し
た
が
、
換
気
回
数
や
換
気
量
、

空
調
負
荷
等
の
解
析
検
討
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
事
前
に
自
然
換
気
の
効
果

を
検
証
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

事
前
解
析
に
よ
り
効
果
の
あ
る

自
然
換
気
が
可
能
に

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
南
館
タ
ワ
ー

A
で
も
自
然
換
気
を
最
大
限
行
お
う
と
、

卓
越
風
に
配
慮
し
た
自
然
換
気
口
を
設

け
て
い
ま
す
。
最
大
限
外
気
を
取
り
入

れ
な
が
ら
効
率
よ
く
室
奥
ま
で
換
気
で

き
る
よ
う
に
、
自
然
換
気
口
（
キ
ャ
ス

ト
の
絞
り
）
の
形
状
を
決
め
て
い
ま
す
。

こ
の
形
状
は
、
解
析
の
み
な
ら
ず
、
風

洞
設
備
を
用
い
た
実
験
も
行
い
、
検
証

を
繰
り
返
し
た
結
果
、
導
き
出
さ
れ
た

も
の
で
す
。
ウ
イ
ン
ド
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

と
呼
ば
れ
る
ア
ル
ミ
キ
ャ
ス
ト
で
つ
く

ら
れ
た
自
然
換
気
口
は
、
フ
ァ
サ
ー
ド

デ
ザ
イ
ン
の
上
で
も
重
要
な
要
素
と
な

っ
て
い
ま
す
。

事
前
の
解
析
結
果
を
反
映
で
き
る

素
材
と
し
て
の
ア
ル
ミ

ア
ル
ミ
は
外
装
材
と
し
て
多
く
の
実
績

が
あ
り
、
そ
の
加
工
性
か
ら
期
待
通
り
の

形
状
が
得
ら
れ
る
素
材
で
す
。
ア
ル
ミ
キ

ャ
ス
ト
の
場
合
、
い
っ
た
ん
型
を
つ
く
れ

ば
量
産
で
き
ま
す
。
今
回
の
よ
う
な
形
状

の
ス
タ
デ
ィ
に
お
い
て
は
、
自
然
換
気
に

最
適
な
形
状
で
あ
っ
て
も
、
風
切
り
音
等

の
別
の
問
題
が
発
生
す
る
よ
う
で
は
い
け

ま
せ
ん
。
実
験
を
繰
り
返
し
な
が
ら
原
因

を
究
明
し
そ
の
部
分
を
改
良
し
ま
す
。
実

験
に
加
え
て
解
析
技
術
が
進
歩
し
た
こ
と

も
、
高
機
能
化
す
る
形
状
を
具
現
化
で
き

る
ア
ル
ミ
の
価
値
を
再
考
す
る
背
景
に
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

除湿型天井放射冷（暖）房システム
アルミの熱伝導率の高さと押出精度を生かす

ア
ル
ミ
の
熱
伝
導
率
は

断
熱
材
の
1
万
倍

室
内
に
お
け
る
人
の
快
適
性
を
考
え

る
上
で
重
要
な
の
は
、
建
材
の
熱
伝
導

率
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
で
す
。
特

に
ア
ル
ミ
の
熱
伝
導
率
は
文
字
通
り
〞桁

違
い
〞に
高
い
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
表
1
を
見
て
い
た
だ

け
れ
ば
一
目
瞭
然
で
す
が
、
断
熱
材
、
木

材
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
鉄
、
ア
ル
ミ
と
桁

が
1
つ
ず
つ
違
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
一

般
的
な
断
熱
材
で
あ
る
硬
質
ウ
レ
タ
ン
フ

ォ
ー
ム
の
1
0
0
0
0
倍
も
ア
ル
ミ
は
熱

を
通
し
や
す
い
の
で
す
。
ま
ず
は
、
こ
の

違
い
を
き
ち
ん
と
認
識
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

快
適
さ
は
気
温
だ
け
で

決
ま
る
わ
け
で
は
な
い

も
う
1
つ
重
要
な
点
は
、
気
温
だ
け
が

人
の
快
適
性
を
決
定
す
る
わ
け
で
は
な
い

と
い
う
点
で
す
。
快
適
性
は
以
下
の
要
素

で
決
ま
り
ま
す
。
1
つ
目
が
室
内
の
気

温
。
こ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
に
間
違
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。
2
つ
目
は
湿
度
で
す
。

湿
度
が
相
当
に
低
い
と
気
温

が
高
く
て
も
寒
く
感
じ
ま
す
。

3
つ
目
は
気
流
。
人
は
1
m
／

秒
の
風
で
0
・
6
℃
〜
1
℃
近

く
温
度
が
下
が
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
4
つ
目
が
表
面
温

度
で
、
放
射
と
い
う
形
で
伝

わ
る
熱
で
す
。
こ
れ
に
人
間

の
着
衣
量
、
活
動
量（
代
謝
量
）

の
2
つ
を
加
え
た
6
つ
の
要

素
で
快
適
性
は
決
ま
る
の
で

す
（
図
１
）。

快
適
性
に

大
き
な
役
割
を
果
た
す

表
面
温
度

6
つ
の
要
素
の
中
で
、
見

過
ご
さ
れ
が
ち
な
の
が
表
面

温
度
で
す
。
図
2
は
、
夏
期

の
快
適
性
に
関
し
て
調
査
し

た
結
果
で
す
。
使
用
し
た
冷

房
機
器
は
、
空
気
冷
房
、
床
冷
房
、
天
井

冷
房
の
3
種
類
。
こ
れ
を
用
い
て
12
種
類

の
人
工
気
候
条
件
を
つ
く
り
出
し
、
1
時

間
、
学
生
さ
ん
に
体
感
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
空

気
温
度
が
28
℃
、
床
の
温
度
と
天
井
温
度

が
と
も
に
25
℃
の
と
き
に
も
っ
と
も
人
は

快
適
さ
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
28

℃
と
い
う
数
字
を
見
て
暑
く
は
な
い
の
か

と
驚
か
れ
た
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

下
の
グ
ラ
フ
を
見
て
も
こ
の
条
件
の
時
だ

け
が
1
人
と
し
て
不
快
感
を
示
し
て
い
ま

せ
ん
。
天
井
な
ど
の
周
囲
の
表
面
温
度
を

下
げ
る
こ
と
が
い
か
に
効
果
的
か
理
解
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
空

気
冷
暖
房
の
場
合
、
冷
や
さ
れ
た
空
気
は

下
降
し
、
温
め
ら
れ
た
空
気
は
上
昇
し
ま

す
の
で
室
内
の
上
下
温
度
差
が
拡
大
し
て

し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し

て
輻
射
冷
暖
房
は
空
気
を
介
在
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
室
温
の
上
下
差

が
小
さ
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
の
点
も

快
適
性
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

い
っ
そ
の
こ
と
除
湿
も
で
き
な
い
か

こ
の
よ
う
な
研
究
結
果
か
ら
、
天
井
面

を
冷
や
す
こ
と
が
快
適
な
室
内
環
境
を
つ

く
る
上
で
大
変
効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
の
夏
は
高
温

多
湿
の
た
め
、
冷
却
パ
ネ
ル
を
用
い
る
と

表
面
で
の
結
露
は
避
け
ら
れ
ず
、
除
湿
対

策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
積
極

的
に
放
射
パ
ネ
ル
の
表
面
温
度
を
下
げ
て

結
露
さ
せ
、
室
内
の
除
湿
も
行
う
よ
う
に

し
よ
う
と
し
て
開
発
さ
れ
た
の
が
、
除
湿

型
天
井
放
射
冷
（
暖
）
房
シ
ス
テ
ム
で
す
。

ア
オ
キ
住
宅
機
材
販
売
の
青
木
憲
明
会

長
が
建
築
家
の
藤
江
創
氏
ら
と
研
究
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
当
初
は
、
銅
管
に
冷

水
を
通
し
、
ア
ル
ミ
の
ア
ン
グ
ル
で
結
露

水
を
受
け
る
も
の
で
し
た
が
、
冷
却
効
率

を
高
め
る
た
め
に
は
フ
ィ
ン
を
付
け
た
方

が
よ
い
だ
ろ
う
、
フ
ィ
ン
を
付
け
る
の
で

あ
れ
ば
ア
ル
ミ
の
押
出
材
が
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
助
言
や
測
定
を
行
い
、
そ
れ
が

ア
オ
キ
住
宅
機
材
販
売
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

（
写
真
1
）
や
東
京
歯
科
大
学
水
道
橋
新

館
校
舎
図
書
室
（
写
真
2
・
3
）
の
天
井

に
結
実
し
て
い
き
ま
し
た
。

放
射
が
与
え
る
優
し
い
冷
温
感

ア
オ
キ
住
宅
機
材
販
売
の
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
も
東
京
歯
科
大
学
水
道
橋
新
館
校
舎
4

階
図
書
室
の
閲
覧
エ
リ
ア
・
自
習
エ
リ
ア

も
基
本
的
な
考
え
方
は
同
じ
で
す
。
天
井

に
ア
ル
ミ
の
冷
却
フ
ィ
ン
を
設

置
し
、
そ
こ
に
冷
水
あ
る
い
は

温
水
を
流
し
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
下
に
ド
レ
ン
パ
ン
を
設
け
、

結
露
水
を
受
け
る
仕
組
み
で
す
。

放
射
が
与
え
る
冷
温
感
で
、
比

較
的
気
温
が
高
く
と
も
涼
し
く

感
じ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
冷

水
の
温
度
を
下
げ
す
ぎ
な
い
よ

う
に
す
れ
ば
ド
ラ
フ
ト
も
起
き

な
い
の
で
、
長
時
間
滞
在
者
が

多
い
図
書
館
や
病
院
向
き
の
空

調
シ
ス
テ
ム
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
ア
ル
ミ
押
出
材
に
銅
パ
イ

プ
を
か
し
め
て
で
き
た
シ
ー
ム

レ
ス
の
部
材
に
水
を
通
す
の
で
、

接
合
部
を
除
き
腐
食
や
水
漏
れ

の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
水
を
送
り
出
す

ポ
ン
プ
や
配
管
類
の
材
質
を
考
慮
し
、
電

位
差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

シ
ス
テ
ム
天
井
と
し
て
開
発

東
京
歯
科
大
学
水
道
橋
新
館
校
舎
4
階

図
書
室
の
閲
覧
エ
リ
ア
・
自
習
エ
リ
ア
の

天
井
は
、
日
本
設
計
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
天

井
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ル

ミ
冷
却
フ
ィ
ン
と
ド
レ
ン
パ
ン
を
組
み
込

ん
だ
ア
ル
ミ
ル
ー
バ
ー
が
ペ
ア
に
な
っ
て

天
井
を
構
成
し
ま
す
が
、
ル
ー
バ
ー
の
中

に
照
明
を
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
同
一
形
状
で
空
調
、
照
明
、
ル
ー
バ

ー
と
い
う
3
つ
の
役
目
を
果
た
し
ま
す

（
図
3
）。
そ
の
た
め
部
屋
の
広
さ
や
明
る

さ
が
変
わ
っ
て
も
、
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
ず

に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
の
で
す
。
ち
な

み
に
、
こ
の
図
書
室
で
測
定
し
た
と
こ
ろ
、

冷
房
能
力
は
1
0
9
w
／
㎡
、
暖
房
能
力

は
1
3
9
w
／
㎡
。
一
般
的
な
輻
射
冷
暖

房
の
能
力
が
50
〜
60
ｗ
／
㎡
で
す
か
ら
、

能
力
的
に
は
十
分
で
す
。
給
気
だ
け
外
気

処
理
機
よ
り
供
給
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

青
木
会
長
の
開
発
し
た
汚
れ
や
す
い
ド
レ

ン
パ
ン
の
清
掃
機
能
を
設
け
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

首都大学東京 都市環境学部 建築都市コース　教授　須永修通氏
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環境共生建築・住宅や自然エネルギー利用による室内気候調整に詳しい首都大学東京の須永修通教授に、
人体の温熱快適性とアルミを使った放射冷暖房についてお話を伺いました。

ファサードに取り付けられた自然換気口
所在地　大阪市北区
設計／三菱地所設計＋日建設計＋大林組
竣工／ 2013年

ユニットカーテンウォールの断面
所在地　北海道千歳市
設計／日建設計＋日本空港コンサルタンツ＋

オーヴ・アラップ・アンド・パートナーズ
･ジャパン・リミテッド＋久米設計

竣工／ 2010年

［環境要素］ 熱移動形態

蒸発
気温

対流

放射

伝導

［着衣・靴］ ［人体］

湿度

気流

表面温

材料

銅
アルミ
鋼

ステンレス鋼

グラスウール断熱材
ロックウール断熱材

ビーズ系ポリスチレンフォーム
硬質ウレタンフォーム（保温板）
A級インシュレーションボード

材料の分類
コンクリート

ガラス
天然木材

ケイ酸カルシウム板
せっこうボード
しっくい

金属

無機繊維系断熱材

木質繊維系断熱材

発泡プラスチック断熱材

熱伝導率（W/mk）
1.6
370
210
55
15
1
0.12
0.2
0.22
0.74

0.033～0.052
0.036～0.047
0.036～0.043
0.023～0.024
0.06

表１  主な建築材料と断熱材の熱伝導率（JISなどに記載された値を元に作成）

図１  暑さ、寒さに影響する要因



写真2  冷却フィンとルーバーの端部

図3  
3つの役目を果たす
システム天井
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ア
ル
ミ
の
熱
伝
導
率
は

断
熱
材
の
1
万
倍

室
内
に
お
け
る
人
の
快
適
性
を
考
え

る
上
で
重
要
な
の
は
、
建
材
の
熱
伝
導

率
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
で
す
。
特

に
ア
ル
ミ
の
熱
伝
導
率
は
文
字
通
り
〞桁

違
い
〞に
高
い
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
表
1
を
見
て
い
た
だ

け
れ
ば
一
目
瞭
然
で
す
が
、
断
熱
材
、
木

材
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
鉄
、
ア
ル
ミ
と
桁

が
1
つ
ず
つ
違
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
一

般
的
な
断
熱
材
で
あ
る
硬
質
ウ
レ
タ
ン
フ

ォ
ー
ム
の
1
0
0
0
0
倍
も
ア
ル
ミ
は
熱

を
通
し
や
す
い
の
で
す
。
ま
ず
は
、
こ
の

違
い
を
き
ち
ん
と
認
識
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

快
適
さ
は
気
温
だ
け
で

決
ま
る
わ
け
で
は
な
い

も
う
1
つ
重
要
な
点
は
、
気
温
だ
け
が

人
の
快
適
性
を
決
定
す
る
わ
け
で
は
な
い

と
い
う
点
で
す
。
快
適
性
は
以
下
の
要
素

で
決
ま
り
ま
す
。
1
つ
目
が
室
内
の
気

温
。
こ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
に
間
違
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。
2
つ
目
は
湿
度
で
す
。

湿
度
が
相
当
に
低
い
と
気
温

が
高
く
て
も
寒
く
感
じ
ま
す
。

3
つ
目
は
気
流
。
人
は
1
m
／

秒
の
風
で
0
・
6
℃
〜
1
℃
近

く
温
度
が
下
が
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
4
つ
目
が
表
面
温

度
で
、
放
射
と
い
う
形
で
伝

わ
る
熱
で
す
。
こ
れ
に
人
間

の
着
衣
量
、
活
動
量（
代
謝
量
）

の
2
つ
を
加
え
た
6
つ
の
要

素
で
快
適
性
は
決
ま
る
の
で

す
（
図
１
）。

快
適
性
に

大
き
な
役
割
を
果
た
す

表
面
温
度

6
つ
の
要
素
の
中
で
、
見

過
ご
さ
れ
が
ち
な
の
が
表
面

温
度
で
す
。
図
2
は
、
夏
期

の
快
適
性
に
関
し
て
調
査
し

た
結
果
で
す
。
使
用
し
た
冷

房
機
器
は
、
空
気
冷
房
、
床
冷
房
、
天
井

冷
房
の
3
種
類
。
こ
れ
を
用
い
て
12
種
類

の
人
工
気
候
条
件
を
つ
く
り
出
し
、
1
時

間
、
学
生
さ
ん
に
体
感
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
空

気
温
度
が
28
℃
、
床
の
温
度
と
天
井
温
度

が
と
も
に
25
℃
の
と
き
に
も
っ
と
も
人
は

快
適
さ
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
28

℃
と
い
う
数
字
を
見
て
暑
く
は
な
い
の
か

と
驚
か
れ
た
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

下
の
グ
ラ
フ
を
見
て
も
こ
の
条
件
の
時
だ

け
が
1
人
と
し
て
不
快
感
を
示
し
て
い
ま

せ
ん
。
天
井
な
ど
の
周
囲
の
表
面
温
度
を

下
げ
る
こ
と
が
い
か
に
効
果
的
か
理
解
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
空

気
冷
暖
房
の
場
合
、
冷
や
さ
れ
た
空
気
は

下
降
し
、
温
め
ら
れ
た
空
気
は
上
昇
し
ま

す
の
で
室
内
の
上
下
温
度
差
が
拡
大
し
て

し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し

て
輻
射
冷
暖
房
は
空
気
を
介
在
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
室
温
の
上
下
差

が
小
さ
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
の
点
も

快
適
性
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

い
っ
そ
の
こ
と
除
湿
も
で
き
な
い
か

こ
の
よ
う
な
研
究
結
果
か
ら
、
天
井
面

を
冷
や
す
こ
と
が
快
適
な
室
内
環
境
を
つ

く
る
上
で
大
変
効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
の
夏
は
高
温

多
湿
の
た
め
、
冷
却
パ
ネ
ル
を
用
い
る
と

表
面
で
の
結
露
は
避
け
ら
れ
ず
、
除
湿
対

策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
積
極

的
に
放
射
パ
ネ
ル
の
表
面
温
度
を
下
げ
て

結
露
さ
せ
、
室
内
の
除
湿
も
行
う
よ
う
に

し
よ
う
と
し
て
開
発
さ
れ
た
の
が
、
除
湿

型
天
井
放
射
冷
（
暖
）
房
シ
ス
テ
ム
で
す
。

ア
オ
キ
住
宅
機
材
販
売
の
青
木
憲
明
会

長
が
建
築
家
の
藤
江
創
氏
ら
と
研
究
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
当
初
は
、
銅
管
に
冷

水
を
通
し
、
ア
ル
ミ
の
ア
ン
グ
ル
で
結
露

水
を
受
け
る
も
の
で
し
た
が
、
冷
却
効
率

を
高
め
る
た
め
に
は
フ
ィ
ン
を
付
け
た
方

が
よ
い
だ
ろ
う
、
フ
ィ
ン
を
付
け
る
の
で

あ
れ
ば
ア
ル
ミ
の
押
出
材
が
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
助
言
や
測
定
を
行
い
、
そ
れ
が

ア
オ
キ
住
宅
機
材
販
売
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

（
写
真
1
）
や
東
京
歯
科
大
学
水
道
橋
新

館
校
舎
図
書
室
（
写
真
2
・
3
）
の
天
井

に
結
実
し
て
い
き
ま
し
た
。

放
射
が
与
え
る
優
し
い
冷
温
感

ア
オ
キ
住
宅
機
材
販
売
の
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
も
東
京
歯
科
大
学
水
道
橋
新
館
校
舎
4

階
図
書
室
の
閲
覧
エ
リ
ア
・
自
習
エ
リ
ア

も
基
本
的
な
考
え
方
は
同
じ
で
す
。
天
井

に
ア
ル
ミ
の
冷
却
フ
ィ
ン
を
設

置
し
、
そ
こ
に
冷
水
あ
る
い
は

温
水
を
流
し
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
下
に
ド
レ
ン
パ
ン
を
設
け
、

結
露
水
を
受
け
る
仕
組
み
で
す
。

放
射
が
与
え
る
冷
温
感
で
、
比

較
的
気
温
が
高
く
と
も
涼
し
く

感
じ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
冷

水
の
温
度
を
下
げ
す
ぎ
な
い
よ

う
に
す
れ
ば
ド
ラ
フ
ト
も
起
き

な
い
の
で
、
長
時
間
滞
在
者
が

多
い
図
書
館
や
病
院
向
き
の
空

調
シ
ス
テ
ム
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
ア
ル
ミ
押
出
材
に
銅
パ
イ

プ
を
か
し
め
て
で
き
た
シ
ー
ム

レ
ス
の
部
材
に
水
を
通
す
の
で
、

接
合
部
を
除
き
腐
食
や
水
漏
れ

の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
水
を
送
り
出
す

ポ
ン
プ
や
配
管
類
の
材
質
を
考
慮
し
、
電

位
差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

シ
ス
テ
ム
天
井
と
し
て
開
発

東
京
歯
科
大
学
水
道
橋
新
館
校
舎
4
階

図
書
室
の
閲
覧
エ
リ
ア
・
自
習
エ
リ
ア
の

天
井
は
、
日
本
設
計
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
天

井
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ル

ミ
冷
却
フ
ィ
ン
と
ド
レ
ン
パ
ン
を
組
み
込

ん
だ
ア
ル
ミ
ル
ー
バ
ー
が
ペ
ア
に
な
っ
て

天
井
を
構
成
し
ま
す
が
、
ル
ー
バ
ー
の
中

に
照
明
を
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
同
一
形
状
で
空
調
、
照
明
、
ル
ー
バ

ー
と
い
う
3
つ
の
役
目
を
果
た
し
ま
す

（
図
3
）。
そ
の
た
め
部
屋
の
広
さ
や
明
る

さ
が
変
わ
っ
て
も
、
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
ず

に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
の
で
す
。
ち
な

み
に
、
こ
の
図
書
室
で
測
定
し
た
と
こ
ろ
、

冷
房
能
力
は
1
0
9
w
／
㎡
、
暖
房
能
力

は
1
3
9
w
／
㎡
。
一
般
的
な
輻
射
冷
暖

房
の
能
力
が
50
〜
60
ｗ
／
㎡
で
す
か
ら
、

能
力
的
に
は
十
分
で
す
。
給
気
だ
け
外
気

処
理
機
よ
り
供
給
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

青
木
会
長
の
開
発
し
た
汚
れ
や
す
い
ド
レ

ン
パ
ン
の
清
掃
機
能
を
設
け
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

図2  空気冷房、床冷房、天井冷房による快適性の変化

図4  10時から18時の上下温度分布（左：冷房時、右：暖房時）
学習室、閲覧室ともに上下温度分布が均質であることがわかる。

図5  夏期PMV変動
（0：中立、1：やや暖かい、－1：やや涼しい）
日中でも快適な環境を保っていることがわかる。

［ 1 ］須永修通，室内気候４要素の再考と提案，日本建築学会大会学術講演梗概集，D.2，pp.319-320，1999年9月
［２］加藤英之，伊藤直明，須永修通，他，夏期の熱的快適性に対する冷輻射の影響に関する実験的研究　その２．定常時の温冷感・快適感の検討，日本建築学会大会

学術講演梗概集(Ｄ)，pp.1337-1338，1993年9月
［３］写真提供　首都大学東京21世紀ＣＯＥプログラム
［４］写真・図提供　日本設計(株)，アオキ住宅設備機器販売(株)
［５］厨まり子，在室者の快適性を考慮した天井放射空調システムの実験的研究，首都大学東京修士論文，2014年3月
［６］青木憲明，井田寛，羽田聡子，天井除湿放射冷暖房システムの開発　東京歯科大学水道橋新館校舎図書館における開発事例,建築設備士，pp.36 -39，2015年9月

出典／

やや暖かい

やや涼しい

（アルミフィン）

ドレン受け

照明器具 アルミルーバー

照明器具組込ルーバー 冷温水チューブ組込ルーバー ダミールーバー

TYPE 2TYPE 1 TYPE 3

冷温水チューブ

男性

全
身
温
冷
感

快
適
感

申
告
者
数（
人
）

全体 女性

天井冷房床冷房空気冷房

0

-0.5

-1

2

1.5

1

0.5

0

-0.5

10

8

6

4

2

0
1No. 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

0.5

床＋天井冷房

女性・暑くて不快 女性・寒くて不快
男性・暑くて不快 男性・寒くて不快 他の要素で不快

28空気 26 24 28 28 26 28 28 26 28 28 26

床 25 22 22 25 22 22

天井

（℃）

25 22 22 25 22 22



足
場
と
そ
の
関
連
法
規

中
国
や
イ
ン
ド
で
は
、
竹
で
組
む
足
場

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
組
み
立
て

た
り
、
そ
こ
で
資
材
を
運
ん
だ
り
作
業
を

し
た
り
す
る
人
び
と
の
姿
は
、
あ
た
か
も

サ
ー
カ
ス
の
曲
芸
の
よ
う
で
す
。

日
本
で
、
足
場
を
組
む
職
人
は
鳶
職
で

あ
り
、
そ
の
専
門
を
足
場
鳶
と
呼
び
ま

す
。
鳶
職
と
は
、
鳶
口
を
持
ち
、
土
木
、

建
築
工
事
に
携
わ
る
職
人
の
総
称
で
あ

り
、
鳶
が
飛
ぶ
よ
う
な
高
い
と
こ
ろ
で
作

業
す
る
か
ら
鳶
職
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
言
葉
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
の
文

献
か
ら
表
記
さ
れ
、
そ
の
技
術
か
ら
、
火

事
の
際
に
火
元
や
風
下
の
家
屋
な
ど
を
取

り
壊
し
て
延
焼
を
防
ぐ
町
火
消
し
役
も
務

め
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
竹
の
足
場
を
不
可
と
し

た
り
、
門
型
フ
レ
ー
ム
の
高
さ
を
規
定

す
る
法
律
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
元
は
、

1
9
4
7
（
昭
和
22
）
年
の
労
働
基
準
法

で
す
。
そ
の
後
、
産
業
の
拡
大
や
技
術
の

革
新
に
よ
っ
て
、
新
た
な
労
働
災
害
の
危

険
が
増
大
、
複
合
化
し
、
そ
の
改
定
が
後

手
と
な
っ
た
た
め
、
労
基
法
の
第
5
章

「
安
全
衛
生
に
関
す
る
諸
規
定
」
を
基
に
、

72
年
に
労
働
安
全
衛
生
法
、
そ
の
施
行
令
、

そ
し
て
、
省
令
と
し
て
の
規
則
が
成
立
、

施
行
さ
れ
ま
し
た
。「
足
場
」
と
い
う
言
葉

は
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
4
件
、
そ
の
施

行
令
、
規
則
に
は
と
も
に
1
2
4
件
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
足
場
は
、
さ
ま
ざ
ま
に

細
々
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

足
場
の
種
類

足
場
と
い
う
と
、
一
昔
前
は
丸
太
足
場

で
し
た
。
最
近
は
、
あ
ま
り
見
か
け
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
一
戸
建
て
住
宅
の
新
改

築
や
、
寺
や
神
社
の
改
修
の
際
は
、
丸
太

足
場
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
柱
（
建
地
）、

梁
材
（
布
）
は
、
真
っ
直
ぐ
で
細
い
材
が

望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
で
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

が
主
で
す
。
丸
太
の
接
続
部
や
交
差
部
を

縛
る
鉄
線
は
、
J
I
S
認
定
の
♯
10
な
ま

し
番
線
（
ゆ
っ
く
り
と
冷
や
し
て
つ
く
る

針
金
）
太
さ
3
・
2
㎜
が
主
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
丸
太
足
場
を
鋼
鉄
製
に
し

た
も
の
が
、
単
管
足
場
で
あ
り
、
J
I
S

の
G
3
4
4
4
・
S
T
K
5
0
0
の
鋼
管
・

直
径
48
・
6
㎜
を
、
継
ぎ
手
・
ク
ラ
ン
プ

に
て
組
み
合
わ
せ
て
立
ち
上
げ
ま
す
。

現
在
、
も
っ
と
も
使
用
さ
れ
る
足
場
は
、

枠
組
足
場
で
あ
り
、
軽
量
な
鋼
鉄
製
の
門

型
の
建
枠
と
踏
板
（
布
板
）、
筋
交
で
構

成
さ
れ
ま
す
。
簡
易
に
組
立
、
解
体
が
で

き
る
上
、
強
度
が
大
き
く
、
耐
久
性
に
優

れ
る
た
め
、
原
則
45
ｍ
ま
で
組
み
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
38
年
に
デ

ビ
ッ
ト
・
E
・
ビ
テ
ィ
が
ア
メ
リ
カ
で
特

許
出
願
、
製
造
し
始
め
た
た
め
、
ビ
テ
ィ

足
場
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

枠
組
足
場
は
、
基
本
ユ
ニ
ッ
ト
が
高
さ

1
7
0
0
㎜
×
幅
1
8
2
9
㎜
×
奥
行

1
2
1
9
㎜
で
あ
る
た
め
、
あ
る
規
模
以

上
の
敷
地
、
建
物
に
用
い
ら
れ
、
狭
小
地

や
一
戸
建
て
住
宅
に
は
適
し
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
建
地
間
を
作
業
床
（
4
0
0
㎜
以

上
）、
す
な
わ
ち
、
布
板
で
連
結
し
た
一

側
足
場
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
一
側
足
場

は
、
日
本
で
80
年
前
後
に
開
発
さ
れ
、
次

の
よ
う
な
3
種
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
．
布
板
一
側
足
場

建
地
と
布
板
を
支
持
金
具
、
ベ
ー
ス

金
具
で
連
結
す
る
。

2
．
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
一
側
足
場

建
地
に
、
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
を
取
り
付
け
、

そ
こ
に
床
材
を
か
け
渡
す
。

3
．
く
さ
び
緊
結
式
一
側
足
場

建
地
と
布
材
等
と
の
緊
結
部
に
く
さ

び
を
使
用
す
る
。

　
以
上
も
含
め
、
図
に
あ
る
よ
う
に
、
足

場
は
、
そ
の
用
い
ら
れ
る
用
途
に
応
じ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
構
造
の
も
の
を
組
み
合
わ
せ

て
使
用
し
ま
す
。

 

足
場
の
歴
史

欧
米
で
、
足
場
は
、
20
世
紀
の
初
め
に
、

丸
太
か
ら
鋼
管
へ
移
行
し
、
そ
の
た
め
の

固
定
具
（
例
え
ば
、
ク
ラ
ン
プ
な
ど
）
の

特
許
が
出
願
さ
れ
、
製
造
開
始
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
前
記
の
よ
う
に
、
38
年

の
デ
ビ
ッ
ト
・
E
・
ビ
テ
ィ
に
よ
る
枠
組

足
場
が
加
わ
り
ま
す
。

日
本
で
は
、
単
管
足
場
は
昭
和
初
期

（
31
年
）
に
輸
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
枠
組

足
場
の
輸
入
は
戦
後
（
53
年
）
で
、
と
も

に
欧
米
か
ら
の
輸
入
は
欧
米
で
の
実
用
か

ら
20
年
後
ぐ
ら
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
単
管
足
場
も
枠
組
足
場
も
国
内
生

産
が
始
ま
っ
た
の
は
戦
後
で
あ
り
、
ス
タ

ー
ト
時
期
に
大
差
は
な
く
、
建
築
現
場
で

の
条
件
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
に
、
単
管
足
場
の
改
良
版
と
い

え
る
一
側
足
場
が
加
わ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
低
中
層
建
物
の
工
事
現
場
向
き
で
、

頻
繁
に
使
用
さ
れ
、
81
（
昭
和
56
）
年
末

の
労
働
省
告
知
第
1
0
3
号
「
鋼
管
足
場

用
の
部
材
及
び
附
属
金
具
の
規
格
」
に
て

規
定
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
足
場
に
と
っ
て
規
模
な
ど
か
ら

特
筆
す
べ
き
も
の
は
、
昭
和
の
2
大
大
修

理
の
１
つ
で
あ
る
姫
路
城
（
他
は
法
隆
寺
）

の
解
体
修
理
で
の
素
屋
根
（
工
事
中
の
建

物
を
保
護
す
る
仮
の
屋
根
）
を
含
む
足
場

で
す
。
解
体
修
理
は
、
戦
前
の
28
（
昭
和

3
）
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
本
格
的

な
修
理
工
事
は
戦
後
の
50
年
に
再
開
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
56
年
か
ら
の
大
天
守

修
理
工
事
は
、
2
本
の
心
柱
（
25
ｍ
以
上
）

の
う
ち
西
の
心
柱
を
取
り
替
え
る
こ
と
も

含
め
た
全
体
的
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、

足
場
は
、
素
屋
根
（
軒
高
51
・
82
ｍ
）
で
、

大
天
守
の
全
体
を
覆
っ
て
保
護
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
素
屋
根
を
含
む
内
部
5

段
の
足
場
は
、
4
寸
以
上
の
ヒ
ノ
キ
丸
太

1
万
本
以
上
（
3
万
本
以
上
か
ら
真
っ
直

ぐ
な
も
の
を
選
ぶ
）、
ボ
ル
ト
1
2
0
t

な
ど
大
量
な
資
材
を
要
し
ま
し
た
。
そ
れ

ら
は
、
1
9
6
4
年
工
事
完
成
式
典
の
前

ま
で
、
8
年
間
の
風
雪
に
耐
え
ま
し
た
。

そ
の
45
年
後
、
2
0
0
9
（
平
成
21
）
年

に
は
、
平
成
の
修
理
と
呼
ば
れ
る
姫
路
城

大
天
守
の
保
存
修
理
工
事
・
漆
喰
の
塗

り
替
え
と
破
損
瓦
の
取
り
替
え
な
ど
が
計

画
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
素

屋
根
の
組
立
に
は
、
1
年
半
が
か
か
り
ま

し
た
。
5
層
の
構
台
を
鉄
骨
で
立
ち
上
げ

て
つ
く
り
、
工
事
終
了
の
2
0
1
1
年
に

解
体
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
で
は
、
姫
路
城
（
1
9
9
2
年
）

と
同
様
に
世
界
遺
産
（
1
9
8
4
年
）
で
あ

る
自
由
の
女
神
の
足
場
が
有
名
で
す
。
自
由

の
女
神
は
、
ア
メ
リ
カ
の
独
立
1
0
0
周
年

を
祝
い
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
、
台
座
は
リ
チ
ャ
ー
ド
・
モ
リ
ス
・
ハ

ン
ト
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
こ
の
台
座
（
46
・

94
ｍ
）
は
ア
メ
リ
カ
が
建
設
し
、
1
8
8
6

年
に
完
成
し
ま
し
た
。
女
神
像
は
高
さ
46
・

05
ｍ
、
銅
31
t
で
、
デ
ザ
イ
ン
を
フ
レ
デ

リ
ク
・
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
バ
ル
ト
ル
デ
ィ

が
、
像
を
内
部
か
ら
支
持
す
る
鉄
骨
構
造

体
（
1
2
5
t
）
の
設
計
・
製
造
を
ギ
ュ

ス
タ
ー
ヴ
・
エ
ッ
フ
ェ
ル
が
担
当
し
ま
し

た
。
パ
リ
で
、
女
神
像
の
さ
ま
ざ
ま
な
部

分
を
鉄
骨
構
造
体
に
ボ
ル
ト
で
固
定
し
、

像
を
仮
組
み
し
、
同
時
期
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
リ
バ
テ
ィ
島
で
は
台
座
を
建
設

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
銅
製
の
女
神

像
を
3
5
0
に
分
解
し
2
1
4
の
木
箱

で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
鉄
骨
構
造
体
と
と

も
に
運
び
ま
す
。
リ
バ
テ
ィ
島
で
は
、
鉄

骨
構
造
体
を
組
み
上
げ
た
後
、
女
神
像
の

部
分
3
5
0
を
蒸
気
機
関
の
ク
レ
ー
ン
や

デ
リ
ッ
ク
で
吊
上
げ
、
足
場
を
用
い
ず
に

取
り
付
け
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
足
場
に

囲
わ
れ
た
自
由
の
女
神
で
1
8
8
0
年
代

の
写
真
は
、
パ
リ
で
像
を
仮
組
み
し
た
時

の
も
の
で
す
。
後
世
、
保
存
修
理
の
度

に
、
自
由
の
女
神
は
、
鉄
製
の
足
場
で
囲

わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
建
築
工
事
、
特
に
、
文

化
遺
産
の
保
存
修
理
工
事
に
は
、
そ
の

時
々
の
最
高
の
建
築
技
術
と
、
そ
れ
を
お

膳
立
て
す
る
仮
設
足
場
の
技
術
が
駆
使
さ

れ
て
い
ま
す
。

ecoms 45 25ecoms 4526

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

挑
戦

第 4 回

足場
建築現場のお膳立て

足
場
の
役
割

足
場
は
、
墜
落
、
転
落
に
よ
る
労
働
災

害
の
防
止
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
作
業
の

効
率
化
、
合
理
化
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
単
管
足
場
、
枠
組
足
場
は
、
何

度
も
リ
ユ
ー
ス
さ
れ
、
環
境
問
題
に
も
有

効
で
す
。

足
場
に
お
け
る
環
境
保
護
の
問
題
提
起

は
、
丸
太
足
場
か
ら
単
管
、
枠
組
足
場
へ

の
移
行
す
る
前
と
後
に
お
い
て
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
丸
太
足
場
の
み
で
あ
っ

た
日
本
に
、
戦
後
、
単
管
足
場
、
枠
組
足

場
が
輸
入
さ
れ
、
国
内
製
造
さ
れ
始
め
た

1
9
5
0
年
代
、
鉄
製
足
場
の
普
及
に
加

え
、
林
野
庁
が
森
林
資
源
保
護
か
ら
木
材

資
源
利
用
合
理
化
推
進
方

策
を
進
め
た
た
め
、
脱
・

丸
太
足
場
が
加
速
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
反
し
て
、
木

材
輸
入
の
自
由
化
や
化
石

燃
料
の
利
用
拡
大
は
木
材

需
要
を
著
し
く
減
少
さ
せ
、

そ
の
後
、
林
業
は
衰
退
し
、

森
林
は
放
置
、
荒
廃
し
て

い
き
ま
し
た
。
近
年
、
森

林
の
再
生
に
て
、
間
伐
材

の
積
極
的
な
利
用
が
叫
ば

れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
特
に
、
間

伐
材
の
丸
太
足
場
利
用
は
、

自
由
度
が
高
く
、
柔
ら
く
、

建
物
に
傷
を
つ
け
る
こ
と
も

少
な
い
な
ど
利
点
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
木
材
は
、
鋼

管
に
比
べ
、
均
質
で
は
な
く
、
劣
化
し
や

す
く
、
信
頼
度
に
お
い
て
劣
り
、
か
つ
法

規
制
に
よ
っ
て
、
そ
の
使
用
範
囲
は
、
小

規
模
な
建
物
、
あ
る
い
は
、
寺
社
仏
閣
な

ど
に
限
ら
れ
、
丸
太
足
場
へ
の
回
帰
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
単
管
、
枠
組
足
場
に
お
け
る
レ

ン
タ
ル
、
リ
ユ
ー
ス
を
原
則
と
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
・
モ
デ
ル
は
、
現
代
社
会
に
と
っ
て

も
っ
と
も
先
進
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
構
造
と
い

え
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
命
の
尊
重
を
基
本

に
、
生
産
性
の
向
上
か
つ
社
会
資
産
の
活

用
、
環
境
問
題
へ
の
寄
与
を
十
分
に
果
た

し
て
い
ま
す
。

ＳＵＳ株式会社は、建築、建材、家具を手掛けるエコムス事業以外に、「ＦＡ（ファクトリー
オートメーション）向け機械装置およびユニット機器製品の設計開発、製造、販売」を行う
FA事業を展開しています。いわば、工場の生産現場のお膳立て。では、建築現場をお膳
立てするのは何でしょうか。
街を歩くと、１つや２つの建築現場が目に入ります。そこに必ずあるのが、足場。これこそが
建築現場のお膳立てといえるのではないでしょうか。けれども、新品の足場を見たことはあ
りません。それは、足場のレンタル事業が確立されており、リユースが盛んであるためです。
さらにいえば、足場は徹底的にシステム化された製品で、組立解体が容易です。その意味
で足場には、ｅｃｏｍｓ製品へのヒントが多くありそうです。

・枠組足場
・単管足場
・張出し枠組足場

・枠組足場
・単管足場
・簡易枠組足場

・枠組足場
・単管足場
・丸太足場

・枠組足場
・単管足場

・布板一側足場
・ブラケット一側足場
・くさび緊結式一側足場

・布板一側足場
・ブラケット一側足場

・ブラケット一側足場
・くさび緊結式一側足場

・吊り枠足場
・吊り棚足場

・吊り枠足場
・吊り棚足場

・高所作業車
・ゴンドラ
・移動式昇降足場

・高所作業車
・ゴンドラ

・高所作業車

・高所作業車

・移動式足場
（ローリングタワー）

・移動式足場
（ローリングタワー）
・移動式室内足場

・移動式足場
（ローリングタワー）
・移動式室内足場

支柱足場
本足場

外壁工事用

内壁工事用

躯体工事用

補修用

一側足場 棚足場
吊り足場 機械足場 その他

図　足場の用途別および構造別分類



足
場
と
そ
の
関
連
法
規

中
国
や
イ
ン
ド
で
は
、
竹
で
組
む
足
場

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
組
み
立
て

た
り
、
そ
こ
で
資
材
を
運
ん
だ
り
作
業
を

し
た
り
す
る
人
び
と
の
姿
は
、
あ
た
か
も

サ
ー
カ
ス
の
曲
芸
の
よ
う
で
す
。

日
本
で
、
足
場
を
組
む
職
人
は
鳶
職
で

あ
り
、
そ
の
専
門
を
足
場
鳶
と
呼
び
ま

す
。
鳶
職
と
は
、
鳶
口
を
持
ち
、
土
木
、

建
築
工
事
に
携
わ
る
職
人
の
総
称
で
あ

り
、
鳶
が
飛
ぶ
よ
う
な
高
い
と
こ
ろ
で
作

業
す
る
か
ら
鳶
職
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
言
葉
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
の
文

献
か
ら
表
記
さ
れ
、
そ
の
技
術
か
ら
、
火

事
の
際
に
火
元
や
風
下
の
家
屋
な
ど
を
取

り
壊
し
て
延
焼
を
防
ぐ
町
火
消
し
役
も
務

め
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
竹
の
足
場
を
不
可
と
し

た
り
、
門
型
フ
レ
ー
ム
の
高
さ
を
規
定

す
る
法
律
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
元
は
、

1
9
4
7
（
昭
和
22
）
年
の
労
働
基
準
法

で
す
。
そ
の
後
、
産
業
の
拡
大
や
技
術
の

革
新
に
よ
っ
て
、
新
た
な
労
働
災
害
の
危

険
が
増
大
、
複
合
化
し
、
そ
の
改
定
が
後

手
と
な
っ
た
た
め
、
労
基
法
の
第
5
章

「
安
全
衛
生
に
関
す
る
諸
規
定
」
を
基
に
、

72
年
に
労
働
安
全
衛
生
法
、
そ
の
施
行
令
、

そ
し
て
、
省
令
と
し
て
の
規
則
が
成
立
、

施
行
さ
れ
ま
し
た
。「
足
場
」
と
い
う
言
葉

は
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
4
件
、
そ
の
施

行
令
、
規
則
に
は
と
も
に
1
2
4
件
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
足
場
は
、
さ
ま
ざ
ま
に

細
々
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

足
場
の
種
類

足
場
と
い
う
と
、
一
昔
前
は
丸
太
足
場

で
し
た
。
最
近
は
、
あ
ま
り
見
か
け
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
一
戸
建
て
住
宅
の
新
改

築
や
、
寺
や
神
社
の
改
修
の
際
は
、
丸
太

足
場
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
柱
（
建
地
）、

梁
材
（
布
）
は
、
真
っ
直
ぐ
で
細
い
材
が

望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
で
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

が
主
で
す
。
丸
太
の
接
続
部
や
交
差
部
を

縛
る
鉄
線
は
、
J
I
S
認
定
の
♯
10
な
ま

し
番
線
（
ゆ
っ
く
り
と
冷
や
し
て
つ
く
る

針
金
）
太
さ
3
・
2
㎜
が
主
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
丸
太
足
場
を
鋼
鉄
製
に
し

た
も
の
が
、
単
管
足
場
で
あ
り
、
J
I
S

の
G
3
4
4
4
・
S
T
K
5
0
0
の
鋼
管
・

直
径
48
・
6
㎜
を
、
継
ぎ
手
・
ク
ラ
ン
プ

に
て
組
み
合
わ
せ
て
立
ち
上
げ
ま
す
。

現
在
、
も
っ
と
も
使
用
さ
れ
る
足
場
は
、

枠
組
足
場
で
あ
り
、
軽
量
な
鋼
鉄
製
の
門

型
の
建
枠
と
踏
板
（
布
板
）、
筋
交
で
構

成
さ
れ
ま
す
。
簡
易
に
組
立
、
解
体
が
で

き
る
上
、
強
度
が
大
き
く
、
耐
久
性
に
優

れ
る
た
め
、
原
則
45
ｍ
ま
で
組
み
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
38
年
に
デ

ビ
ッ
ト
・
E
・
ビ
テ
ィ
が
ア
メ
リ
カ
で
特

許
出
願
、
製
造
し
始
め
た
た
め
、
ビ
テ
ィ

足
場
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

枠
組
足
場
は
、
基
本
ユ
ニ
ッ
ト
が
高
さ

1
7
0
0
㎜
×
幅
1
8
2
9
㎜
×
奥
行

1
2
1
9
㎜
で
あ
る
た
め
、
あ
る
規
模
以

上
の
敷
地
、
建
物
に
用
い
ら
れ
、
狭
小
地

や
一
戸
建
て
住
宅
に
は
適
し
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
建
地
間
を
作
業
床
（
4
0
0
㎜
以

上
）、
す
な
わ
ち
、
布
板
で
連
結
し
た
一

側
足
場
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
一
側
足
場

は
、
日
本
で
80
年
前
後
に
開
発
さ
れ
、
次

の
よ
う
な
3
種
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
．
布
板
一
側
足
場

建
地
と
布
板
を
支
持
金
具
、
ベ
ー
ス

金
具
で
連
結
す
る
。

2
．
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
一
側
足
場

建
地
に
、
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
を
取
り
付
け
、

そ
こ
に
床
材
を
か
け
渡
す
。

3
．
く
さ
び
緊
結
式
一
側
足
場

建
地
と
布
材
等
と
の
緊
結
部
に
く
さ

び
を
使
用
す
る
。

　
以
上
も
含
め
、
図
に
あ
る
よ
う
に
、
足

場
は
、
そ
の
用
い
ら
れ
る
用
途
に
応
じ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
構
造
の
も
の
を
組
み
合
わ
せ

て
使
用
し
ま
す
。

 

足
場
の
歴
史

欧
米
で
、
足
場
は
、
20
世
紀
の
初
め
に
、

丸
太
か
ら
鋼
管
へ
移
行
し
、
そ
の
た
め
の

固
定
具
（
例
え
ば
、
ク
ラ
ン
プ
な
ど
）
の

特
許
が
出
願
さ
れ
、
製
造
開
始
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
前
記
の
よ
う
に
、
38
年

の
デ
ビ
ッ
ト
・
E
・
ビ
テ
ィ
に
よ
る
枠
組

足
場
が
加
わ
り
ま
す
。

日
本
で
は
、
単
管
足
場
は
昭
和
初
期

（
31
年
）
に
輸
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
枠
組

足
場
の
輸
入
は
戦
後
（
53
年
）
で
、
と
も

に
欧
米
か
ら
の
輸
入
は
欧
米
で
の
実
用
か

ら
20
年
後
ぐ
ら
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
単
管
足
場
も
枠
組
足
場
も
国
内
生

産
が
始
ま
っ
た
の
は
戦
後
で
あ
り
、
ス
タ

ー
ト
時
期
に
大
差
は
な
く
、
建
築
現
場
で

の
条
件
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
に
、
単
管
足
場
の
改
良
版
と
い

え
る
一
側
足
場
が
加
わ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
低
中
層
建
物
の
工
事
現
場
向
き
で
、

頻
繁
に
使
用
さ
れ
、
81
（
昭
和
56
）
年
末

の
労
働
省
告
知
第
1
0
3
号
「
鋼
管
足
場

用
の
部
材
及
び
附
属
金
具
の
規
格
」
に
て

規
定
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
足
場
に
と
っ
て
規
模
な
ど
か
ら

特
筆
す
べ
き
も
の
は
、
昭
和
の
2
大
大
修

理
の
１
つ
で
あ
る
姫
路
城
（
他
は
法
隆
寺
）

の
解
体
修
理
で
の
素
屋
根
（
工
事
中
の
建

物
を
保
護
す
る
仮
の
屋
根
）
を
含
む
足
場

で
す
。
解
体
修
理
は
、
戦
前
の
28
（
昭
和

3
）
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
本
格
的

な
修
理
工
事
は
戦
後
の
50
年
に
再
開
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
56
年
か
ら
の
大
天
守

修
理
工
事
は
、
2
本
の
心
柱
（
25
ｍ
以
上
）

の
う
ち
西
の
心
柱
を
取
り
替
え
る
こ
と
も

含
め
た
全
体
的
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、

足
場
は
、
素
屋
根
（
軒
高
51
・
82
ｍ
）
で
、

大
天
守
の
全
体
を
覆
っ
て
保
護
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
素
屋
根
を
含
む
内
部
5

段
の
足
場
は
、
4
寸
以
上
の
ヒ
ノ
キ
丸
太

1
万
本
以
上
（
3
万
本
以
上
か
ら
真
っ
直

ぐ
な
も
の
を
選
ぶ
）、
ボ
ル
ト
1
2
0
t

な
ど
大
量
な
資
材
を
要
し
ま
し
た
。
そ
れ

ら
は
、
1
9
6
4
年
工
事
完
成
式
典
の
前

ま
で
、
8
年
間
の
風
雪
に
耐
え
ま
し
た
。

そ
の
45
年
後
、
2
0
0
9
（
平
成
21
）
年

に
は
、
平
成
の
修
理
と
呼
ば
れ
る
姫
路
城

大
天
守
の
保
存
修
理
工
事
・
漆
喰
の
塗

り
替
え
と
破
損
瓦
の
取
り
替
え
な
ど
が
計

画
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
素

屋
根
の
組
立
に
は
、
1
年
半
が
か
か
り
ま

し
た
。
5
層
の
構
台
を
鉄
骨
で
立
ち
上
げ

て
つ
く
り
、
工
事
終
了
の
2
0
1
1
年
に

解
体
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
で
は
、
姫
路
城
（
1
9
9
2
年
）

と
同
様
に
世
界
遺
産
（
1
9
8
4
年
）
で
あ

る
自
由
の
女
神
の
足
場
が
有
名
で
す
。
自
由

の
女
神
は
、
ア
メ
リ
カ
の
独
立
1
0
0
周
年

を
祝
い
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
、
台
座
は
リ
チ
ャ
ー
ド
・
モ
リ
ス
・
ハ

ン
ト
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
こ
の
台
座
（
46
・

94
ｍ
）
は
ア
メ
リ
カ
が
建
設
し
、
1
8
8
6

年
に
完
成
し
ま
し
た
。
女
神
像
は
高
さ
46
・

05
ｍ
、
銅
31
t
で
、
デ
ザ
イ
ン
を
フ
レ
デ

リ
ク
・
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
バ
ル
ト
ル
デ
ィ

が
、
像
を
内
部
か
ら
支
持
す
る
鉄
骨
構
造

体
（
1
2
5
t
）
の
設
計
・
製
造
を
ギ
ュ

ス
タ
ー
ヴ
・
エ
ッ
フ
ェ
ル
が
担
当
し
ま
し

た
。
パ
リ
で
、
女
神
像
の
さ
ま
ざ
ま
な
部

分
を
鉄
骨
構
造
体
に
ボ
ル
ト
で
固
定
し
、

像
を
仮
組
み
し
、
同
時
期
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
リ
バ
テ
ィ
島
で
は
台
座
を
建
設

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
銅
製
の
女
神

像
を
3
5
0
に
分
解
し
2
1
4
の
木
箱

で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
鉄
骨
構
造
体
と
と

も
に
運
び
ま
す
。
リ
バ
テ
ィ
島
で
は
、
鉄

骨
構
造
体
を
組
み
上
げ
た
後
、
女
神
像
の

部
分
3
5
0
を
蒸
気
機
関
の
ク
レ
ー
ン
や

デ
リ
ッ
ク
で
吊
上
げ
、
足
場
を
用
い
ず
に

取
り
付
け
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
足
場
に

囲
わ
れ
た
自
由
の
女
神
で
1
8
8
0
年
代

の
写
真
は
、
パ
リ
で
像
を
仮
組
み
し
た
時

の
も
の
で
す
。
後
世
、
保
存
修
理
の
度

に
、
自
由
の
女
神
は
、
鉄
製
の
足
場
で
囲

わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
建
築
工
事
、
特
に
、
文

化
遺
産
の
保
存
修
理
工
事
に
は
、
そ
の

時
々
の
最
高
の
建
築
技
術
と
、
そ
れ
を
お

膳
立
て
す
る
仮
設
足
場
の
技
術
が
駆
使
さ

れ
て
い
ま
す
。

足
場
の
役
割

足
場
は
、
墜
落
、
転
落
に
よ
る
労
働
災

害
の
防
止
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
作
業
の

効
率
化
、
合
理
化
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
単
管
足
場
、
枠
組
足
場
は
、
何

度
も
リ
ユ
ー
ス
さ
れ
、
環
境
問
題
に
も
有

効
で
す
。

足
場
に
お
け
る
環
境
保
護
の
問
題
提
起

は
、
丸
太
足
場
か
ら
単
管
、
枠
組
足
場
へ

の
移
行
す
る
前
と
後
に
お
い
て
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
丸
太
足
場
の
み
で
あ
っ

た
日
本
に
、
戦
後
、
単
管
足
場
、
枠
組
足

場
が
輸
入
さ
れ
、
国
内
製
造
さ
れ
始
め
た

1
9
5
0
年
代
、
鉄
製
足
場
の
普
及
に
加

え
、
林
野
庁
が
森
林
資
源
保
護
か
ら
木
材

資
源
利
用
合
理
化
推
進
方

策
を
進
め
た
た
め
、
脱
・

丸
太
足
場
が
加
速
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
反
し
て
、
木

材
輸
入
の
自
由
化
や
化
石

燃
料
の
利
用
拡
大
は
木
材

需
要
を
著
し
く
減
少
さ
せ
、

そ
の
後
、
林
業
は
衰
退
し
、

森
林
は
放
置
、
荒
廃
し
て

い
き
ま
し
た
。
近
年
、
森

林
の
再
生
に
て
、
間
伐
材

の
積
極
的
な
利
用
が
叫
ば

れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
特
に
、
間

伐
材
の
丸
太
足
場
利
用
は
、

自
由
度
が
高
く
、
柔
ら
く
、

建
物
に
傷
を
つ
け
る
こ
と
も

少
な
い
な
ど
利
点
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
木
材
は
、
鋼

管
に
比
べ
、
均
質
で
は
な
く
、
劣
化
し
や

す
く
、
信
頼
度
に
お
い
て
劣
り
、
か
つ
法

規
制
に
よ
っ
て
、
そ
の
使
用
範
囲
は
、
小

規
模
な
建
物
、
あ
る
い
は
、
寺
社
仏
閣
な

ど
に
限
ら
れ
、
丸
太
足
場
へ
の
回
帰
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
単
管
、
枠
組
足
場
に
お
け
る
レ

ン
タ
ル
、
リ
ユ
ー
ス
を
原
則
と
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
・
モ
デ
ル
は
、
現
代
社
会
に
と
っ
て

も
っ
と
も
先
進
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
構
造
と
い

え
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
命
の
尊
重
を
基
本

に
、
生
産
性
の
向
上
か
つ
社
会
資
産
の
活

用
、
環
境
問
題
へ
の
寄
与
を
十
分
に
果
た

し
て
い
ま
す
。

足
場
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
の
か

足
場
の
組
立
は
、
施
工
開
始
に
当
た
り
、

建
設
会
社
が
仮
設
機
材
の
リ
ー
ス
・
レ
ン

タ
ル
会
社
に
連
絡
し
、
必
要
な
機
材
を
用

意
し
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

リ
ー
ス
・
レ
ン
タ
ル
会
社
は
常
に
一
定
数

の
仮
設
機
材
を
保
有
し
て
お
り
、
そ
こ
か

ら
現
場
に
貸
し
出
し
ま
す
。
自
社
で
仮
設

機
材
を
購
入
し
常
備
し
て
い
る
建
設
会
社

も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
自
前
で
用
意
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
建
設
が
終
わ
る
と
、

リ
ー
ス
・
レ
ン
タ
ル
会
社
が
機
材
を
引
き

上
げ
、
そ
の
状
態
を
確
認
し
な
が
ら
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
し
、
す
ぐ
に
貸
し
出
せ
る
よ

う
に
準
備
し
ま
す
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
し

よ
う
が
な
い
場
合
に
は
廃
棄
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
な
お
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
足

り
な
く
な
っ
た
機
材
は
、
製
造
メ
ー
カ
ー

よ
り
購
入
し
ま
す
。

目
的
は
労
働
災
害
の
防
止
と

施
工
の
円
滑
化

今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
一
般
社

団
法
人
仮
設
工
業
会
の
目
的
は
、
仮
設
構

造
物
に
か
か
わ
る
労
働
災
害
防
止
と
施
工

の
円
滑
化
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
仮
設
工
業
会
は
、
主
と
し
て
建
設
工

事
用
の
仮
設
構
造
物
お
よ
び
そ
の
構
成
機

材
に
つ
い
て
の
必
要
な
構
造
基
準
や
使
用

基
準
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
講
習
会
な

ど
を
通
し
て
そ
の
内
容
を
関
係
者
に
伝
え

る
ほ
か
、
仮
設
機
材
に
関
す
る
試
験
や
技

術
的
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
機

材
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
や
廃
棄
基
準
な

ど
も
定
め
、
こ
れ
ら
の
基
準
を
適
正
に
運

用
し
て
い
る
リ
ー
ス
・
レ
ン
タ
ル
会
社
の

機
材
セ
ン
タ
ー
を
認
定
す
る
「
適
用
工
場

制
度
」
な
ど
も
設
け
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

大
型
化
と
高
機
能
化

基
本
的
に
成
熟
し
た
足
場
の
市
場
で
す

が
、
今
後
の
足
場
と
し
て
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
3
つ
あ
り
ま
す
。

1
．
サ
イ
ズ

現
在
一
般
に
使
わ
れ
て
い
る
足
場
の
1

層
の
高
さ
は
1
7
0
0
㎜
が
標
準
に
な

っ
て
い
ま
す
。
欧
米
で
は
1
9
0
0
㎜

が
標
準
で
あ
り
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
か

ら
足
場
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
際
も

1
9
0
0
㎜
だ
っ
た
の
で
す
が
、
重
量

の
問
題
な
ど
も
あ
り
、
日
本
で
は

1
7
0
0
㎜
が
標
準
と
し
て
定
着
し
て

い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
機
材
の
軽
量

化
や
日
本
人
の
平
均
身
長
が
高
く
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
1
層
1
9
0
0
㎜
機

材
が
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

2
．
足
場
の
多
機
能
化

足
場
に
昇
降
さ
せ
る
機
能
を
持
た
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
建
設
の
円
滑
化
を
図
ろ

う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。
主
に
大

型
の
既
存
建
築
物
の
外
壁
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

3
．
素
材

足
場
の
素
材
と
し
て
、
古
く
は
木
、
最

近
で
は
鉄
や
ア
ル
ミ
が
一
般
的
で
す
。

そ
れ
に
加
え
、
最
近
で
は
F
R
P
の
パ

イ
プ
も
発
売
さ
れ
、
仮
設
工
業
会
で
承

認
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
感
電
が

懸
念
さ
れ
る
現
場
で
は
木
材
丸
太
が
使

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
木
材

は
耐
久
性
に
問
題
が
あ
り
、
近
年
は
入

手
も
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に

代
わ
る
材
料
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
開
発
さ
れ
た
の
が
非
電

導
、
高
強
度
で
、
し
か
も
軽
量
な

F
R
P
製
の
足
場
で
す
。

本
設
と
現
場
シ
ー
ト
の
間
が
活
躍
の
場

一
般
社
団
法
人
仮
設
工
業
会
は
、
設

立
の
目
的
が
労
働
災
害
防
止
と
あ
る
こ

と
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
厚
生
労
働
省

と
関
連
の
深
い
団
体
で
す
。
国
土
交
通
省

系
の
外
郭
団
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

1
9
6
7
年
に
任
意
団
体
と
し
て
発
足
し

た
翌
年
の
1
9
6
8
年
、
労
働
大
臣
の
許

可
で
社
団
法
人
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
を
象
徴
す
る
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

が
、
建
設
現
場
で
シ
ー
ト
の
外
側
に
架
け

ら
れ
て
い
る
ア
サ
ガ
オ
で
す
。
落
下
物
か

ら
通
行
す
る
人
を
守
る
斜
め
に
架
け
ら
れ

た
柵
で
す
が
、
建
設
に
携
わ
る
労
働
者
を

守
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
管
轄
は

国
交
省
な
の
で
す
。
足
場
の
内
側
は
厚
生

労
働
省
の
規
制
に
よ
り
守
ら
れ
ま
す
。
仮

設
工
業
会
の
制
度
対
象
と
な
る
機
材
の
多

く
は
本
設
と
現
場
シ
ー
ト
の
間
の
部
分
に

な
り
ま
す
。

建
設
現
場
に
欠
か
せ
な
い
足
場
で
す

が
、
そ
の
徹
底
し
た
標
準
化
に
は
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
リ
ユ
ー

ス
の
市
場
も
完
成
し
て
お
り
、
同
じ
く
リ

ユ
ー
ス
で
き
る
こ
と
を
メ
リ
ッ
ト
と
す
る

ア
ル
ミ
を
扱
う
エ
コ
ム
ス
に
と
っ
て
も
大

い
に
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
か
つ

て
は
3
K
な
ど
と
も
呼
ば
れ
た
建
設
現
場

で
す
が
、
そ
こ
に
き
わ
め
て
環
境
に
や
さ

し
い
、
時
代
の
最
先
端
を
歩
む
製
品
が
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

ecoms 45 27ecoms 4528

姫路城・昭和の大修理　
姫路市立城郭研究室所蔵

姫路城・平成の大修理　
姫路市観光交流局姫路城総合管理室蔵

工事現場の“アサガオ”

足
場

　成
熟
し
た
リ
ー
ス
・
レ
ン
タ
ル
市
場
に
学
ぶ

Assemblage of the Statue of Liberty in Paris. 1883
撮影：Albert Fernique　
所蔵：The New York Public Library

徹
底
し
た
標
準
化
と
管
理
体
制
の
下
、
進
化
を
続
け
る
建
設
足
場
に
つ
い
て
、

一
般
社
団
法
人
仮
設
工
業
会
、
調
査
・
研
究
課
長
の
鈴
木
正
雄
さ
ま
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

縄文弥生古墳飛鳥奈良平安鎌倉室町江戸明治大正昭和 安土
桃山

紀元前
170C

紀元前
120C

紀元前
6C71079411851336157316031868191219261945

6C
末

3C
後半

エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
関
し
て

ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
足
場
の
こ
と
を
記
述
す
る

紀元前
2600

万
里
の
長
城

紀元前
220

自
由
の
女
神
の
パ
リ
で
の

仮
組
み
に
て
丸
太
足
場
を
使
用

1883
Ｄ・Ｐ・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
鋼
管
の

固
定
具
の
特
許
出
願
、製
造
開
始

1906
Ｄ・
Ｅ・
ビ
テ
ィ
が
ア
メ
リ
カ
で

枠
組
足
場
の
特
許
出
、製
造
開
始

1938
コ
ロ
ッ
セ
オ
に
木
足
場
の
穴
が
あ
る

80

官
衛
遺
構
に
足
場
穴
700
年代

竹
取
物
語
に
麻
柱（
足
場
・
高
い
所
に
登
る
の
意
）

が
記
述
さ
れ
る
１０Ｃ
半ば

歌
川
貞
秀
の
真
柴
久
吉
公
播
州
姫
路
城
郭
築
之
図
に
筋
交
、

足
場
板
な
ど
の
丸
太
足
場
が
描
か
れ
る
1800
年頃

歌
川
広
重
の
東
海
道
五
十
三
次
・
吉
田
に

丸
太
足
場
が
描
か
れ
る
1834

姫
路
城
修
理
に
丸
太
足
場
の
使
用
1934

葛
飾
北
斎
の
富
嶽
百
景
・
足
代
の
不
二
に

丸
太
足
場
の
左
官
職
人
が
描
か
れ
る
1850

衣
喰
住
之
内
家
職
幼
絵
解
之
図
に

丸
太
足
場
、鳶
人
足
が
描
か
れ
る
1873

明
治
屋
本
店
の
建
築
工
事
に
て
鉄
筋
を
曲
げ
て

ボ
ル
ト
、ナ
ッ
ト
で
締
め
て
鋼
管
足
場
の
使
用
1931

金
龍
山
浅
草
寺
五
重
塔
の
修
復
工
事
に
丸
太
足
場
を
採
用
、

足
場
を
利
用
し
有
料
に
て
物
見
に
利
用
1886

松
崎
天
神
縁
起
絵
巻
に
北
野
神
社
建
立
の

丸
太
足
場
が
描
か
れ
る
947

現代 近代 近世 中世 古代

積み上げた日干レンガ、砂礫や加工した丸太、竹

加工した丸太鋼管、丸太

鋼管（中国等では竹）

ラ
ス
コ
ー
の
洞
窟
壁
画
の
周
辺
に

足
場
用
の
穴
が
あ
る

紀元前
170C
以前

労
働
基
準
法
の
成
立
・

労
働
安
全
衛
生
規
則
と

事
業
付
属
寄
宿
舎
規
定
を
統
合

1947

東
京
・
大
手
町
に
て
足
場
シ
ー
ト
を

張
っ
た
枠
組
足
場
が
風
で
倒
壊

1978

建
枠
日
本
人
向
け
h
＝
1
6
0
0
の

枠
組
足
場
を
開
発

布
枠（
鋼
製
布
板
）を
開
発

1960

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
建
設
に
て
５０
m
以
上
は

地
上
で
鉄
骨
柱
に
取
付
け
、吊
上
げ

設
置
す
る
外
周
部
特
殊
足
場
を
使
用

2012
2月

国
内
初
の
建
枠
の
輸
入

1953
9月

国
内
初
の
建
枠
の
製
造

1953
2月

現
在
と
同
型
の
ク
ラ
ン
プ
の
製
造
開
始

1955

く
さ
び
式
足
場
の
製
造
開
始

1979

Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
鋼
管
足
場
の
規
格
を
制
定

1957

国
内
で
ク
ラ
ン
プ
の
製
造

1954
2月

国
内
初
の
鋼
製
脚
立
の
製
造

11月
枠
組
足
場
の
製
造
開
始

7月
南
海
通
商
ビ
ル
に
て
国
内
初
製
造
の

パ
イ
プ
サ
ポ
ー
ト
を
使
用

8月
東
京
産
業
会
館
に
て

国
産
の
ク
ラ
ン
プ
を
使
用
し
た

単
管
足
場
を
使
用

4月
東
京
タ
ワ
ー
の
支
柱
交
換
に
て

Ｆ
Ｒ
Ｐ
パ
イ
プ
足
場
の
使
用

4月

労働基準法労働安全衛生法
一般社団法人 仮設工業会の資料を元に作成



増減動
が可能なシステム

t2

は
、
そ
の
時
々
の
要
請
に
て
、
離
合
集

散
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
t2

は
、
鉄
骨
構

造
体
な
ど
の
ス
ケ
ル
ト
ン
に
、
異
な
る
機

能
の
複
数
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
イ
ン
フ
ィ
ル
と

し
て
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
一
戸
建
住

宅
、
あ
る
い
は
集
合
住
宅
の
１
住
戸
と
な

り
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
居
住
す
る

家
族
の
構
成
人
数
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の

変
化
に
伴
い
、
ユ
ニ
ッ
ト
を
増
減
、
組
み

換
え
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
居
住
す
る
家

族
が
別
の
家
族
に
変
わ
る
こ
と
に
も
同
様

に
対
応
で
き
、
ユ
ニ
ッ
ト
す
べ
て
を
入
れ

換
え
る
な
ら
ば
、
新
築
と
呼
べ
る
状
態
に

な
り
ま
す
。

t2

「
住
む
た
め
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
」
は
、

「
増
や
せ
る
。
減
ら
せ
る
。
動
か
せ
る
。」

を
可
能
と
し
、
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
を
具
現
化

す
る
の
で
す
。

世
界
基
準
を
目
指
し
た
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム

メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
（
新
陳
代
謝
）
と
は
、

１
９
５
９
年
に
当
時
、
若
手
建
築
家
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
菊
竹
清
訓
、
黒
川
紀
章

な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
興
し
た
建
築
運
動

で
す
。
産
業
の
再
編
成
や
都
市
の
膨
張
な

ど
の
社
会
の
変
化
に
対
し
て
、
都
市
や
建

築
も
有
機
的
に
成
長
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
を
理
念
と
し
て
い
ま
し
た
。

メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
が
提
唱
さ
れ
た
１
９
５

９
年
は
、
朝
鮮
戦
争
の
特
需
を
機
と
す
る

高
度
成
長
期
（
1
9
5
4
年
12
月
か
ら

1
9
7
3
年
11
月
ま
で
）
の
初
期
に
当
た

り
、
重
化
学
工
業
を
は
じ
め
と
す
る
設
備

投
資
や
技
術
革
新
に
よ
っ
て
日
本
国
土
が

成
長
、
変
革
す
る
只
中
に
あ
り
ま
し
た
。

68
年
に
は
、
国
力
と
し
て
、
国
民
総
生
産

（
G
N
P
）
が
当
時
の
西
ド
イ
ツ
を
抜
き

世
界
第
2
位
と
な
り
、
世
界
基
準
を
達
成
、

い
や
、
超
え
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
経
済

優
先
は
、
後
の
時
代
に
、
農
村
社
会
の
過

疎
化
、
高
齢
化
や
四
大
公
害
な
ど
の
自
然

環
境
破
壊
、
乱
開
発
に
よ
る
住
環
境
の
悪

化
な
ど
と
い
う
負
の
遺
産
を
残
し
ま
し
た
。

メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
は
、
こ
れ
に
対
し
て
「
機

械
の
原
理
」
か
ら
「
生
命
の
原
理
」
へ
の

転
換
を
唱
え
る
、
高
度
経
済
成
長
へ
の
警

鐘
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
に
参
加
し
た
建

築
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
は
、
1
9
6
0

年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
世
界
デ
ザ
イ
ン

会
議
の
た
め
に
召
集
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
で

す
。
彼
ら
は
明
治
の
開
国
以
来
、
日
本
近

代
建
築
が
海
外
の
模
倣
で
あ
っ
た
と
し
た

上
で
、
欧
米
か
ら
集
ま
っ
た
ル
イ
ス
・
カ

ー
ン
、
ピ
ー
タ
ー
・
ス
ミ
ッ
ソ
ン
、
ミ
ノ

ル
・
ヤ
マ
サ
キ
な
ど
に
『
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム

1
9
6
0
／
未
来
の
都
市
』
を
配
布
、
発

表
し
、
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
を
世
界
に
向
け
て

宣
言
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
彼
ら
は
、
64

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
70
年
の
大
阪

万
国
博
覧
会
な
ど
「
祭
り
の
場
」
で
未
来

t2
の
原
点

t2 transfer technology unit

の

発
想
の
原
点
に
は
、
鴨
長
明
の
方
丈
が
あ

り
ま
す
。
１
２
０
８
年
、
京
都
山
科
の
日

野
山
に
、
１
丈
四
方
の
庵
と
し
て
建
て
ら

れ
、『
方
丈
記
』
を
書
い
た
場
所
と
し
て

有
名
で
す
。
方
丈
は
、
鴨
長
明
が
１
人
で

暮
ら
す
た
め
に
相
応
な
大
き
さ
で
、
移
築

解
体
を
前
提
と
し
た
も
の
で
し
た
。
鴨
長

明
は
、
方
丈
を
、
あ
る
と
こ
ろ
で
使
い
、

そ
れ
が
終
わ
る
と
解
体
し
違
う
場
所
に
移

し
て
、
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、

移
築
解
体
可
能
な
プ
レ
フ
ァ
ブ
建
築
で
あ

る
ミ
ニ
マ
ル
ハ
ウ
ス
の
在
り
方
と
、
居
住

す
る
土
地
や
建
物
＝
不
動
産
で
は
な
い
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
エ
コ
ム
ス
は
、
単
体
と
し
て

は
、
ミ
ニ
マ
ル
ハ
ウ
ス
で
、
か
つ
、
移
設

可
能
で
あ
る
こ
と
を
、
t2

「
住
む
た
め
の

プ
ロ
ダ
ク
ト
」
と
い
う
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
・

ユ
ニ
ッ
ト
で
実
現
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ミ
ニ
マ
ル
ハ
ウ
ス
で
あ
る
t2

の

単
体
ユ
ニ
ッ
ト
を
集
積
さ
せ
る
な
ら
ば
、

集
合
住
宅
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
建

築
と
し
て
は
、
中
銀
カ
プ
セ
ル
タ
ワ
ー
ビ

ル
が
有
名
で
、
こ
の
建
築
は
メ
タ
ボ
リ
ズ

ム
（
新
陳
代
謝
）
と
い
う
理
念
に
基
づ
い

て
い
ま
し
た
。
中
銀
カ
プ
セ
ル
タ
ワ
ー
ビ

ル
は
そ
の
理
念
に
も
か
か
わ
ら
ず
ユ
ニ
ッ

ト
の
交
換
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
で
す
が
、

光
園
（
64
年
）、
丹
下
健
三
の
静
岡
新
聞
・

静
岡
放
送
東
京
支
社
ビ
ル
（
67
年
）、
黒

川
紀
章
の
中
銀
カ
プ
セ
ル
タ
ワ
ー
ビ
ル

（
72
年
）
な
ど
は
い
ず
れ
も
一
品
生
産
的

な
作
品
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
工

場
生
産
の
建
築
で
名
高
い
ジ
ャ
ン
・
プ
ル

ー
ヴ
ェ
の
名
が
デ
ザ
イ
ン
会
議
参
加
リ
ス

ト
か
ら
漏
れ
る
な
ど
、
工
業
技
術
で
の
標

準
化
、
規
格
化
な
ど
へ
の
意
識
が
欠
け
て

い
た
こ
と
が
こ
の
よ
う
な
結
果
を
招
い
た

と
い
え
そ
う
で
す
。

21
世
紀
に
入
り
、
レ
ム
・
コ
ー
ル
ハ
ー

ス
が
著
作
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ジ
ャ
パ
ン 

メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
は
語
る
』
を
発
表
し
た
の

を
契
機
に
、
現
在
、
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
が
見

直
さ
れ
て
い
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
は
、

日
本
の
建
築
家
な
ど
が
世
界
基
準
を
目
指

し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

t2
に
よ
る

単
身
者
向
け
都
心
立
地
集
合
住
宅
と

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
規
制

t2

に
よ
る
本
格
的
な
建
築
物
は
、
静
岡

事
業
所
実
験
棟
で
、
12
年
11
月
に
仮
設
建

築
と
し
て
竣
工
し
ま
し
た
。
昨
年
末
で
居

住
実
験
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
い
ず
れ

解
体
し
、
12
の
t2

ユ
ニ
ッ
ト
は
、「
増
や

せ
る
。
減
ら
せ
る
。
動
か
せ
る
。」「
住
む

た
め
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
」
と
し
て
リ
ユ
ー
ス

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

実
験
棟
は
、
仮
設
で
な
け
れ
ば
で
す
が
、

立
地
か
ら
、
社
員
寮
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
を
東
京
の
都
心
地
区
に
立
地
さ
せ
る

な
ら
ば
、
単
身
者
向
け
都
心
立
地
集
合
住

宅
、
い
う
な
れ
ば
中
銀
カ
プ
セ
ル
タ
ワ
ー

ビ
ル
そ
の
も
の
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

立
地
条
件
な
ど
に
よ
り
制
約
は
受
け
ま
す

が
、
t2

と
い
う
工
場
生
産
さ
れ
た
ア
ル

ミ
・
ユ
ニ
ッ
ト
に
て
増
減
動
が
可
能
と
な

り
、
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
を
具
現
化
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
、
中
銀
カ
プ
セ
ル
タ
ワ

ー
ビ
ル
を
計
画
し
て
も
、
下
記
の
よ
う
な

中
央
区
の
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
規
制

に
よ
っ
て
建
設
は
で
き
ま
せ
ん
。

〈
中
央
区
の
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
規
制
〉

地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
、
共
同

住
宅
の
う
ち
住
戸
数
が
10
戸
以
上
と
な
る

計
画
の
場
合
は
、
中
央
区
地
区
計
画
の
区

域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

条
例
に
よ
り
、
下
記
に
該
当
す
る
建
築
物

は
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
40
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
住
戸
（
定
住

型
住
宅
）
の
床
面
積
の
合
計
が
、
住
宅

の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
（
容

積
対
象
面
積
）
の
1
／
3
未
満
の
建
物

・ 

定
住
型
住
宅
以
外
の
住
戸
に
お
い
て
は
、

住
戸
の
床
面
積
の
最
低
規
模
が
25
平
方

メ
ー
ト
ル
未
満
の
建
物

ま
た
、
地
区
計
画
の
区
域
外
に
お
い
て

も
、
同
様
の
規
定
を
市
街
地
開
発
事
業
指

導
要
綱
で
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
規
制
は
、
東
京
23
区
（
表

を
参
考
）
の
み
な
ら
ず
、
地
方
の
核
都
市

に
も
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

規
制
対
象
で
あ
る
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ

ョ
ン
は
、
戦
後
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
出
現
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
供
給
さ
れ
た
時
代
に
よ
っ
て
、
次
の

よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
規
制
の
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

を
描
い
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、

電
通
・
吉
田
4
代
目
社
長
よ
り
旧
電
通
本

社
ビ
ル
建
替
え
の
計
画
を
依
頼
さ
れ
た
丹

下
健
三
が
築
地
地
区
に
超
高
層
ビ
ル
を
複

数
建
て
て
空
中
回
廊
で
結
ぶ
築
地
再
開
発

計
画
（
64
年
）
を
発
表
す
る
な
ど
、
バ
ブ

ル
的
な
側
面
も
あ
り
ま
し
た
。
加
え
て
、

そ
の
代
表
作
と
い
わ
れ
る
菊
竹
清
訓
の
東

その8

前号では、t2の16年春以降の販売開始の発表とその可能性について、
紹介しました。今回より、先達の建築的な挑戦とともに、t2の原点、そして、
その可能性をより具体的に解説します。

前号では、t2の16年春以降の販売開始の発表とその可能性について、
紹介しました。今回より、先達の建築的な挑戦とともに、t2の原点、そして、
その可能性をより具体的に解説します。

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
東
京
23
区
の

大
半
を
占
め
る
防
火
地
域
で
も
、
延
焼
の

お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
関
わ
ら
ず
、
1
時

間
耐
火
の
ス
ケ
ル
ト
ン
（
構
造
体
）
に
t2

ユ
ニ
ッ
ト
を
イ
ン
フ
ィ
ル
と
し
て
設
置
し

た
耐
火
建
築
物
と
し
て
、
4
階
建
て
ま
で

建
築
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
t2

ユ
ニ
ッ
ト
は
床
面
積
9
・
24
㎡
の
た
め
、

t2

・
単
身
者
向
け
都
心
立
地
集
合
住
宅
は
、

前
記
の
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
規
制
に

よ
っ
て
、
例
え
ば
、
東
京
都
中
央
区
で
は
、

9
戸
以
下
に
抑
え
ら
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち

t2

の
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
ユ
ニ

ッ
ト
3
戸
を
3
層
、
2
戸
を
4
層
と
な
り

ま
す
。

t2

・
1
ユ
ニ
ッ
ト
（
外
寸
・
2
3
4
0
㎜

×
4
5
5
0
㎜
）
は
、
4
t
ト
ラ
ッ
ク
に
積

載
可
能
で
あ
り
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
1
台
分

と
1
対
1
対
応
し
ま
す
。
つ
ま
り
3
台
の

駐
車
場
を
地
上
階
と
し
て
、
鉄
骨
構
造
体

の
2
階
以
降
に
、
t2

・
3
ユ
ニ
ッ
ト
を
3

層
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
全
戸
数

9
戸
の
t2

・
単
身
者
向
け
都
心
立
地
集
合

住
宅
を
、
3
台
の
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ

（
敷
地
20
〜
25
坪
、
避
難
通
路
の
確
保
が

必
要
）
の
上
空
に
建
設
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
東
京
都
に
存
在
す
る
空
き
家
、

約
75
万
戸
の
う
ち
、
居
住
世
帯
が
長
期
に

不
在
の
住
宅
や
建
て
替
え
な
ど
の
た
め
に

取
り
壊
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
、
賃
貸
用

で
は
な
い
住
宅
は
18
・
9
万
戸
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
多
く
が
、
老
朽
化
、
放
置
さ
れ

た
空
き
家
と
し
て
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
15
年
2
月
に

「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
が
施
行
さ
れ
、
所
有
者
の
自
主
的

な
解
体
や
自
治
体
の
強
制
的
な
解
体
に
よ

っ
て
小
規
模
宅
地
・
20
〜
25
坪
の
供
給
が

増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す

る
法
律
、
い
わ
ゆ
る
、
耐
震
改
修
促
進
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
13
年
11
月
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
対

象
で
あ
る
建
物
の
耐
震
改
修
や
建
て
替
え

が
多
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
ペ
ン
シ

ル
ビ
ル
な
ど
の
小
規
模
な
土
地
も
供
給
さ

70
年
代
前
半
か
ら
の

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
シ
ョ
ン

住
戸
が
事
務
所
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
、

居
住
者
以
外
の
人
び
と
の
出
入
り
が
多

く
な
り
、
同
マ
ン
シ
ョ
ン
の
居
住
者
や

近
隣
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。

80
年
後
半
、
す
な
わ
ち
、
バ
ブ
ル
期
の

リ
ー
ス
マ
ン
シ
ョ
ン

投
資
対
象
の
た
め
、
建
物
と
し
て
の
質

が
低
く
、
所
有
者
が
複
数
、
か
つ
所
有

者
と
居
住
者
が
異
な
る
こ
と
で
、
維
持

管
理
が
不
徹
底
と
な
り
、
建
物
の
劣
化

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

90
年
代
後
半
の

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
、
マ
ン
ス
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン

短
期
居
住
を
主
と
す
る
た
め
、
居
住
者

が
固
定
せ
ず
、
周
辺
地
域
社
会
と
折
り

合
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
を
引

き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
規
制
に
よ
っ
て
、
若
者

を
中
心
と
す
る
階
層
が
住
め
る
住
宅
が
不

足
す
る
と
い
う
逆
の
問
題
も
提
起
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

t2
に
よ
る
単
身
者
向
け

都
心
立
地
集
合
住
宅
の
可
能
性

t2

は
、
本
年
3
月
に
、
1
時
間
耐
火
・

耐
力
壁
の
国
土
交
通
大
臣
認
定
を
取
得
し

れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
t2

・
単
身
者
向
け
都
心

立
地
集
合
住
宅
は
、
既
存
に
あ
る
、
コ
イ

ン
パ
ー
キ
ン
グ
に
代
表
さ
れ
る
小
規
模
な

土
地
と
、
こ
れ
か
ら
供
給
が
増
加
す
る
で

あ
ろ
う
小
規
模
な
宅
地
、
土
地
に
対
し
て
、

有
効
な
土
地
利
用
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
は
、

「
増
や
せ
る
。
減
ら
せ
る
。
動
か
せ
る
。」

t2

「
住
む
た
め
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
」
に
と
っ

て
、
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
（
新
陳
代
謝
）
と
し

て
の
機
能
を
、
も
っ
と
も
発
揮
で
き
る
環

境
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

静岡新聞・静岡放送東京支社ビル
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t2

は
、
そ
の
時
々
の
要
請
に
て
、
離
合
集

散
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
t2

は
、
鉄
骨
構

造
体
な
ど
の
ス
ケ
ル
ト
ン
に
、
異
な
る
機

能
の
複
数
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
イ
ン
フ
ィ
ル
と

し
て
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
一
戸
建
住

宅
、
あ
る
い
は
集
合
住
宅
の
１
住
戸
と
な

り
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
居
住
す
る

家
族
の
構
成
人
数
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の

変
化
に
伴
い
、
ユ
ニ
ッ
ト
を
増
減
、
組
み

換
え
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
居
住
す
る
家

族
が
別
の
家
族
に
変
わ
る
こ
と
に
も
同
様

に
対
応
で
き
、
ユ
ニ
ッ
ト
す
べ
て
を
入
れ

換
え
る
な
ら
ば
、
新
築
と
呼
べ
る
状
態
に

な
り
ま
す
。

t2

「
住
む
た
め
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
」
は
、

「
増
や
せ
る
。
減
ら
せ
る
。
動
か
せ
る
。」

を
可
能
と
し
、
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
を
具
現
化

す
る
の
で
す
。

世
界
基
準
を
目
指
し
た
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム

メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
（
新
陳
代
謝
）
と
は
、

１
９
５
９
年
に
当
時
、
若
手
建
築
家
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
菊
竹
清
訓
、
黒
川
紀
章

な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
興
し
た
建
築
運
動

で
す
。
産
業
の
再
編
成
や
都
市
の
膨
張
な

ど
の
社
会
の
変
化
に
対
し
て
、
都
市
や
建

築
も
有
機
的
に
成
長
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
を
理
念
と
し
て
い
ま
し
た
。

メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
が
提
唱
さ
れ
た
１
９
５

９
年
は
、
朝
鮮
戦
争
の
特
需
を
機
と
す
る

高
度
成
長
期
（
1
9
5
4
年
12
月
か
ら

1
9
7
3
年
11
月
ま
で
）
の
初
期
に
当
た

り
、
重
化
学
工
業
を
は
じ
め
と
す
る
設
備

投
資
や
技
術
革
新
に
よ
っ
て
日
本
国
土
が

成
長
、
変
革
す
る
只
中
に
あ
り
ま
し
た
。

68
年
に
は
、
国
力
と
し
て
、
国
民
総
生
産

（
G
N
P
）
が
当
時
の
西
ド
イ
ツ
を
抜
き

世
界
第
2
位
と
な
り
、
世
界
基
準
を
達
成
、

い
や
、
超
え
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
経
済

優
先
は
、
後
の
時
代
に
、
農
村
社
会
の
過

疎
化
、
高
齢
化
や
四
大
公
害
な
ど
の
自
然

環
境
破
壊
、
乱
開
発
に
よ
る
住
環
境
の
悪

化
な
ど
と
い
う
負
の
遺
産
を
残
し
ま
し
た
。

メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
は
、
こ
れ
に
対
し
て
「
機

械
の
原
理
」
か
ら
「
生
命
の
原
理
」
へ
の

転
換
を
唱
え
る
、
高
度
経
済
成
長
へ
の
警

鐘
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
に
参
加
し
た
建

築
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
は
、
1
9
6
0

年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
世
界
デ
ザ
イ
ン

会
議
の
た
め
に
召
集
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
で

す
。
彼
ら
は
明
治
の
開
国
以
来
、
日
本
近

代
建
築
が
海
外
の
模
倣
で
あ
っ
た
と
し
た

上
で
、
欧
米
か
ら
集
ま
っ
た
ル
イ
ス
・
カ

ー
ン
、
ピ
ー
タ
ー
・
ス
ミ
ッ
ソ
ン
、
ミ
ノ

ル
・
ヤ
マ
サ
キ
な
ど
に
『
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム

1
9
6
0
／
未
来
の
都
市
』
を
配
布
、
発

表
し
、
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
を
世
界
に
向
け
て

宣
言
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
彼
ら
は
、
64

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
70
年
の
大
阪

万
国
博
覧
会
な
ど
「
祭
り
の
場
」
で
未
来

t2
の
原
点

t2 transfer technology unit

の

発
想
の
原
点
に
は
、
鴨
長
明
の
方
丈
が
あ

り
ま
す
。
１
２
０
８
年
、
京
都
山
科
の
日

野
山
に
、
１
丈
四
方
の
庵
と
し
て
建
て
ら

れ
、『
方
丈
記
』
を
書
い
た
場
所
と
し
て

有
名
で
す
。
方
丈
は
、
鴨
長
明
が
１
人
で

暮
ら
す
た
め
に
相
応
な
大
き
さ
で
、
移
築

解
体
を
前
提
と
し
た
も
の
で
し
た
。
鴨
長

明
は
、
方
丈
を
、
あ
る
と
こ
ろ
で
使
い
、

そ
れ
が
終
わ
る
と
解
体
し
違
う
場
所
に
移

し
て
、
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、

移
築
解
体
可
能
な
プ
レ
フ
ァ
ブ
建
築
で
あ

る
ミ
ニ
マ
ル
ハ
ウ
ス
の
在
り
方
と
、
居
住

す
る
土
地
や
建
物
＝
不
動
産
で
は
な
い
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
エ
コ
ム
ス
は
、
単
体
と
し
て

は
、
ミ
ニ
マ
ル
ハ
ウ
ス
で
、
か
つ
、
移
設

可
能
で
あ
る
こ
と
を
、
t2

「
住
む
た
め
の

プ
ロ
ダ
ク
ト
」
と
い
う
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
・

ユ
ニ
ッ
ト
で
実
現
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ミ
ニ
マ
ル
ハ
ウ
ス
で
あ
る
t2

の

単
体
ユ
ニ
ッ
ト
を
集
積
さ
せ
る
な
ら
ば
、

集
合
住
宅
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
建

築
と
し
て
は
、
中
銀
カ
プ
セ
ル
タ
ワ
ー
ビ

ル
が
有
名
で
、
こ
の
建
築
は
メ
タ
ボ
リ
ズ

ム
（
新
陳
代
謝
）
と
い
う
理
念
に
基
づ
い

て
い
ま
し
た
。
中
銀
カ
プ
セ
ル
タ
ワ
ー
ビ

ル
は
そ
の
理
念
に
も
か
か
わ
ら
ず
ユ
ニ
ッ

ト
の
交
換
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
で
す
が
、

光
園
（
64
年
）、
丹
下
健
三
の
静
岡
新
聞
・

静
岡
放
送
東
京
支
社
ビ
ル
（
67
年
）、
黒

川
紀
章
の
中
銀
カ
プ
セ
ル
タ
ワ
ー
ビ
ル

（
72
年
）
な
ど
は
い
ず
れ
も
一
品
生
産
的

な
作
品
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
工

場
生
産
の
建
築
で
名
高
い
ジ
ャ
ン
・
プ
ル

ー
ヴ
ェ
の
名
が
デ
ザ
イ
ン
会
議
参
加
リ
ス

ト
か
ら
漏
れ
る
な
ど
、
工
業
技
術
で
の
標

準
化
、
規
格
化
な
ど
へ
の
意
識
が
欠
け
て

い
た
こ
と
が
こ
の
よ
う
な
結
果
を
招
い
た

と
い
え
そ
う
で
す
。

21
世
紀
に
入
り
、
レ
ム
・
コ
ー
ル
ハ
ー

ス
が
著
作
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ジ
ャ
パ
ン 

メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
は
語
る
』
を
発
表
し
た
の

を
契
機
に
、
現
在
、
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
が
見

直
さ
れ
て
い
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
は
、

日
本
の
建
築
家
な
ど
が
世
界
基
準
を
目
指

し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

t2
に
よ
る

単
身
者
向
け
都
心
立
地
集
合
住
宅
と

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
規
制

t2

に
よ
る
本
格
的
な
建
築
物
は
、
静
岡

事
業
所
実
験
棟
で
、
12
年
11
月
に
仮
設
建

築
と
し
て
竣
工
し
ま
し
た
。
昨
年
末
で
居

住
実
験
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
い
ず
れ

解
体
し
、
12
の
t2

ユ
ニ
ッ
ト
は
、「
増
や

せ
る
。
減
ら
せ
る
。
動
か
せ
る
。」「
住
む

た
め
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
」
と
し
て
リ
ユ
ー
ス

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

実
験
棟
は
、
仮
設
で
な
け
れ
ば
で
す
が
、

立
地
か
ら
、
社
員
寮
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
を
東
京
の
都
心
地
区
に
立
地
さ
せ
る

な
ら
ば
、
単
身
者
向
け
都
心
立
地
集
合
住

宅
、
い
う
な
れ
ば
中
銀
カ
プ
セ
ル
タ
ワ
ー

ビ
ル
そ
の
も
の
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

立
地
条
件
な
ど
に
よ
り
制
約
は
受
け
ま
す

が
、
t2

と
い
う
工
場
生
産
さ
れ
た
ア
ル

ミ
・
ユ
ニ
ッ
ト
に
て
増
減
動
が
可
能
と
な

り
、
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
を
具
現
化
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
、
中
銀
カ
プ
セ
ル
タ
ワ

ー
ビ
ル
を
計
画
し
て
も
、
下
記
の
よ
う
な

中
央
区
の
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
規
制

に
よ
っ
て
建
設
は
で
き
ま
せ
ん
。

〈
中
央
区
の
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
規
制
〉

地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
、
共
同

住
宅
の
う
ち
住
戸
数
が
10
戸
以
上
と
な
る

計
画
の
場
合
は
、
中
央
区
地
区
計
画
の
区

域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

条
例
に
よ
り
、
下
記
に
該
当
す
る
建
築
物

は
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
40
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
住
戸
（
定
住

型
住
宅
）
の
床
面
積
の
合
計
が
、
住
宅

の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
（
容

積
対
象
面
積
）
の
1
／
3
未
満
の
建
物

・ 

定
住
型
住
宅
以
外
の
住
戸
に
お
い
て
は
、

住
戸
の
床
面
積
の
最
低
規
模
が
25
平
方

メ
ー
ト
ル
未
満
の
建
物

ま
た
、
地
区
計
画
の
区
域
外
に
お
い
て

も
、
同
様
の
規
定
を
市
街
地
開
発
事
業
指

導
要
綱
で
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
規
制
は
、
東
京
23
区
（
表

を
参
考
）
の
み
な
ら
ず
、
地
方
の
核
都
市

に
も
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

規
制
対
象
で
あ
る
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ

ョ
ン
は
、
戦
後
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
出
現
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
供
給
さ
れ
た
時
代
に
よ
っ
て
、
次
の

よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
規
制
の
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

を
描
い
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、

電
通
・
吉
田
4
代
目
社
長
よ
り
旧
電
通
本

社
ビ
ル
建
替
え
の
計
画
を
依
頼
さ
れ
た
丹

下
健
三
が
築
地
地
区
に
超
高
層
ビ
ル
を
複

数
建
て
て
空
中
回
廊
で
結
ぶ
築
地
再
開
発

計
画
（
64
年
）
を
発
表
す
る
な
ど
、
バ
ブ

ル
的
な
側
面
も
あ
り
ま
し
た
。
加
え
て
、

そ
の
代
表
作
と
い
わ
れ
る
菊
竹
清
訓
の
東

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
東
京
23
区
の

大
半
を
占
め
る
防
火
地
域
で
も
、
延
焼
の

お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
関
わ
ら
ず
、
1
時

間
耐
火
の
ス
ケ
ル
ト
ン
（
構
造
体
）
に
t2

ユ
ニ
ッ
ト
を
イ
ン
フ
ィ
ル
と
し
て
設
置
し

た
耐
火
建
築
物
と
し
て
、
4
階
建
て
ま
で

建
築
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
t2

ユ
ニ
ッ
ト
は
床
面
積
9
・
24
㎡
の
た
め
、

t2

・
単
身
者
向
け
都
心
立
地
集
合
住
宅
は
、

前
記
の
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
規
制
に

よ
っ
て
、
例
え
ば
、
東
京
都
中
央
区
で
は
、

9
戸
以
下
に
抑
え
ら
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち

t2

の
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
ユ
ニ

ッ
ト
3
戸
を
3
層
、
2
戸
を
4
層
と
な
り

ま
す
。

t2

・
1
ユ
ニ
ッ
ト
（
外
寸
・
2
3
4
0
㎜

×
4
5
5
0
㎜
）
は
、
4
t
ト
ラ
ッ
ク
に
積

載
可
能
で
あ
り
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
1
台
分

と
1
対
1
対
応
し
ま
す
。
つ
ま
り
3
台
の

駐
車
場
を
地
上
階
と
し
て
、
鉄
骨
構
造
体

の
2
階
以
降
に
、
t2

・
3
ユ
ニ
ッ
ト
を
3

層
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
全
戸
数

9
戸
の
t2

・
単
身
者
向
け
都
心
立
地
集
合

住
宅
を
、
3
台
の
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ

（
敷
地
20
〜
25
坪
、
避
難
通
路
の
確
保
が

必
要
）
の
上
空
に
建
設
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
東
京
都
に
存
在
す
る
空
き
家
、

約
75
万
戸
の
う
ち
、
居
住
世
帯
が
長
期
に

不
在
の
住
宅
や
建
て
替
え
な
ど
の
た
め
に

取
り
壊
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
、
賃
貸
用

で
は
な
い
住
宅
は
18
・
9
万
戸
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
多
く
が
、
老
朽
化
、
放
置
さ
れ

た
空
き
家
と
し
て
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
15
年
2
月
に

「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
が
施
行
さ
れ
、
所
有
者
の
自
主
的

な
解
体
や
自
治
体
の
強
制
的
な
解
体
に
よ

っ
て
小
規
模
宅
地
・
20
〜
25
坪
の
供
給
が

増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す

る
法
律
、
い
わ
ゆ
る
、
耐
震
改
修
促
進
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
13
年
11
月
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
対

象
で
あ
る
建
物
の
耐
震
改
修
や
建
て
替
え

が
多
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
ペ
ン
シ

ル
ビ
ル
な
ど
の
小
規
模
な
土
地
も
供
給
さ

70
年
代
前
半
か
ら
の

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
シ
ョ
ン

住
戸
が
事
務
所
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
、

居
住
者
以
外
の
人
び
と
の
出
入
り
が
多

く
な
り
、
同
マ
ン
シ
ョ
ン
の
居
住
者
や

近
隣
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。

80
年
後
半
、
す
な
わ
ち
、
バ
ブ
ル
期
の

リ
ー
ス
マ
ン
シ
ョ
ン

投
資
対
象
の
た
め
、
建
物
と
し
て
の
質

が
低
く
、
所
有
者
が
複
数
、
か
つ
所
有

者
と
居
住
者
が
異
な
る
こ
と
で
、
維
持

管
理
が
不
徹
底
と
な
り
、
建
物
の
劣
化

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

90
年
代
後
半
の

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
、
マ
ン
ス
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン

短
期
居
住
を
主
と
す
る
た
め
、
居
住
者

が
固
定
せ
ず
、
周
辺
地
域
社
会
と
折
り

合
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
を
引

き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
規
制
に
よ
っ
て
、
若
者

を
中
心
と
す
る
階
層
が
住
め
る
住
宅
が
不

足
す
る
と
い
う
逆
の
問
題
も
提
起
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

t2
に
よ
る
単
身
者
向
け

都
心
立
地
集
合
住
宅
の
可
能
性

t2

は
、
本
年
3
月
に
、
1
時
間
耐
火
・

耐
力
壁
の
国
土
交
通
大
臣
認
定
を
取
得
し

れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
t2

・
単
身
者
向
け
都
心

立
地
集
合
住
宅
は
、
既
存
に
あ
る
、
コ
イ

ン
パ
ー
キ
ン
グ
に
代
表
さ
れ
る
小
規
模
な

土
地
と
、
こ
れ
か
ら
供
給
が
増
加
す
る
で

あ
ろ
う
小
規
模
な
宅
地
、
土
地
に
対
し
て
、

有
効
な
土
地
利
用
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
は
、

「
増
や
せ
る
。
減
ら
せ
る
。
動
か
せ
る
。」

t2

「
住
む
た
め
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
」
に
と
っ

て
、
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
（
新
陳
代
謝
）
と
し

て
の
機
能
を
、
も
っ
と
も
発
揮
で
き
る
環

境
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中銀カプセルタワービル（設計：黒川紀章建築都市設計事務所、1972年）　撮影：大橋富夫

千代田区
■専有面積25㎡以上 
■総戸数20戸以上の場合、住戸（40㎡以上）の専有面積の合計が全住戸の専有面積の合計の1/3以上 指導要綱

中央区 ■住宅戸数10戸以上の場合、40㎡以上の住戸の合計面積が全体の1/3以上・その余りの住戸は25㎡以上。 条例

港区
総戸数7戸以上対象 ■専有面積20㎡以上（商業地域）、25㎡以上（商業地域外） 
■総戸数30㎡以上の場合は用途地域区分に応じた家族向け住戸併設

条例

新宿区
階数3以上、専有面積30㎡未満、総戸数10戸以上対象 ■専有面積25㎡以上 
■住戸数30戸以上の場合は、用途地域区分に応じた40㎡以上の住戸を併設

条例

文京区
総戸数10戸以上対象 ■専有面積25㎡以上 
■総戸数15戸を超える場合は、総戸数から15を減じた数の1/2以上を40㎡以上の住戸を併設
※平成25年4月1日改正に伴い、対象基準であった、3階以上が廃止）

条例

台東区 総戸数10戸以上対象 ■専有面積25㎡以上 15～49戸の場合は、総戸数の1/3以上の住戸（40㎡以上）を併設、
または建物の高さが40mを超えたら、1/9以上の住戸（50㎡以上）を併設

条例

墨田区
階数3以上、総戸数10戸以上、又は総戸数15戸以上対象 ■専有面積25㎡以上 
■住戸数が25戸以上の場合は、総戸数の30％以上の住戸（40㎡以上）を併設

条例

江東区 階数3以上、総戸数15戸以上対象 ■専有面積25㎡以上 条例

品川区
階数3以上、15戸以上且つその数が住戸の総戸数の3分の1以上が対象 
■必ず床面積40㎡以上の住戸を併設（用途地域により、その数は異なる。）

指導要綱

目黒区
階数3以上、床面積40㎡未満、総戸数10戸以上対象 ■専有面積25㎡以上 
■30戸を超える場合、（ワンルーム戸数-29戸）×1/2は40㎡以上で平均55㎡以上の住戸を併設。

条例

大田区 総戸数15戸以上が対象 ■専有面積25㎡以上 ■30戸以上の場合、用途地域に応じて40㎡以上の住戸を併設。 条例

世田谷区
階数3以上、総戸数12戸（住宅系地域）、総戸数15戸以上（商業系地域）が対象 ■専有面積25㎡以上 
■総戸数が30戸を超え、且つ延べ床面積1,500㎡以上の場合、一定の住戸については
住戸専用面積を40㎡とし、且つ住戸専用面積の合計を当該住戸の数で除して得た面積が50㎡以上

条例

渋谷区
33㎡未満、 総戸数15戸以上が対象 ■専有面積28㎡以上 
■50㎡以上の住戸を併設 商業地域：（総戸数-15）×1/3以上、商業地域以外（総戸数-15）×1/2以上

条例

中野区 階数3以上、且つ総戸数12戸以上が対象 ■専有面積25㎡以上 
■一定数のファミリー住戸を併設：（総戸数-１１）×1/2を、４０㎡以上で複数の居室を持つ住戸とする

条例

杉並区 階数3以上、総戸数20戸以上が対象 ■専有面積25㎡以上 
■住戸数20戸を超える場合、超える部分の1/2以上を40㎡以上の住戸とする

指導要綱

豊島区
階数3以上、且つ総戸数15戸以上が対象 ■専有面積20㎡以上 
■30㎡未満住戸には1戸当たり約50万円の税金を建築主に課税

条例

北区
階数3以上、総戸数15戸以上が対象 
■専有面積25㎡以上、40㎡未満の住居が30戸以上含む場合、
超える部分に関しては55㎡以上の住居を1/2以上設置すること

条例

荒川区 総戸数15戸以上が対象 ■総戸数が30戸以上の場合、50㎡以上の住居を1/2以上設置すること 条例

板橋区 階数3以上、総戸数15戸以上が対象 
■専有面積25㎡以上、総戸数30戸以上の場合、1/3を55㎡以上、もしくはバリアフリー基準居室とすること。 条例

練馬区 専有面積30㎡未満、総戸数20戸以上が対象 ■専有面積25㎡以上 条例

足立区 階数3以上、15戸以上が対象 ■専有面積25㎡以上、40㎡未満の部屋は29戸までとし、超える場合には、
同数の75㎡以上の部屋を同数設置すること。※交通利便地域内は39戸まで

指導要綱

葛飾区
階数3以上、15戸以上が対象 ■15戸-29戸の場合、住戸数の1/2以上を専用面積55㎡以上、
30戸以上は平均65㎡以上、2/10を75㎡以上、3/10を55㎡以上、5/10を25㎡以上とする。

指導要綱

江戸川区
階数3以上、10戸以上が対象 ■15戸未満の場合、専用面積平均30㎡以上、15戸を超える部分に関しては
平均70㎡以上（個人事業主が建築する場合のみ、30戸未満の場合、最低25㎡以上、超える部分は最低50㎡以上）

条例

規 制 内 容 規制法令エリア
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再訪
Customer

Voice
「ecom

s

再
訪
」
で
は
、
2
0
0
6
年

8
月
に
納
品
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
髙
阪

内
科
温
室
」
を
訪
ね
ま
し
た
。

髙
阪
内
科
の
あ
る
愛
知
県
瀬
戸
市
は
、

言
わ
ず
と
知
れ
た
焼
き
も
の
の
町
で
す
。

「
瀬
戸
物
」
と
い
う
言
葉
は
、
も
と
も
と

こ
の
地
域
で
つ
く
ら
れ
た
焼
き
も
の
、
つ

ま
り
瀬
戸
焼
を
指
す
言
葉
で
し
た
が
、
瀬

戸
焼
が
広
く
全
国
的
に
使
わ
れ
た
た
め
、

い
つ
の
間
に
か
広
く
焼
き
も
の
を
指
す
言

葉
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
窯
業
を
営
む
工
場
の
数
は
全

盛
期
の
半
分
程
度
だ
と
い
い
ま
す
が
、
陶

磁
器
で
育
ん
だ
文
化
の
薫
り
が
今
も
強
く

残
っ
て
い
ま
す
。

髙
阪
内
科
は
、
今
か
ら
28
年
前
の

1
9
8
9
（
平
成
元
）
年
4
月
8
日
に
創

業
さ
れ
ま
し
た
。
20
年
あ
ま
り
大
学
病
院

で
医
療
に
携
わ
っ
た
ご
主
人
が
開
業
の
地

と
し
て
選
ん
だ
の
が
、
奥
さ
ま
の
生
ま
れ

故
郷
で
あ
る
こ
の
瀬
戸
市
で
し
た
。
ま
ず

は
、
創
業
か
ら
17
年
、
ど
の
よ
う
な
経
緯

で
温
室
は
誕
生
し
た
の
か
、
髙
阪
さ
ま
ご

夫
妻
と
設
計
者
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

― 

髙
阪
さ
ま
ご
夫
妻（
以
下
、髙
阪
さ
ま
）

自
宅
を
改
装
す
る
際
に
、
こ
の
温
室
を

つ
く
り
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
改
装
に

併
せ
て
、
そ
れ
ま
で
庭
だ
っ
た
と
こ
ろ
を

来
院
す
る
患
者
さ
ん
の
た
め
の
駐
車
場
に

し
た
の
で
す
。
し
か
し
、
庭
だ
っ
た
と
こ

ろ
を
駐
車
場
と
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ

の
ま
ま
で
す
と
車
を
降
り
て
病
院
に
向
か

う
患
者
さ
ん
か
ら
自
宅
が
丸
見
え
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
垣
根
の
代
わ
り

に
温
室
を
つ
く
っ
た
の
で
す
。

―
設
計
者

視
線
を
遮
る
の
で
あ
れ
ば
塀

を
立
て
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、

そ
れ
で
は
空
間
が
閉
鎖
的
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
樹

木
で
隠
し
ま
し
ょ
う
と
提
案
し

た
の
で
す
が
、
そ
の
時
に
ご
夫

妻
は
「
隠
す
よ
り
も
患
者
さ
ん

に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
庭
に
し
た
い
」
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
誕
生
し
た
の
が
こ
の
温
室

で
す
。
計
画
の
当
初
よ
り
、
ご

夫
妻
か
ら
は
温
室
を
つ
く
り
た

い
と
の
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
目

隠
し
代
わ
り
に
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
温
室
が
あ
れ
ば
、
奥

の
住
宅
で
は
な
く
花
や
草
木
に

目
が
行
き
ま
す
。

―
髙
阪
さ
ま

こ
の
温
室
が
あ
る
こ
と
で
、

患
者
さ
ん
や
付
き
添
い
の
方
が

楽
し
み
な
が
ら
病
院
の
待
合
ま

で
行
け
る
雰
囲
気
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
温
室
で

す
が
、
2
つ
並
ん
で
い
る
と
こ

ろ
が
気
に
い
っ
て
い
ま
す
。
2

つ
に
し
た
こ
と
で
、
と
て
も
優

し
い
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。

―
設
計
者

ecom
s

のtsubom
i

（
ツ

ボ
ミ
）と
い
う
商
品
の
持
つ
3
×
3
×
3
m

の
ス
ケ
ー
ル
感
が
と
て
も
よ
か
っ
た
の
で
、

こ
れ
と
同
じ
大
き
さ
の
温
室
を
2
つ
、

3
m
の
間
隔
を
空
け
て
設
置
し
ま
し
た
。

な
お
、
2
つ
の
温
室
の
中
央
部
の
駐
車
場

側
に
カ
ツ
ラ
の
木
を
植
え
ま
し
た
。
住
宅

の
庭
と
駐
車
場
の
間
に
は
高
低
差
が
あ
り
、

駐
車
場
か
ら
見
る
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基

壇
が
見
え
る
の
で
す
が
、
カ
ツ
ラ
の
木
が

中
央
に
あ
る
こ
と
で
、
こ
の
基
壇
が
目
立

ち
す
ぎ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ア
ル
ミ
な
ど
金
属
に
対
し
て
ア
レ
ル
ギ

ー
を
持
つ
方
は
多
い
と
聞
き
ま
す
。
温
か

い
印
象
を
持
つ
木
に
対
し
て
、
金
属
は
冷

た
い
と
感
じ
る
人
が
多
い
か
ら
で
し
ょ
う

か
。
オ
フ
ィ
ス
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
住
宅

に
は
、
と
い
う
の
が
一
般
的
な
ア
ル
ミ

に
対
す
る
思
い
な
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
ご
夫
妻
は
ア
ル
ミ
で
温
室

を
つ
く
る
と
い
う
設
計
者
の
提
案
に
対

し
て
、
ど
う
い
っ
た
感
想
を
持
た
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

―
髙
阪
さ
ま

改
築
に
際
し
て
温
室
を
つ
く
る
こ
と
を

お
願
い
し
て
い
た
こ
と
は
、
先
ほ
ど
も
お

話
し
た
と
お
り
で
す
が
、
当
初
は
、
木
製

の
八
角
堂
の
よ
う
な
温
室
を
庭
の
片
隅
に

置
く
よ
う
な
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

し
た
。
和
風
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
北
欧

風
の
イ
メ
ー
ジ
の
温
室
で
す
。
そ
の
た

め
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
と
き
は
少
し
驚

い
た
と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
で
す
。

―
設
計
者

ガ
ラ
ス
に
覆
わ
れ
た
病
院
と
、
白
い
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
住
宅
が
あ
っ
て
、
そ

こ
に
木
製
の
八
角
堂
が
加
わ
っ
た
ら
景
観

が
散
漫
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
し

た
。
そ
う
で
は
な
く
3
つ
建
物
の
間
に
流

れ
を
つ
く
る
に
は
、
ガ
ラ
ス
を
貴
重
と
す

る
建
物
に
住
宅
が
挟
ま
れ
る
構
成
と
す

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
の
で
す
。
ア
ル

ミ
は
存
在
を
感
じ
さ
せ
な
い
素
材
で
す
。

フ
レ
ー
ム
を
木
や
ス
チ
ー
ル
と
す
る
よ
り

ガ
ラ
ス
の
存
在
感
を
際
立
た
せ
て
く
れ
る

と
思
い
ま
し
た
。

―
髙
阪
さ
ま

実
際
に
で
き
て
み
て
納
得
し
ま
し
た
。

駐
車
場
か
ら
見
て
、
ガ
ラ
ス
の
温
室
が
手

前
に
見
え
て
、
そ
の
奥
に
住
宅
が
あ
り
、

さ
ら
に
奥
に
病
院
が
あ
る
と
い
う
景
色

は
と
て
も
調
和
の
と
れ
た
落
ち
着
い
た

も
の
で
す
。
病
院
の
W
E
B
サ
イ
ト
の
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
も
こ
の
写
真
を
使
っ
て
い

ま
す
。

実
際
に
10
年
近
く
こ
の
温
室
を
使
っ
て

み
て
、
ア
ル
ミ
に
対
す
る
印
象
は
思
い
描

い
た
と
お
り
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

―
髙
阪
さ
ま

掃
除
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
、
手
入
れ

に
関
し
て
面
倒
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
実
際
、
ほ
と
ん
ど
放
っ
て
お
き

ま
す
。
こ
れ
だ
け
湿
気
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
錆
び
ま
せ
ん
し
、
劣
化
も
し
な

い
の
で
助
か
り
ま
す
。
ア
ル
ミ
建
築
と
い

う
と
何
か
珍
し
い
も
の
の
よ
う
に
聞
こ
え

ま
す
が
、
建
築
に
も
っ
と
使
わ
れ
て
も
よ

い
と
思
い
ま
す
。

―
設
計
者

ご
夫
妻
が
う
ま
く
活
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
お
花
や
植
物
が
好
き
だ
か
ら
面
倒
を

見
る
。
面
倒
を
見
る
た
め
に
、
温
室
も
手

入
れ
を
す
る
。
や
は
り
好
き
だ
と
い
う
気

持
ち
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

―
髙
阪
さ
ま

患
者
さ
ん
ほ
か
多
く
の
方
が
見
て
い
て

く
だ
さ
る
の
で
、
そ
れ
が
励
み
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
年
も
き
れ
い

に
咲
き
ま
し
た
ね
、
な
ど
と
い
わ
れ
る
と

う
れ
し
い
で
す
し
、
ま
た
、
そ
う
す
る
と

手
が
抜
け
ま
せ
ん
。
ほ
ど
よ
い
緊
張
感
が

あ
る
の
が
い
い
で
す
ね
。

ア
ル
ミ
に
対
し
て
は
大
変
好
意
的
な

印
象
を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

tsubom
i

と
い
う
製
品
に
対
し
て
は
ま
っ

た
く
不
満
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
と
い
い

ま
す
。
突
き
出
し
窓
が
サ
ッ
シ
レ
ス
な
の

で
、
開
け
た
状
態
で
人
が
ぶ
つ
か
っ
た
り

し
た
ら
大
変
な
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
ブ

レ
ー
ス
が
多
く
見
た
目
が
煩
雑
と
い
っ
た

ご
意
見
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。
と
は
い

え
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
増
築
計
画
で

も
温
室
は
、
病
院
を
含
め
た
全
体
を
ま
と

め
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い

い
ま
す
。
竣
工
後
10
年
近
く
経
っ
た
今
も

活
躍
す
る
こ
の
温
室
を
大
変
頼
も
し
く
感

じ
た
再
訪
と
な
り
ま
し
た
。

髙阪さまご夫妻

かつてecomsがお納めしたアルミ建築やア

ルミ家具が現在、どのように使われている

かを主にお施主さまからお聞きすることを

通して、実際の使い勝手やアルミの経年変

化、耐久性をお伝えします。

髙阪内科温室
テーマ

3334 ecoms 45ecoms 45
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病院温室

「ecom
s

再
訪
」
で
は
、
2
0
0
6
年

8
月
に
納
品
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
髙
阪

内
科
温
室
」
を
訪
ね
ま
し
た
。

髙
阪
内
科
の
あ
る
愛
知
県
瀬
戸
市
は
、

言
わ
ず
と
知
れ
た
焼
き
も
の
の
町
で
す
。

「
瀬
戸
物
」
と
い
う
言
葉
は
、
も
と
も
と

こ
の
地
域
で
つ
く
ら
れ
た
焼
き
も
の
、
つ

ま
り
瀬
戸
焼
を
指
す
言
葉
で
し
た
が
、
瀬

戸
焼
が
広
く
全
国
的
に
使
わ
れ
た
た
め
、

い
つ
の
間
に
か
広
く
焼
き
も
の
を
指
す
言

葉
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
窯
業
を
営
む
工
場
の
数
は
全

盛
期
の
半
分
程
度
だ
と
い
い
ま
す
が
、
陶

磁
器
で
育
ん
だ
文
化
の
薫
り
が
今
も
強
く

残
っ
て
い
ま
す
。

髙
阪
内
科
は
、
今
か
ら
28
年
前
の

1
9
8
9
（
平
成
元
）
年
4
月
8
日
に
創

業
さ
れ
ま
し
た
。
20
年
あ
ま
り
大
学
病
院

で
医
療
に
携
わ
っ
た
ご
主
人
が
開
業
の
地

と
し
て
選
ん
だ
の
が
、
奥
さ
ま
の
生
ま
れ

故
郷
で
あ
る
こ
の
瀬
戸
市
で
し
た
。
ま
ず

は
、
創
業
か
ら
17
年
、
ど
の
よ
う
な
経
緯

で
温
室
は
誕
生
し
た
の
か
、
髙
阪
さ
ま
ご

夫
妻
と
設
計
者
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

― 

髙
阪
さ
ま
ご
夫
妻（
以
下
、髙
阪
さ
ま
）

自
宅
を
改
装
す
る
際
に
、
こ
の
温
室
を

つ
く
り
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
改
装
に

併
せ
て
、
そ
れ
ま
で
庭
だ
っ
た
と
こ
ろ
を

来
院
す
る
患
者
さ
ん
の
た
め
の
駐
車
場
に

し
た
の
で
す
。
し
か
し
、
庭
だ
っ
た
と
こ

ろ
を
駐
車
場
と
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ

の
ま
ま
で
す
と
車
を
降
り
て
病
院
に
向
か

う
患
者
さ
ん
か
ら
自
宅
が
丸
見
え
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
垣
根
の
代
わ
り

に
温
室
を
つ
く
っ
た
の
で
す
。

―
設
計
者

視
線
を
遮
る
の
で
あ
れ
ば
塀

を
立
て
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、

そ
れ
で
は
空
間
が
閉
鎖
的
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
樹

木
で
隠
し
ま
し
ょ
う
と
提
案
し

た
の
で
す
が
、
そ
の
時
に
ご
夫

妻
は
「
隠
す
よ
り
も
患
者
さ
ん

に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
庭
に
し
た
い
」
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
誕
生
し
た
の
が
こ
の
温
室

で
す
。
計
画
の
当
初
よ
り
、
ご

夫
妻
か
ら
は
温
室
を
つ
く
り
た

い
と
の
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
目

隠
し
代
わ
り
に
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
温
室
が
あ
れ
ば
、
奥

の
住
宅
で
は
な
く
花
や
草
木
に

目
が
行
き
ま
す
。

―
髙
阪
さ
ま

こ
の
温
室
が
あ
る
こ
と
で
、

患
者
さ
ん
や
付
き
添
い
の
方
が

楽
し
み
な
が
ら
病
院
の
待
合
ま

で
行
け
る
雰
囲
気
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
温
室
で

す
が
、
2
つ
並
ん
で
い
る
と
こ

ろ
が
気
に
い
っ
て
い
ま
す
。
2

つ
に
し
た
こ
と
で
、
と
て
も
優

し
い
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。

―
設
計
者

ecom
s

のtsubom
i

（
ツ

ボ
ミ
）と
い
う
商
品
の
持
つ
3
×
3
×
3
m

の
ス
ケ
ー
ル
感
が
と
て
も
よ
か
っ
た
の
で
、

こ
れ
と
同
じ
大
き
さ
の
温
室
を
2
つ
、

3
m
の
間
隔
を
空
け
て
設
置
し
ま
し
た
。

な
お
、
2
つ
の
温
室
の
中
央
部
の
駐
車
場

側
に
カ
ツ
ラ
の
木
を
植
え
ま
し
た
。
住
宅

の
庭
と
駐
車
場
の
間
に
は
高
低
差
が
あ
り
、

駐
車
場
か
ら
見
る
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基

壇
が
見
え
る
の
で
す
が
、
カ
ツ
ラ
の
木
が

中
央
に
あ
る
こ
と
で
、
こ
の
基
壇
が
目
立

ち
す
ぎ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ア
ル
ミ
な
ど
金
属
に
対
し
て
ア
レ
ル
ギ

ー
を
持
つ
方
は
多
い
と
聞
き
ま
す
。
温
か

い
印
象
を
持
つ
木
に
対
し
て
、
金
属
は
冷

た
い
と
感
じ
る
人
が
多
い
か
ら
で
し
ょ
う

か
。
オ
フ
ィ
ス
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
住
宅

に
は
、
と
い
う
の
が
一
般
的
な
ア
ル
ミ

に
対
す
る
思
い
な
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
ご
夫
妻
は
ア
ル
ミ
で
温
室

を
つ
く
る
と
い
う
設
計
者
の
提
案
に
対

し
て
、
ど
う
い
っ
た
感
想
を
持
た
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

―
髙
阪
さ
ま

改
築
に
際
し
て
温
室
を
つ
く
る
こ
と
を

お
願
い
し
て
い
た
こ
と
は
、
先
ほ
ど
も
お

話
し
た
と
お
り
で
す
が
、
当
初
は
、
木
製

の
八
角
堂
の
よ
う
な
温
室
を
庭
の
片
隅
に

置
く
よ
う
な
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

し
た
。
和
風
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
北
欧

風
の
イ
メ
ー
ジ
の
温
室
で
す
。
そ
の
た

め
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
と
き
は
少
し
驚

い
た
と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
で
す
。

―
設
計
者

ガ
ラ
ス
に
覆
わ
れ
た
病
院
と
、
白
い
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
住
宅
が
あ
っ
て
、
そ

こ
に
木
製
の
八
角
堂
が
加
わ
っ
た
ら
景
観

が
散
漫
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
し

た
。
そ
う
で
は
な
く
3
つ
建
物
の
間
に
流

れ
を
つ
く
る
に
は
、
ガ
ラ
ス
を
貴
重
と
す

る
建
物
に
住
宅
が
挟
ま
れ
る
構
成
と
す

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
の
で
す
。
ア
ル

ミ
は
存
在
を
感
じ
さ
せ
な
い
素
材
で
す
。

フ
レ
ー
ム
を
木
や
ス
チ
ー
ル
と
す
る
よ
り

ガ
ラ
ス
の
存
在
感
を
際
立
た
せ
て
く
れ
る

と
思
い
ま
し
た
。

―
髙
阪
さ
ま

実
際
に
で
き
て
み
て
納
得
し
ま
し
た
。

駐
車
場
か
ら
見
て
、
ガ
ラ
ス
の
温
室
が
手

前
に
見
え
て
、
そ
の
奥
に
住
宅
が
あ
り
、

さ
ら
に
奥
に
病
院
が
あ
る
と
い
う
景
色

は
と
て
も
調
和
の
と
れ
た
落
ち
着
い
た

も
の
で
す
。
病
院
の
W
E
B
サ
イ
ト
の
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
も
こ
の
写
真
を
使
っ
て
い

ま
す
。

実
際
に
10
年
近
く
こ
の
温
室
を
使
っ
て

み
て
、
ア
ル
ミ
に
対
す
る
印
象
は
思
い
描

い
た
と
お
り
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

―
髙
阪
さ
ま

掃
除
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
、
手
入
れ

に
関
し
て
面
倒
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
実
際
、
ほ
と
ん
ど
放
っ
て
お
き

ま
す
。
こ
れ
だ
け
湿
気
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
錆
び
ま
せ
ん
し
、
劣
化
も
し
な

い
の
で
助
か
り
ま
す
。
ア
ル
ミ
建
築
と
い

う
と
何
か
珍
し
い
も
の
の
よ
う
に
聞
こ
え

ま
す
が
、
建
築
に
も
っ
と
使
わ
れ
て
も
よ

い
と
思
い
ま
す
。

―
設
計
者

ご
夫
妻
が
う
ま
く
活
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
お
花
や
植
物
が
好
き
だ
か
ら
面
倒
を

見
る
。
面
倒
を
見
る
た
め
に
、
温
室
も
手

入
れ
を
す
る
。
や
は
り
好
き
だ
と
い
う
気

持
ち
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

―
髙
阪
さ
ま

患
者
さ
ん
ほ
か
多
く
の
方
が
見
て
い
て

く
だ
さ
る
の
で
、
そ
れ
が
励
み
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
年
も
き
れ
い

に
咲
き
ま
し
た
ね
、
な
ど
と
い
わ
れ
る
と

う
れ
し
い
で
す
し
、
ま
た
、
そ
う
す
る
と

手
が
抜
け
ま
せ
ん
。
ほ
ど
よ
い
緊
張
感
が

あ
る
の
が
い
い
で
す
ね
。

ア
ル
ミ
に
対
し
て
は
大
変
好
意
的
な

印
象
を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

tsubom
i

と
い
う
製
品
に
対
し
て
は
ま
っ

た
く
不
満
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
と
い
い

ま
す
。
突
き
出
し
窓
が
サ
ッ
シ
レ
ス
な
の

で
、
開
け
た
状
態
で
人
が
ぶ
つ
か
っ
た
り

し
た
ら
大
変
な
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
ブ

レ
ー
ス
が
多
く
見
た
目
が
煩
雑
と
い
っ
た

ご
意
見
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。
と
は
い

え
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
増
築
計
画
で

も
温
室
は
、
病
院
を
含
め
た
全
体
を
ま
と

め
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い

い
ま
す
。
竣
工
後
10
年
近
く
経
っ
た
今
も

活
躍
す
る
こ
の
温
室
を
大
変
頼
も
し
く
感

じ
た
再
訪
と
な
り
ま
し
た
。

設計 （有）フルボデザイン　
 道家洋建築設計事務所／ローテクス　
施工 信和建設　
所在地 愛知県瀬戸市
工期 tsubomi工事　2006年8月18日～8月25日
 追加工事　2006年9月29納入　10月2日完了

寸法 全体　H3500×W9000×D3000mm　
 tsubomi H3500×W3000×D3000mm 
 2台を3000mmの間隔で設置、
 天井日除けルーバーおよび西側目隠しルーバーで接続
部材情報 基礎：ベタ基礎（床仕上）
 tsubomi：土台･躯体　SF-60･60･1S
 外装　強化ガラスt=5mm
 屋根　アルミ複合板t=3mm　2層
 建具　アルミハニカムt=35mm, 突出窓2箇所×2台

髙阪内科温室

FA（ファクトリーオートメーション）用アルミフ
レームとして実績のあるアルミ構造材SFをステ
ンレスジョイントによって接合してできる1ｍ四
方のtsubomiパネル。これを組み合わせて空間
を実現するのがtsubomiで、2005年に発売が開
始されました。標準部材を現場で組み立てるだ
けですので工期が短く、併せて自社工場生産で
すので低コスト化が実現しました。このtsubomi
を数多く実施し、かつそれらを検証することで、
現在、エコムスが提供している喫煙ブースや待
合室が生まれたということができます。

tsubomi

再訪Customer
Voice

3536 ecoms 45ecoms 45



3
・
8
ｍ
四
方
、
鈍
く
光
る
銅
板
で
覆

わ
れ
た
ボ
ッ
ク
ス
は
、
中
国
で
も
指
折
り

の
ア
ー
ト
コ
レ
ク
タ
ー
の
依
頼
で
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。
設
置
場
所
は
香
港
の
ア
パ
ー

ト
メ
ン
ト
。
床
面
積
2
0
0
㎡
の
フ
ロ
ア

に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ボ
ッ
ク
ス
は
、
通
常
、
閉
じ
た
状

態
で
あ
り
、
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
を
保
管
す
る

場
所
と
し
て
機
能
し
ま
す
。
あ
え
て
何
の

装
飾
も
な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
の
空

間
に
置
く
こ
と
で
、
ボ
ッ
ク
ス
の
存
在
を

引
き
立
た
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
を
鑑
賞
し
た
い
と

き
、
ま
た
買
い
た
い
と
い
う
人
が
現
れ
た

と
き
に
は
、
こ
こ
に
案
内
し
、
開
き
戸
や

折
り
戸
や
跳
ね
上
げ
窓
を
開
け
て
、
白
を

基
調
と
し
た
居
間
の
よ
う
な
空
間
に
転
換

さ
せ
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
心
地
よ
い
ソ
フ

ァ
や
デ
ス
ク
、
折
り
畳
み
で
き
る
棚
が
設

え
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
訪
れ
た
人
が
十
分

に
く
つ
ろ
げ
る
よ
う
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

や
お
酒
を
飲
む
ス
ペ
ー
ス
も
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
絵
画
は
銅
製
の
ハ
ッ
チ
を

開
け
る
と
、
そ
こ
か
ら
引
き
出
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
ボ
ッ
ク
ス
は
ア
ー

ト
ワ
ー
ク
を
収
納
し
、
鑑
賞
す
る
た
め
の

ス
ペ
ー
ス
で
す
が
、
ボ
ッ
ク
ス
自
体
も
1

つ
の
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
と
い
え
る
の
で
す
。

築
建く
動

vol.16

設計 penda
担当 Chris Precht、Sun Dayong、Bai Xue、Quan He、Li Pengchong
竣工 2016年
撮影 penda 

penda
Hongkong Art Storage
アートワークを収蔵し鑑賞するための機能が集積されたボックス
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40×40mm

2016アルミ・カレント

昨
年
の
ジ
ャ
パ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
用

途
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
変
化
し

な
が
ら
、
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で

活
躍
す
る
製
品
を
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
と

名
付
け
、
そ
れ
ら
を
展
示
し
ま
し
た
が
、
今

年
は
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
ポ
ー
ト
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

駐
車
場
の
高
度
利
用
と

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
架
台
へ
の

取
り
組
み
が
結
実

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
ポ
ー
ト
と
は
、
太
陽
光

発
電
設
備
を
備
え
た
屋
外
駐
車
場
で
、
い

ざ
と
い
う
と
き
は
避
難
施
設
に
も
な
る
点

が
特
徴
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
エ
コ
ム

ス
を
よ
く
ご
存
じ
の
お
客
さ
ま
か
ら
は
、

な
ぜ
エ
コ
ム
ス
が
カ
ー
ポ
ー
ト
を
出
展
し

て
い
る
の
か
、
し
か
も
使
わ
れ
て
い
る
部

材
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
ル
ミ
で
は
な
く
て
鉄

と
い
う
の
は
ど
う
し
て
な
の
か
と
い
う
ご

質
問
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
理
由
は
2
つ
あ
り
ま
す
。
エ
コ
ム
ス
は

こ
れ
ま
で
都
心
の
駐
車
場
の
高
度
利
用
に

対
し
て
い
く
つ
か
の
提
案
を
行
っ
て
お

り
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
ポ
ー
ト
は
そ
の
延
長

線
上
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
1
つ
。
そ
し

て
、
S
U
S
が
こ
れ
ま
で
も
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
支
え
る
ア
ル
ミ
架
台
を
手
掛
け
て
き

た
こ
と
が
2
つ
目
の
理
由
で
す
。
こ
の
事

業
の
今
後
を
担
う
製
品
と
し
て
、
ソ
ー
ラ

ー
カ
ー
ポ
ー
ト
が
開
発
さ
れ
た
の
で
す
。

と
は
い
え
、
野
立
て
の
太
陽
光
発
電
施
設

の
架
台
と
駐
車
場
の
構
造
体
で
は
考
え
方

が
異
な
り
ま
す
。
コ
ス
ト
や
工
期
を
考

え
、
鉄
を
採
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

防
災
へ
の
関
心
の
高
さ
が
販
路
を
広
げ
る

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
エ
コ
ム
ス
に
あ
ま

り
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
業

界
の
お
客
さ
ま
に
も
、
数
多
く
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。
折
し
も
展
示
会
最
終
日

は
3
月
11
日
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
ち
ょ

う
ど
5
年
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
緊
急
時
に
は
避
難
施
設
に
も
な
る
と

い
う
点
が
、
注
目
を
集
め
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
3
月
11
日
に
合
わ
せ
て
製
品
を

開
発
し
発
表
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

弊
社
は
静
岡
に
本
社
を
置
く
企
業
。
い
ず

れ
起
こ
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
東
海

地
震
に
備
え
た
防
災
に
役
立
つ
製
品
を
つ

く
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
常
に
あ
っ
た

の
で
す
。
当
初
は
、
道
の
駅
な
ど
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
蓋

を
開
け
て
み
る
と
、
輸
入
自
動
車
を
扱
う

デ
ィ
ー
ラ
ー
の
方
か
ら
「
付
加
価
値
を
高

め
る
の
に
役
立
つ
」、
大
型
商
業
施
設
の
関

係
者
か
ら
は
「
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

災
害
の
際
の
避
難
施
設
に
な
り
得
る
の
で
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
何
ら
か
の
備

え
は
必
要
」
と
い
っ
た
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
賃
貸
住
宅
関
連
の
メ

デ
ィ
ア
の
方
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で
集
合
住

宅
の
駐
車
場
と
い
え
ば
北
側
に
設
け
ら
れ

る
の
が
常
だ
っ
た
が
、
E
V
の
増
加
に
伴

い
太
陽
光
発
電
で
き
る
場
所
に
置
か
れ
る

ケ
ー
ス
も
出
て
き
た
」
と
い
っ
た
意
見
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。
販
路
の
開
拓
に
役
立

つ
貴
重
な
意
見
を
数
多
く
得
る
こ
と
の
で

き
た
展
覧
会
に
な
っ
た
と
い
え
そ
う
で
す
。

エコムスは、2016年3月8日（火）から11日（金）まで東京ビッグサイト
（東京都江東区）で開催されたJAPAN SHOP 2016に出展しまし
た。2003年の初出展から数えて、今回は8回目のJAPAN SHOP
出展になります。この4日間で、JAPAN SHOPへの来場者は10万
3千人。エコムス・ブースもたくさんのお客さまで賑わいました。

アルミ製床台。折りたたんだ際に
中のすき間にテントシートを収納

アルミ製避難用品収納棚
（グリッドシェルフ）

避難施設内部 防寒テントシートを張った避難施設

JAPAN SHOP
出展報告
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基礎工事

組み立て・設置

アルミ・カレント

エ
コ
ム
ス
が
提
案
す
る
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

ポ
ー
ト
は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
（
太
陽
電

池
パ
ネ
ル
・
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
）
を

搭
載
し
た
屋
根
を
持
つ
屋
外
駐
車
場
で
、

そ
の
名
の
通
り
太
陽
光
発
電
が
で
き
る

ほ
か
、
災
害
時
に
は
緊
急
避
難
施
設
に

も
な
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ま
た
、
エ
コ
ム

ス
が
培
っ
て
き
た
短
期
施
工
の
ノ
ウ
ハ
ウ

も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
既
存
の
駐

車
場
に
建
設
す
る
際
の
駐
車
場
が
使
用
で

き
な
い
期
間
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
と

工
場
で
の
加
工
で
短
期
施
工
が
実
現

短
期
施
工
の
ポ
イ
ン
ト
の
1
つ
は
、
基

礎
に
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎

を
用
い
た
こ
と
で
す
。
建
設
工
事
に
お
い

て
、
思
い
の
外
、
長
い
期
間
を
要
す
る
の

が
基
礎
工
事
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込

ん
で
基
礎
と
す
る
た
め
、
乾
燥
に
時
間
が

か
か
る
こ
と
が
工
期
を
延
ば
す
要
因
で

し
た
。
そ
の
た
め
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
に
よ
る
置
き
基
礎
方

式
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
養
生
時
間
を
省
略
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
。
2
つ
目
は
、
鉄
骨
の
加

工
を
工
場
で
行
い
、
現
場
で
は
組
み
立
て

る
だ
け
に
し
た
こ
と
で
す
。
こ
の
2
点
に

よ
り
1
週
間
程
度
で
の
設
置
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
架
構
は
ア
ル
ミ
で
は

な
く
、
汎
用
性
の
あ
る
鉄
骨
製
と
な
っ
て

い
ま
す
。

駐
車
場
が
避
難
施
設
に
、

地
域
に
役
立
つ
安
心
の
備
え

こ
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
ポ
ー
ト
が
こ
れ
ま

で
の
駐
車
場
シ
ス
テ
ム
と
異
な
る
点
は
、

災
害
時
の
緊
急
避
難
施
設
と
し
て
も
活
用

が
で
き
る
こ
と
で
す
。

オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
る

防
寒
テ
ン
ト
シ
ー
ト
と
床
台
を
用
い
て
居

室
を
つ
く
り
、
夜
間
の
宿
泊
は
も
ち
ろ

ん
、
医
療
施
設
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
な
お
、
床
台
は
折
り
畳
む
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
普
段
、
テ
ン
ト
シ
ー

ト
は
こ
の
中
に
収
納
し
て
お
き
ま
す
。

避
難
施
設
と
し
て
の
特
徴
の
1
つ
は
、

電
気
が
使
え
る
と
い
う
点
で
す
。
ソ
ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
を
搭
載
し
、
充
放
電
シ
ス
テ
ム

を
備
え
る
こ
と
で
、
停
電
時
の
暖
房
・
照

明
、
防
災
情
報
の
無
線
設
備
、
携
帯
電
話

の
充
電
な
ど
、
安
定
電
源
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
、
緊

急
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
を
確
保
し
ま
す
。

２
つ
目
の
特
徴
は
、

緊
急
避
難
時
の
備
え

が
で
き
る
と
い
う
点

で
す
。
耐
候
性
に
優

れ
た
ア
ル
ミ
製
収
納

箱
に
避
難
用
品
、
食

料
品
、
医
薬
用
品
、

A
E
D
な
ど
の
防
災

用
品
を
常
備
し
て
お

け
ば
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
安
心
で
す
。

避難施設にもなる駐車場が
短期施工で実現

123

456

123

567

4

8

基礎を置く場所に捨てコンを打設する

レベル出し

鉄枠の組み立て

柱を基礎へボルトで固定

トラックでプレキャストコンクリート基礎を運搬

プレキャスト基礎完成

太陽光パネル取付台が完成

土台の完成

クレーンでプレキャストコンクリート基礎を搬入

基礎工事完成

鉄枠に柱とブレースを取り付ける

太陽光パネルの取り付け

柱と基礎の位置を合わせる

完成

ソーラーカーポート
Solar Car port ドキュメント

ソーラーカーポートソーラーカーポートソーラーカーポート

《主な仕様》 《材質》

駐車可能台数

駐車パターン

駐車場面積
想定パネル枚数
最大出力（1枚/270ｗ想定時）

基準風速
垂直積雪量 

30ｍ/s
45cm

55枚
14.85Kw

85枚
22.95Kw

35枚
9.45Kw

約11.2ｍｘ8.4ｍ約17.2ｍｘ8.4ｍ 約7.2ｍｘ8.4ｍ

8台12台 4台
鉄筋コンクリート（地上部：2400×400×300mm　
埋設部：2800×800×200mm）

建築構造用炭素鋼管（STK400）
防錆塗装　仕上げ白色塗装

軽量溝型鋼（SS400）　
防錆塗装　仕上げ白色塗装

アルミ合金（A6N01）　表面処理：アルマイト（9μ以上）

アルミ合金（A6N01）　表面処理：アルマイト（9μ以上）

アルミ合金（A6061）　表面処理：アルマイト（9μ以上）

設置条件

＊設置に際しましては、建築申請が必要となります。市町村によっては設置できるエリアに制限がある場合がございますので、
事前に確認ください。
＊上記サイズ以外のパネルをご利用希望の場合や上記以外の駐車台数や形状のご希望がある場合は、別途ご相談ください。
＊設置条件は、基準風速30m/s、垂直積雪量45cmになります。
＊駐車可能高さは2,800mmです。

■プレキャストコンクリート基礎

■ 柱

■ 天井枠

■ パネル取付フレーム

■ パネル取付金具

■ 雨どい

プレキャストコンクリート基礎は
工場で製作

1

2

型枠に生コンクリートを打設する

養生後型枠を外し、完成
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E-mail

ふりがな

WEB版『ecoms』誌刊行の際には、皆さまにメールでご案内をお送りいたします。しかし、弊社では、『ecoms』誌
読者の皆さまのメールアドレスを、ほとんど把握しておりません。引き続きWEB版の情報配信を希望される方は、左
のフォームにお名前とアドレスを記入し、改めてお知らせいただければ幸いです。ご協力のほど、よろしくお願いいた
します。

SUS株式会社では「個人情報保護方針」を制定し、お客さまをはじめ個人を特定または推定しうる情報はこれに準じて取り扱っていくと
ともに、全社への徹底を図っております。詳しくはWEBサイトをご覧ください。
http://www.sus.co.jp/privacy/
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謹
啓

　時
下
、ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、平
素
は

格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、2
0
0
3
年
1
月
の
創
刊
以
来
、ア
ル
ミ
と
建
築
を
つ
な
ぐ
オ
ピ
ニ
オ
ン
雑
誌

と
し
て
業
界
を
牽
引
し
て
ま
い
り
ま
し
た『ecom

s

』誌
で
す
が
、本
45
号（
5
月
24
日

刊
行
）を
も
ち
ま
し
て
紙
媒
体
と
し
て
の
刊
行
は
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

弊
誌
は
、2
0
0
2
年
10
月
に
立
ち
上
げ
た
エ
コ
ム
ス
事
業
の
機
関
誌
と
し
て
、ア
ル

ミ
家
具
な
ど
の
自
社
製
品
や
、自
社
で
取
り
組
ん
だ
ア
ル
ミ
建
築
を
紹
介
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。ま
た
、一
方
で
動
く
建
築
や
タ
イ
ニ
ー
ハ
ウ
ス（
小
さ
な
家
）を
考
え
る

こ
と
を
通
し
て
ア
ル
ミ
建
築
の
可
能
性
を
追
求
し
、さ
ら
に
は
日
本
の
伝
統
建
築
を

研
究
す
る
こ
と
で
ア
ル
ミ
建
築
の
歴
史
的
位
置
付
け
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、弊
社
が
現
在
発
売
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
ミ
ニ
マ
ル
居
住
ユ
ニ
ッ
ト

t2

を
考
え
る
と
き
、そ
の
理
念
を
皆
さ
ま
に
お
伝
え
す
る
の
に
、こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

紙
媒
体
が
適
し
て
い
る
か
と
い
う
と
疑
問
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。な
ぜ

な
ら
ば
、t2

は
短
期
施
工
を
特
徴
と
し
、必
要
に
応
じ
て
変
化
し
、リ
ユ
ー
ス
も
可
能

な
”時

間
“を
強
く
意
識
し
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
だ
か
ら
で
す
。3
次
元
の
立
体
で
あ
る

建
築
や
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
2
次
元
の
紙
媒
体
で
紹
介
す
る
こ
と
は
た
だ
で
さ
え
難
し
い

わ
け
で
す
か
ら
、時
間
軸
を
含
む
4
次
元
の
表
現
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
、紙
媒
体
と
し
て
の『ecom

s

』誌
に
終
止
符
を
打
ち
、今
後
は

W
E
B
サ
イ
ト
を
通
し
て
情
報
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。W
E
B
版

『ecom
s

』誌
で
は
、動
画
を
用
い
た
製
品
紹
介
や
作
品
解
説
も
行
う
と
と
も
に
、

W
E
B
な
ら
で
は
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
を
提
供
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、楽
し
み

に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

創
刊
よ
り
13
年
4
カ
月
、弊
誌
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
読
者
の
皆
さ
ま
に
は
、こ
の
場
を

借
り
て
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
の
ほ
ど
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 敬
具

2
0
1
6
年
5
月
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W
E
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版『ecom

s

』誌
刊
行
の
お
知
ら
せ

メールの方は ▶ ecoms@sus.co.jpFAXの方は ▶ 03-5652-2394

メールアドレス登録のお願い

住所変更などがある場合は、下の枠内にもご記入ください。

会 社 名

部 署 名 役 　 職

ご 住 所

T E L F A X

お 名 前

（　　　　 ）　　　 　　- （　　　　 ）　　　 　　-



20042005200620072008200920  10201120122013201420152017 2016 2003

エコムスファクトリー

アルミの海の家Ⅰ

エコムスハウス
●スライス連結　　
●積層構法　　　  
　（ラチスパネル）

アルミ建築の可能性・追求アルミ建築の量産化アルミ建築のプロダクト化

ecomsの告知ecomsの認知醸成ecomsブランドの構築

ジャパンホーム&
ビルディングショー 2014

ジャパンショップ
2015

ジャパンショップ
2016

ジャパンショップ
2009

建築・建材展
2008

ジャパンショップ
2007

ジャパンショップ
2006

ジャパンショップ
2005

ジャパンショップ
2004

ジャパンショップ
2003

20042005200620072008200920  102011201220132014201520162017 2003

建

　築

　実

　績

　﹇工
法
等
﹈

展
示
会
出
展

P
R
誌

エコムスホール福島エコムスパビリオン

アルミの海の家Ⅱ

SUS福島工場社員寮

静岡M邸

●sudare

●tsubomi

タイ工場
●ルーバー壁　　　
●ダブルスキン屋根

●buddy

アルミガードハウス アルミの海の家Ⅲ

蕨駅NEWDAYS
●アルミパネル構法

フィルパーク赤坂
●allen

バカラショーケース滋賀事業所

待合室

スモーキングハット

待合室

スモーキングキューブ

アルミテントハウス
●布材の採用

アルミ製ホーム上家

静岡事業所実験棟
●鉄骨構造体

●t2

スモーキングスタンド

待合室

喫煙ブース

待合室

喫煙ブース

待合室

アルミ製ホーム上家
2008-2013年度
施工実績5棟

待合室

喫煙ブース

アルミ製ホーム上家

261棟
2008-2016年3月

施工実績

喫煙ブース

127棟
2008-2016年3月

施工実績

待合室
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